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　荷馬車の荷台で、苦しいくらいに毛布を何枚も掛かけられていた。

　実際に寝ね苦ぐるしくて、何度かうなされて目が覚めた。そして、重い瞼まぶたを開けるたびに、思いつめた少女の顔が目の前にあった。

　まるで、こちらが今にも死にそうな病人であるかのように見つめられるというのは、なかなかある経験ではない。確かに毒を盛られて半死半生だったうえ、徹てつ夜や続きの作業で体はぼろぼろだったが、そう簡単に死にやしない。何度言っても、相手は聞く耳を持ちはしなかった。

　もっとも、それで分厚い毛布の山を押しのけられなかったのだから、実際に体は弱り切っていたのだろう。うなされて目を覚ますのも、まだ記き憶おくに新しい悪夢のような光景を夢に見て、現実に助けを求めているのかもしれなかった。しかし、その悪夢は実現されず、幸運は手の中に戻もどってきた。

　それにつけても、徹てつ底てい的に病人扱あつかいされるのは、慣れればそれはそれで悪いものでもなかった。口を開ければ飯や水や酒が勝手に運ばれ、欠伸あくびをすれば床とこの用意がされる。立て続けに寝ねすぎてさすがにうまく寝つけないでいたら、手で髪かみを優やさしく梳すかれたりした。

　このままでは飼い馴ならされてしまう、という妙みような恐きよう怖ふがあったのは事実だが、これは役割分担なのだ、と自分に言い聞かせた。

　今はこいつの世話になる。弱り切った体を可能な限り回復させ、さっさといつもの調子を取り戻す。そして、回復した暁あかつきには、自分がこいつを守るのだと。

　それは、自分の髪かみの毛を梳すいてくれる指があまりにも細いから、というだけが理由ではない。

　この小さな小こ娘むすめを失うことが、どれだけ自分の心に大きな穴を空けるのかと、つい数日前に実感したばかりだった。

　目が合うと、緑色の瞳ひとみをぱちくりさせ、嬉うれしそうに微笑ほほえんでくる。

　この笑顔は、自分が守らなければならない。

　そのために、今は休むのだ。

　ごとごとと荷馬車が揺ゆれる。

　目を閉じていても、そいつの笑顔が見えるかのようだった。
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　そこは崖がけの窪くぼみに板を張っただけの、小屋というよりは洞ほら穴あなに近い雪ゆき避よけ小屋だった。一年の半分近くを雪に閉ざされるこの地方では、街かい道どう沿いに点々とこういう施し設せつが存在し、旅人たちが難を逃のがれているという。特に管理をする者もいないのによく存続できるものだと最初は不思議だったが、目の前を歩く者の背中も見失いそうになる吹雪ふぶきに見み舞まわれ、どうにかこうにか転がり込んだ時にその理由がわかった。

　これらの施設は、九きゆう死しに一いつ生しようを得た者たちの感謝の気持ちによって成り立っているのだ、と。

　薄はく情じような自分でも殊しゆ勝しような気持ちを抱いだくのだから、まともな連中ならなおさらだろう、とクースラは壁かべに張られた板に手を這はわせた。そこには釘くぎかなにかで、死の恐怖をやり過ごした者たちの思いがびっしりと書き連ねられている。奇き跡せきを感謝しますだの、ありがとうだのとあり、中にはたまたま居合わせることになった旅人との楽しいひと時を詩にしたものさえあった。

　文字の向こうに一人一人の顔まで見えそうだったが、クースラが熱心に見ていたのには、理由がある。

「そんなに面おも白しろいですか？」

　ふと声をかけられたのは、いかにも几き帳ちよう面めんそうな文字を読んでいる時のことだった。その文字の主は、やはりこんな吹雪の日に避ひ難なんし、小屋の真ん中にある囲い炉ろ裏りで火をおこしスープを飲んでほっと一息ついていると、灯あかりに釣つられたのか匂においに釣られたのか、一羽の兎うさぎが迷い込んで来たという。普ふ段だんならば取って食おうと思うところだが、その晩は干ひからびた根菜を与あたえ、一いつ緒しよに眠ねむったらしい。

　クースラはその様を想像して、視線を声の主に向ける。

　兎というよりかは、白しろ猫ねこと呼ぶのに相応ふさわしい少女の、フェネシスだった。

「お酒、温まりましたよ」

　ただでさえ小動物みたいなのに、毛皮の縁ふち取どりがされた服をもこもこと着込み、獣けものの耳のことなど忘れてしまいそうな毛皮の帽子をかぶったフェネシスは、もうもうと湯気を立てている木の器うつわを持っている。麦の蒸留酒を煮に立たつくらい熱くして、バターをたっぷり落としたものだ。これと干し肉があれば、ひとまず腹も膨ふくれて体も温まる。

「それより、本当にお酒と干し肉だけでいいのですか？　麦むぎ粥がゆのほうが体に良いと思うのですけど……」

「構わん。体調ならもう戻もどったと言っただろう」

　都つ合ごう三日間も荷馬車の上で眠ねむりこけていれば、嫌いやでも元気になる。フェネシスはそれでもまだ心配そうな顔をしていたが、やけに残念そうにも見えたのはきっと気のせいだろう。

「で、この書き込みが面おも白しろいかだと？」

　器を受け取り、一口すすってから、クースラは言った。

「もう少し世の中の善意を信じてもいいのかもしれない、と思うくらいには面白い」

　フェネシスの顔に怪け訝げんそうな表情が浮かんだが、書かれているのがひどく牧歌的で平和なものだとわかり、クースラの物言いに苦笑いした。

「だが、面白いばかりじゃない」

　酒をすすると、その熱さが体の芯しんまで温めてくれる。フェネシスもふうふうと息を吹ふきかけては酒を飲み、凍こおったものが溶とけていくのか鼻をすすり上げていた。

「道ってのは何百年も変わらずに残るものだからな。南の地から北の地に向かった者は、ほぼ間ま違ちがいなくここを通っただろう」

　湯気のせいで泣き明かしたみたいに鼻をぐずぐずいわせていたフェネシスは、クースラの言葉の含ふくみに気がついたらしい。慌あわてて袖そで口ぐちで顔を拭ぬぐい、壁かべの書き込みに目を凝こらした。

「この道をきっと通っただろう白き者たちの伝言が、もしかしたら残っているかもな」

　およそ百年前にこの地にやって来た、高度な技術を有していた流る浪ろうの民たみ。その容よう貌ぼうからか、白き者と呼ばれたり、あるいは彼らの行こう為いから天上の者としか思えなかったのか、天使とも呼ばれていた。クースラたちは彼らの残した伝説を解明するため、こんなところまでやって来ている。

　彼らにまつわる伝説とは、火を吹く竜りゆうの軍勢を引き連れたり、灰から黄金を作り出したり、空を飛んだり、大地に太陽を召しよう喚かんしたりするという、普ふ通つうならば鼻で笑うようなおとぎ話だったが、そのうちのいくつもに技術的な裏づけがあった。その白はく眉びといえるのが、大地に太陽を召喚する方法だろう。

　数日前までいたアッバスの町に残る、一見、ただの異教的なだけの儀ぎ式しきの意味を解き、それらが特とく殊しゆな原料を生成するための手順だったことを突つき止めた。そうなれば、残る伝説もまたなにかしらの技術で再現が可能なのではないか、と考えるのはごく自然なことだろう。

　残されているのは、空を飛ぶという、それこそ夢物語の代表格のような代しろ物ものだった。

　ただ、クースラたちが雪の中を旅している理由は、その解明のためだけではない。

　一つは、数日前に作り出した大地に太陽を召しよう喚かんするための火の薬を使っても、伝説に記されていたように一夜で町を壊かい滅めつさせる大だい惨さん事じを引き起こすのには少し無理があるのではないかということだ。もしかしたら、この薬とは別の薬、あるいは、この薬をさらに改良した技術があるのではないかとクースラは思っていた。そんな技術を見つけられれば、世界中のあらゆる敵を向こうに回して戦えるかもしれず、世界征せい服ふくですら夢ではないかもしれない。

　もう一つは、白き者たちの足取りを追うためだった。

　彼らの技術は百年前に、すでに夢物語の域に達たつしていた。ならば今はどれだけの高みに達しているのかと考えれば、錬れん金きん術じゆつ師でなくとも彼らとの邂かい逅こうを望むだろう。錬金術の長い歴史の中には、誰だれもが知ってはいるがまともに追いかけはしない秘技というものがある。鉛なまりを金きんに変える方法を始め、死者の復活や、若返りの秘薬や、新しい生物を作り出したり、妖よう精せいを捕つかまえたりするようなことだ。彼らならばそんなことでさえ、もしかしたら……とまではさすがに思わなくても、彼らが今はどんな技術を手にしていて、どんなことを研究しているのかはぜひとも知りたかった。

　ただ、天使たちに関する情報は少なく、足取りは滅ほろぼされた土地で途と絶だえている。彼らを追いかけようと思うのならば、北に向かうしかない。しかも、クースラたちには悠ゆう長ちように調べ事をする時間が残されておらず、ろくに準備もしないままの旅になった。クースラやウェランドなどは、数日前に裏切りに遭あって毒を盛られ、半死半生になった痛手から回復しきってすらいなかった。

　そうまでしているのは、クースラたちにはおそらく追っ手がかかっているからだった。幸いなことといえば、追っ手が悪意を持ってクースラたちを追いかけているわけではないことだが、捕まれば身の危険に晒さらされる、という意味では似たようなものかもしれなかった。

　追っ手はクースラたちの雇やとい主ぬしであるクラジウス騎き士し団で、世界中のどの王おう侯こう貴族よりも急激に勢力を伸のばし、同じくらい各地で恨うらみを買った挙あげ句く、反はん撃げきに晒されている真っ最中だった。

　その戦いくさには信しん仰こうの象しよう徴ちようたる教皇までもが乗り出し、全面戦争に突とつ入にゆうすると見て間ま違ちがいない。

　そうなれば、白き者たちの残した強力な技術を持つクースラたちは重要な戦力であり、戦場に引っ張り出されないはずがない。そして、戦に巻き込まれれば生きるか死ぬかの話になるし、教皇まで担かつぎ出されたような戦が簡単に終わるとはとても思えない。

　よって、白き者たちのことを自由に追いかけられるのは、今をおいて他ほかになかったのだ。

　様子を見るとか、クースラたちを呼び戻もどそうとしているはずのアイルゼンたちを説得するとかは考えなかった。伸のばせる時に手を伸ばさなければ、必ず後こう悔かいするということを、嫌いやというほど味わったばかりだった。だから、無理やりにでも北に向かっていた。

　クースラはそんなことを思いながら、フェネシスを見た。額をくっつけるようにして壁かべの書き込みに熱心に伝言を探している様は、餌えさを探す栗り鼠すのようだ。小動物に意地悪をしたくなる気持ちそのままに、ついフェネシスの頰ほおを、やや強めに指の背で撫なでていた。

　たちまち、フェネシスは邪じや魔まをするなと嫌そうな顔をする。しかし、嫌そうなフェネシスを前にクースラが見せた笑いは、自分自身に向けたものだ。胸中にあったのは、なんとか摑つかみなおしたこの幸運を今度こそ離はなすまい、という腑ふ抜ぬけた思いだったのだから。

　もちろん、今いま更さらそのことを否定するつもりもない。

　むしろ、たっぷり楽しもうと思うだけだ。

「まあ、探しても無む駄だだな。こんな環かん境きようで壁の板が百年も持つはずがない」

「え」

　あっさり前提をひっくり返されたフェネシスが呆あつ気けに取られているところに、クースラは笑えみの形を意地悪く変える。フェネシスはたちまち頰を膨ふくらませ、軽く体当たりをしてきた。それは羊が怒おこって頭ず突つきをしてくるようにも、猫ねこが甘えて撫でろと催さい促そくしてくるようにも見えた。

　馬ば鹿かな話だ、と自じ嘲ちようするものの、互たがいに互いから離れようとしないのだからまさにお互い様だ。

　あるいは、年ねん齢れいの高い分だけ自分がより馬鹿なのかもしれないが、とクースラは苦笑した。

　そうこうしていると、入り口に張った天幕をかき分けて外から男が一人入って来た。

　丸い巨きよ体たいが雪まみれのせいで、大きな雪だるまにも見えたが、書しよ籍せき商のフィルだ。

「やれやれ、まったくひどい雪です」

　外で作業をしているうちに付いたのであろう体中の雪を払はらいながらフィルは言う。

　この旅路にはクースラ、フェネシスの他ほかに、同じ錬れん金きん術じゆつ師のウェランドと、鍛か冶じ職人のイリーネが同道している。書籍商のフィルは、数日前の騒さわぎに巻き込まれた町で出会った人物であり、クースラたちと同じように天使の伝説を追いかけていた。その面子メンツに付け加えて、アッバスから連れて来た護衛のための騎き士しが三人ほどいた。

「護衛の連中も火を確保できたのか？」

　そう聞いたのは親切心からではなく、アッバスの町でクースラたちの身を守るはずだった密みつ偵ていに裏切られたからだ。あまりぞんざいな扱あつかいをすると、また裏切られるかもしれない。町で奇き跡せきを見せつけ、しかも一応は信用のできそうな者を選んで来たが、彼らからすれば本当に仕えるべきはクラジウス騎士団であり、クースラたちの上役であるアイルゼンだ。

　いざという時のために、気にかけておいて損はない。

「ええ、少し行った先にもここと同じような雪ゆき避よけ小屋があるので、そちらに入ってもらいました。馬もそちらに」

「ここにあいつらと馬を突つっ込んだら、寝ね転ころがる隙すき間まもないからな」

　雪ゆき避よけ小屋は、大人が四人か五人が寝そべればそれでいっぱい程度の広さしかない。ウェランドとイリーネが酒と火の温かさにやられたのか、炉ろ辺へんで行ゆき倒だおれたように眠ねむり込んでいるのですでに狭せま苦くるしい。二人の様子に気がついたフェネシスは、慌あわてて駆かけ寄って毛布を掛かけなおしていた。

「まあ、この不便な旅も明日には終わります。雪に降られなければ今日中にたどり着いたはずなのですが……なんにせよ、もう少しの辛しん抱ぼうです」

　体の雪を払はらい終えたフィルは炉に薪まきをくべ、自分で酒を注ついですする。一人旅に慣れた気負いのない振ふる舞まいだ。

　しかし、クースラがじっとそんなフィルを見つめていたのは、それに感心したからではない。

「かつて存在した町、アッバスか」

「今もありますよ」

　フィルのわざとらしい笑えみに、クースラは鼻を鳴らす。

　数日前の騒そう動どうに巻き込まれた町もアッバスと呼ばれていたが、その元々の町は、白き者たちが召しよう喚かんした太陽によって一晩のうちに滅ほろぼされていた。今あるアッバスは、当時の大だい惨さん事じを生き延びた者たちが再建した町だった。

「それに、古いほうも完全に滅びたわけではありません」

　クースラは毛布の山から大きな一枚を選び出し、羽織りながらフィルを見た。

「交易のために、多少は人が住んでいるんだったか？」

「ええ。そこをどうしても離はなれられない人、というのは意外に多いものです」

　フィルは他意なくそう言ったのだろうが、イリーネとウェランドに毛布を掛け終えたフェネシスが、当たり前のようにクースラの側そばに腰こしを下ろしたところだったので、少しぎくりとしたようだ。

　クースラはフィルの言うとおりだと思いながら、そんなフェネシスを自分の毛布の中に引き入れた。

「書しよ籍せき商のあんたが散々調べた後だろうが、なにか見つかるかね」

「ははは。私は先だっての町に住んで四年になりますが、火の薬は見つけられませんでした。謎なぞとは、見るべき者が見てこそ解けるのでしょう」

　フィルはそう言ってから、悪戯いたずらっぽく笑う。

「悔くやしくはありますけど」

「そこを見る目がなければ、俺は廃はい業ぎようする羽目になるからな」

　書籍商は腹を揺ゆすって笑い、毛布に手を伸のばした。

「では私は案内役に徹てつします。真理への道を先導するとなれば、それはそれで悪くありませんからね」

　クースラたちがおとなしく町で職人稼か業ぎようをやれないように、フィルもまた金貨の枚数を数えるだけでは飽あき足らない性格らしい。それに、フィルの物言いも決して大おお袈げ裟さなものではない。

　どんな真理であろうとも、己おのれの目で見て、手で触ふれなければ手に入れることはできないのだと学んできた。クースラはそのことを確かく認にんするように、自分の最も大事にするフェネシスを抱だきしめる。イリーネもウェランドも寝ねているせいか、フェネシスは照れもせず、甘えるように腕うでの下に頭を潜もぐり込ませてきた。

　すべてはその地に立ってから。

　そして、一体なにが見えるのだろうか。

　クースラは不敵に含ふくみ笑い、フェネシスのほのかに甘い髪かみの匂においを嗅かぎながら、眠ねむりについたのだった。







　夜の間中ずっと天幕の外では雪が吹ふき荒あれていたのに、翌朝目が覚めると、空は布で磨みがいたかのような晴れだった。これだけ天気が良ければ、たとえこれから向かう先が死し刑けい台だいであったとしても、晴れやかな気分で出かけられただろう。

　クースラたちは火の始末をして、覆おおいを掛かけておいた積つみ荷にの上に積もった雪を下ろし、各おの々おの準備を整えて出発した。

　かつてのアッバスまでの道のりは、フィルが何度も通っているので迷うこともなく、難所もさほどではなかったので苦労はしなかった。せいぜい、急な坂道に差しかかったら、荷馬車の荷台から荷物を下ろし、力仕事が自じ慢まんの護衛の騎き士したちと同じくクースラたちも背負えるだけの荷物を背負い、自力で運んだりしたくらいだった。

　その時はさすがに汗あせをかき、荒あらく吐はく息が真っ白になったが、口から煙けむりを吐き続けていると鉄の製せい錬れんを思い出してだんだん楽しくなってきた。鍛か冶じ職人のイリーネなどは、製錬の時に時間を計るための職人歌を口ずさんでいたくらいだ。

　雪で難なん儀ぎしたのも都つ合ごう四日の行程の中、結局昨日の一日だけだった。夜明けとともに出発すると、日が昇のぼり切ってほどない頃ころ、目的地にたどり着いた。なだらかな坂を上り続けて突とつ然ぜんに視界が開けたと思うと、遠くを山に囲まれた見渡わたす限りの平原だった。

「ここが？」

「アッバスですね。かつての」

　先頭を行くフィルは、体格の割りに疲つかれた様子を見せないあたりがさすがといえる。むしろ若いクースラのほうが疲れているくらいだったが、それは工こう房ぼうにこもりきりの生活のせいというより、毒を盛られたことが尾おを引いている、と思うことにしておいた。

「参りましょう。煙の上がっているところが、この集落の中心部です」

　かすかな起き伏ふくがある以外は、ほとんどが雪で真っ白に塗ぬり込められた雪原のそこは、ぽつん、ぽつんと立つ家がなければ、白昼夢の中に迷い込んだかと錯さつ覚かくしそうだ。

　視界の上半分を空の青が占しめ、遠くに山やま裾すそが見え、あとは遠近感もわからないような白い平原だけが続く光景は、市し壁へきの中で暮らすことの長かったクースラにはあまりにも珍めずらしいものだった。

　それはイリーネやウェランドも例外ではなかったらしく、イリーネなどは立ちくらみを起こしたのか、よろめいてすらいた。

「視界の手がかりがなくて、うまく立ってられないよねえ」

　イリーネの腕うでを取り、ウェランドがため息交じりに言った。

「ははは。蜃しん気き楼ろうのように建物が逃にげることはありませんから、困ったら適当に目的地を決めて、とにかく進むことです」

　フィルは慣れたように道なき雪道をざくざくと、建物が立ち並ぶ場所に向かって歩いて行く。

「俺たちはあのでかい背中を追いかけようかねえ」

　ウェランドは楽しげに言って、イリーネを促うながしてついて行く。護衛の騎き士したちは広い場所で戦うことで慣れているのか、悠ゆう々ゆうと歩いていた。

　そんな連中を見送るようにしていると、ふとフェネシスがクースラの手を引いた。

「私は砂さ漠ばくでこういう光景に慣れていますから、私について来てください」

　こんなことで得意がりやがって、とも思ったが、小こ娘むすめが精いっぱい背せ伸のびしている姿というのもそれはそれでよいものだった。クースラは肩かたをすくめつつもフェネシスの手を握にぎり返し、フィルたちの後を追いかけた。

　さくさくと雪を踏ふみしめて歩いていると、少しずつ人々の足あし跡あとが重なってきて、いつの間にか踏み固められた道になり、それに合わせるかのようにようやく現実感が戻もどってくる。

　そうなると、集落の様子もよく見えてくる。

「しかし……思っていたのと少し違ちがうな」

「え？」

「もっと、荒あれ果てた寂さびしい場所を想像していた」

　百年も前に、白き者たちが太陽を召しよう喚かんしたことにより、アッバスの町は火に飲まれ、たった一晩で滅ほろぼされたという。きっと地じ獄ごくのような様子だったろうに、今クースラの目の前にあるのは青い空と白い雪に覆おおわれた、柔やわらかい煙けむりが幾いく筋すじも立ち昇のぼるのどかな風景だった。

　それどころか、集落に近づいてみればそこには積つみ荷にを満まん載さいした橇そりが何台も行き交かい、人々が口から白い息を吐はきながら路上で交こう渉しよう事ごとを行っていた。今にも凍こおりつきそうなほど冷たそうな水が流れる川岸では、毛皮の加工のために鹿しかや狐きつね、兎うさぎ、栗り鼠すなどが解体されている真っ最中だし、雪の上には毛皮と一いつ緒しよに干し肉がずらりと並べられ、ぐらぐらと煮にられている大おお鍋なべは、ひどい臭においから獣じゆう脂しか膠にかわを作っているのだろうとわかる。

　ここには仕事があり、慎つつましやかな産業があり、日常があった。決して過去に崩ほう壊かいしたままの姿ではなく、新しく生まれ変わり、存続している一つの小さな村だった。

　クースラたちが集落に入っても、誰だれも奇き異いの目すら向けてこないのは、ここが普ふ段だんから様々な人の入り乱れる場所だからだろう。市し壁へきはなく、単に家があり、道が交差するためになんとなく集落の中心部になっていると思おぼしき広場にも、軽食を売る屋台や、いかにもいい加減そうではあるが両りよう替がえ商までいた。既き視し感のある様子と、予想外の賑にぎやかさに、ここがこの世の果てとも呼ばれることがある極北の地に近いとはとても思えなかった。

「亡ぼう霊れいが出ると評判の墓地も、実際に行ってみると大たい概がいはこんなものですよ」

　クースラの呟つぶやきを聞き留めていたフィルが、あっさりと言う。その顔が少し楽しそうだったのは、クースラたちと同じことを自分も思ったことがあるからかもしれなかった。

「それより、土地の者に挨あい拶さつに行きませんと」

　人が集まり生活を営んでいれば、必ずそこを取りまとめる者たちがいる。クースラは事前の話ではほとんど人のいない寂さびれた土地を想像していたので、これだけしっかり人が根づいていると、またぞろ厄やつ介かいなことになりはしないかと懸け念ねんした。

「いつだって厄介なのは、死んだ奴やつらより生きてる奴らだな」

　クースラの言葉に、ウェランドが同意する。

「なにせ、この土地を滅ほろぼした技術を調べに来てるんだからねえ。そのへんのことを誤ご魔ま化かすかどうか全然相談してなかったけど、どうしようかねえ」

「問題ないかと思いますよ」

　と、フィルはいつもの吞のん気きな笑え顔がおで言った。

「そうなのか？　ということは、ここの奴らもポドロフ家の連中みたいに、白き者たちの技術を見つけ出そうと思ってるのか」

　再建されたアッバスを仕切るポドロフ家は、代々奇き跡せきを再現しようと画策していたという。

「それは半分合っていて、半分違ちがう、という感じですね」

「なに？」

　クースラは聞き返し、ウェランドもきょとんとしている。

　ただ、フィルのほうもやや困ったように笑っている。

「私の口からは、うまく説明しにくいのです」

　フィルはそう言って、ここで話しているよりもさっさと挨拶をしてしまいましょう、とばかりに歩きだしたが、クースラはさりげない一いつ瞬しゆんに気がついていた。

　フィルは言いながら、少しだけフェネシスのことを窺うかがっていた。

　だとすると、なにか微び妙みような事情があるのだろう、とは察することができたが、それ以上のことはわからない。それに、フィルはそれなりに信用の置ける人物だ。クースラはウェランドらに目配せをして、結局黙だまってついて行くことにした。

　広場は、交こう渉しよう事ごとが大体そこで行われている感じだったし、旅のための糧りよう食しよくや防寒具なども雪の上に広げられた筵むしろに並べられ、売られていた。南の町に比べればずいぶん前時代的ではあるが、確かに活気がある。それに、集落を構成する建物は、ぽつぽつとまとまりなく立っている割りには、どれもどっしりとした石造りだった。平原の向こうには山があり、木材が不足しているわけでもなさそうだったので、妙みように贅ぜい沢たくなことだ、と思った。

　そんな広場を抜ぬけて少し行くと、フィルは一軒けんの石造りの建物の前に立った。踏ふみ固められた道に面して大きく間ま口ぐちが取ってあって、交易のために馬や荷馬車を中に入れたり、荷物を積み降ろしできるようになっていた。今も数人の男たちがいて、筵の上で取引をしている。その周りには、山ほどの毛皮が積み上げられていた。

「ごめんください」

　フィルがずいぶん古風な挨あい拶さつをしながら軒のきをくぐると、なるほど、という雰ふん囲い気きの男たちが顔を上げた。完全に狩人かりうどでもなく、完全に商人でもない。それは中ちゆう途と半はん端ぱ、という意味ではなく、自分たちでなんでもかんでもやらなければ生きていけない、という雰囲気の表れだ。

　その中で、こめかみのあたりに白髪しらがが混じっている小こ柄がらな男が、のそりと筵から立ち上がった。顔の皺しわがナイフで刻み込んだように深いのは、寒さのせいだろう。黙だまっているとずいぶん偏へん屈くつそうに見えるが、よく見ればその皺は笑い皺だとわかる。

「おお、フィルさん」

　男は案に違たがわず人懐なつっこい笑えみを浮かべ、フィルと抱ほう擁ようを交かわした。筵に座っていた残る二人も顔見知りのようで、座ったままフィルと握あく手しゆを交わす。

「こんな冬に突とつ然ぜんどうされました。伝説収集の催さい促そくをされても、鹿しかや兎うさぎじゃありませんので、無理ですよ」

「いえ、いつものお願いではなく、こちらをサイラスさんに」

　と、フィルは懐ふところから一枚の封ふう書しよを取り出した。どうやらフィルは普ふ段だんからこの男、サイラスを通じて、北の地の伝説の収集を行っているらしい。確かに、よく見れば筵に座る二人も、衣服にはやたらと毛皮の部分が多い。南の地のように、毛皮の量は地位の高さ、という原則とは無む縁えんの服装だから、北の部族の人間だろう。南にいては手に入らない情報も集まるに違ちがいない。

　サイラスは封書を受け取ると、クースラたちをちらりと見る。イリーネは如じよ才さいなく微笑ほほえんで愛想を見せていたが、クースラとウェランドにそんな能力はない。

「ポドロフの長老様から預かって来ました」

「爺じい様から？」

　サイラスは聞き返し、とにかく封書を開いて、中の文面に目を通す。一読して、たちまち目を見張った。

「で、伝説が……解明された？」

「ええ、半分ほどですが、当時、この土地でなにがあったのかがわかったのです」

　それを聞いて、弾はじかれたように再びクースラたちを見る。

　口がなにかを言おうとして動いたが、言葉は出てこない。

「それで、残りの半分を解明すべく、ここにやって来たわけです。つきましては、町の外れにある炭焼き小屋をお借りしたいのですよ。この季節はまだ使っていませんよね？」

「え、あ、ああ……確かに使っていませんが……その、彼ら、が？」

　サイラスはある種の助けを求めるように、フィルに聞く。そこに若じやつ干かんの恐おそれがあるのは、錬れん金きん術じゆつ師なら慣れたものだ。

「ええ。色々ややこしいことがたくさんありましたが、ついこの間、謎なぞがいくつか明らかになりました。皆みな、震ふるえがくるほど優ゆう秀しゆうな職人たちです」

　錬金術師、とは紹しよう介かいしなかったので、クースラも少しくらいはまともに振ふる舞まうかと、静かに一礼した。サイラスも動どう揺ようしながらではあったが、律りち儀ぎに返礼してくる。

　ただ、フィルはどういうつもりなのだろう、と思っていた。

　昔のこととはいえ、天使の伝説は、この町が滅ほろびた伝説でもある。その伝説の謎を解いたとなれば、クースラたちが再びこの町を滅ぼすのではないか、と勘かん繰ぐられてもおかしくはない。

　それに、フィルはフェネシスのことを気にしていた。

　クースラはあれこれ思いつつ、頭の中では優先順位をしっかり決めていた。

　どんな状じよう況きようになろうとも、大事なものから、大事にすればいい、と。

「ちなみに……その、解明されたというのは……」

　サイラスのすがるような問いかけに、フィルが答えた。

「かつてこの町を吹ふき飛ばした、その方法です」

　その瞬しゆん間かん、サイラスは目を見開き、音がするほど息を飲んでいた。

　筵むしろに座ったままだった二人は、言葉が通じていないのか戸と惑まどいがちではあったが、ただ事でないということくらいは察したらしい。

　クースラはすぐにフェネシスの手を強く握にぎって引き寄せ、残る手を腰こしの後ろの短たん剣けんに伸のばす。イリーネのほうは、ウェランドが気にかけていたようで、しっかりと守れる位置に立っている。

　愕がく然ぜんとしているサイラスに、全員の視線が集まった。

　町を滅ぼすほどの技術を前に喜ぶのは、アイルゼンなど戦いくさに従事する者か、クースラやウェランドのような錬金術師、さもなくばフィルのように知識欲の塊かたまりみたいな人間だけなのだ。

　やはり無策にすぎたのではないか。

　クースラがやや責めるような視線を、フィルのでかい背中に向けた直後だった。

「それは、つまり」

　サイラスが、上ずった声で言った。

「この町にかけられた呪のろいが……解けた、ということですか？」

「呪いだと？」

　クースラは反射的に問い返し、全員の注視を集めてしまう。フェネシスのことがあるせいで過か剰じように反応してしまった、と悔くいた時には遅おそい。

　しかし、まばたきすら忘れたような目でクースラを見つめていたサイラスは、予想外の反応を見せた。

　不意に、緊きん張ちようの糸が切れたようにほっとした笑え顔がおになったのだ。

「はは、いや、わかっています……呪のろいだなどと、まったく、暖だん炉ろで火傷やけどした犬のようだと」

「……？」

　今度はクースラが戸と惑まどう番だった。

「茂しげみの奥になにかがいると怖こわがるくらいなら、いっそ見に行くのが正しかったのでしょう。ポドロフ家のお歴々は、そうしたはずです」

　サイラスの言葉の真意はわからなかったが、なんのことを言っているのかはわかった。滅ほろびたアッバスの町を別の場所に忠実に再建し、白き者たちが執とり行っていた儀ぎ式しきを寸すん分ぶん違たがわず伝承したうえに、ポドロフ家の当主たちは錬れん金きん術じゆつの道具まで揃そろえていた。

　それはすべて、白き者たちが町を滅ぼした方法を突つき止めるためだった。

「ですが、口には出さなかったかもしれませんが、彼らもまた、この土地に住むことは恐おそれているはずです。あれだけ町が大きくなっているのに、この土地には見向きもしないのですから」

　言われてみればそうだ。それに、ここは見渡わたす限りの平原で、雪こそ降るものの、毛皮の集積のことを考えれば簡便な場所に当たるのではないか。

　となると、そうしない理由こそが、サイラスが口にしたことなのだろう。

「あなた方……フィルさんが連れて来られたということは、南の地に住むのでしょう。そのあなた方にはいかにも蛮ばん族ぞくの蒙もう昧まいと笑われそうですが、古くからこの土地に関かかわる者たちは、ここを呪われた大地と呼び、住みつくことを恐れてきたのです」

　フェネシスが、クースラの手を握にぎる手に力を込める。

　呪われた民たみと呼ばれ、迫はく害がいされてきた身だ。

　クースラは、そんなフェネシスに小さくうなずいてみせる。

　心配するな、と。

「ですが、それも今日で終わりです。フィルさんに協力していた私の目もく論ろ見みは正しかったわけです！　いや、少し気が早いのかな？　どうなのです？」

　警けい戒かいするクースラたちとは対照的に、サイラスは嬉うれしさを隠かくしきれないといった様子で、フィルに尋たずねている。フィルはサイラスのそんな様子を予想できていたのかどうか、商人らしい落ち着いた笑顔で、鷹おう揚ようにうなずいた。

「完かん璧ぺきにとは言いませんが、一安心はしてもらって構わないかと思います」

　サイラスは叫さけびだすのを堪こらえるように、両手で自分の頭を押さえている。

　相変わらずその喜びようにクースラは戸惑ったままだが、どうやら自分たちは招かれざる客、という感じでもないようだ。その点にだけは、ウェランドに目配せしてから、短たん剣けんから手を離はなした。

「詳くわしく話をしてもらっても構わないか？」

　クースラがその言葉を向けたのはフィルだ。一いつ瞬しゆんフィルが口ごもったのは、まさしくこの土地の呪のろいゆえということなのだろうが、それならばフェネシスのことを気き遣づかっていたのも納なつ得とくができた。

「構いませんが、サイラスさんもお聞きしたいことがあるでしょう」

　フィルがそう言うと、サイラスはハッと我に返った。

「そ、そうだ！　大事な客人になんのもてなしもしていませんでした！　その後、ぜひお話を！」

　有う無むを言わせぬ迫はく力りよくだったし、クースラたちにも天使の伝説を巡めぐって聞きたいことがある。

　サイラスが筵むしろに座る男たちに聞き慣れぬ言語で話しかけ、あれこれ慌あわただしく立ち回るのを眺ながめながら、クースラは胸中で反はん芻すうする。

　呪われた大地。

　隣となりを見やると、白き者たちと同じであろう呪われた血族のフェネシスは、大だい丈じよう夫ぶですとばかりに、気丈に微笑ほほえんでいたのだった。







　サイラスはポドロフ家の分家の出で、生まれは再建されたほうのアッバスだという。それが毛皮の売買以上に狩かりが好きで、北の地を駆かけ回っていたところ、この土地に魅みせられてしまって住みついたそうだ。当時は忘れ去られ、誰だれも近寄らなかったところを、再び北の部族の長たちを口く説どいて回って今のような交易所にしたのは、サイラスの功績らしかった。

　フィルからそんな説明を受けつつ、クースラたちは取引や荷物置き場の土間ではなく奥の部屋に通されて、暖かい炉ろ辺へんに座って飲み物を勧すすめられた。

　壁かべには狩りの獲え物もののものなのか、動物の頭ず蓋がい骨こつがずらりと並んでいる。ただ、不気味な感じがしないのは、その頭蓋骨がどれも綺き麗れいに乾かん燥そうさせた草花で飾かざられていたからだろう。

　狩りの腕うで前まえを誇こ示じするのではなく、感謝や畏い敬けいといったものが込められている。教会の勢力圏けんならばたちまち異い端たんだと言われそうだが、この土地には相応ふさわしいものだった。

「それで、明らかにされた伝説とは？」

　護衛の騎き士しも含ふくめ、全員に温かい酒が行き渡わたってから、サイラスが我が慢まんしきれないといった様子で口を開いた。

「アッバスで今も続けられている生いけ贄にえの儀ぎ式しきの意味と、そこから作り出された、大地に太陽を召しよう喚かんする技術です」

　フィルはそう言って、腰こしに下げていた袋ふくろから、半はん透とう明めいの小石のような結けつ晶しようである、太陽の欠片かけらを取り出した。

「こ、これ、が？　この土地を滅ほろぼしたという……？」

　サイラスが息を飲んで、思わずといった感じで体を引く。

「大だい丈じよう夫ぶです。これだけならば、火に投げ込んでもなにも起こりません」

「……ほ、ほう？」

「これを粉末にし、炭と硫い黄おうと混ぜることで、強力な火をおこす薬となるのです。そして、どうやらこの半はん透とう明めいの結けつ晶しようは、地下の土に生いけ贄にえを埋うめ、石灰を撒まくことで生成されるらしいことがわかっています」

　フィルの説明を聞きながら、サイラスは恐おそる恐る太陽の欠片かけらに触ふれた。純金のように不思議なほどの重さがあるわけでも、水銀のような水とも土ともいえない奇き妙みような手て触ざわりがあるわけでもない。ともすれば塩の結晶や、そこらへんの石にでも紛まぎれていそうな代しろ物ものだ。

　だが、そこにはとてつもない力が秘ひめられている。

「と、すると……かつての伝説は、これを用いたもの、というわけですか」

「そこがやや問題でして、半分だけ解明された、ということなんです」

　フィルは視線をクースラに向けてきた。説明しろ、ということだろう。

「その手の上にあるだけの量だと、せいぜい一いつ瞬しゆん暗くら闇やみを照らす程度だ」

　クースラの言葉に、サイラスは目をぱちくりとさせた。

「量を増やせば増やすだけ、いくらでも威い力りよくを高めることは可能だから、町一つを一瞬で廃はい墟きよにするのも不可能ではない。しかし、大だい爆ばく発はつを起こすには見上げるばかりに積み上げないとならないだろう。そして、現にかつてこの土地は吹ふき飛ばされたのだから、実際にそれだけの量を集めたのかもしれない。だがその一方で、その火の薬というのは蒸留器を使ってまた別の物質を作ることもできるから、白き者たちが伝説で用いたのは別物である可能性もまたある」

　この手のことにまったく慣れていないのか、サイラスはぽかんとしていた。

　フィルが見兼かねて、助たすけ舟ぶねを出す。

「かつての大だい惨さん事じを起こしたのは別の物質である可能性もありますが、手に持たれているその欠片も、量さえ集めれば伝説の再現は可能だということです」

　サイラスはようやく飲み込めた、とばかりにうなずいた。

「炭と、硫黄……と、生贄と言いましたか」

「それに、石灰ですね」

「すべて……大量に用意できますよ。炭は森にいくらでも木がある。硫黄も、ザーディン地方の火山から無む尽じん蔵ぞうに採とれる。生贄は、表の様子をご覧らんになればわかると思いますが、事欠きません。それとも、白しろ熊くまでないと？」

　フィルは首を横に振ふる。

「いえ、おそらくなんでもいいはずです。伝承では、罪人の死体が示し唆さされていましたが、白熊でもできたのですから、鹿しかでも兎うさぎでも大だい丈じよう夫ぶでしょう」

「なる、ほど。つまりは、これが……伝説の……」

　サイラスはそれで納なつ得とくしているようだったが、クースラが火の薬とはまた別のものがあるのではないか、と思った原因は、威い力りよく以外にもある。

　つまり、白き者たちが火の薬をそれだけ大量に用意していたという様子を想像した時の、あまりにも不可解な状じよう況きようゆえだ。そんなに大量の火の薬を用意して一体なにをするつもりだったのか？　もしも町を吹ふき飛ばすつもりが最初からあったのだとしても、変なのだ。カザンの町では開かい拓たくを手伝いながら、結局迫はく害がいされた末に土地を追われ、中には鎖くさりにつながれたままの骸むくろもあった。怒いかりに駆かられ、力を行使する場面は他ほかにもたくさんあっただろう。

　ヤーゾンでも町の建設資金作りに手を貸しながら、迫害の記録こそなかったものの、白き者たちは定住できなかったようだ。

　それが、どうして、アッバスに至ってついに牙きばを剝むいたのか。

　それともう一つ。

　もしも迫害されていたのなら、それだけ大量の火の薬と、炭と、硫い黄おうを調達するのはとても難しかったろうということ。太陽の欠片かけらを土から抽ちゆう出しゆつするのも大変だ。儀ぎ式しきを執とり行う地下の土を掘ほり起こせば人目を集めるだろうし、その土を水で洗い、煮につめるか乾かん燥そうさせる必要があるため、膨ぼう大だいな手間と燃料が必要になる。

　迫害されていたのに、町の人間に手伝ってもらったのか？　それとも、白き者たちはそれほどたくさんいたのだろうか？

　なにかがうまく嵌はまらないのだ。

　それに、クースラにはもう一つ確かく認にんしたいことがある。

「それで、呪のろい、というのは？」

　おそらくは白き者たちと同族のフェネシスも、呪われた民たみと呼ばれている。

　道中の町でも、白き者たちが迫害された形けい跡せきがあった。

　それはまさしく呪われているとしか思えないような扱あつかいだったが、呪い、とはっきり聞いたのはサイラスの口からが初めてだったのだ。

　ただ、サイラスは深刻な顔をするでもなく、口を開いた。

「人ひと里ざと離はなれたこの地ですからね。迷信深い者たちも確かにいます。家を出た時に鳶とびが左回りに旋せん回かいしているのを見ただけで、その日、山に出るのを嫌きらう者たちがいますし、狩かりに使う矢が立て続けに折れたら、不吉の前兆だと思うでしょう。その、延長です」

　どこか穏おだやかに微笑ほほえんでいるようなサイラスは、じっと炉辺の火を見つめている。

「そういう場所で、ある日、突とつ然ぜんに町が吹ふき飛んだらどう思うでしょう。伝説では白き者たちがそうした、とありましたが、どんな魔ま法ほうを使ったのか想像もつきませんから、気が気ではありません。天まで届くような火ひ柱ばしらが上がったとの言い伝えから、人々は火を恐おそれています。この土地が、こんなにも開けているのに新しく家が建たない理由が、まさしくそれなのです」

　火を恐おそれている。

　クースラはその一言から、なるほど、と連想できた。

「竈かまどを造れないのか」

「はい。自分たちの火の扱あつかいで、あの悲劇がまた起こるのではないか……と思っているのです」

　結果にはなにかしらの原因があると考える。それは錬れん金きん術じゆつの思想でもあり、迷信や奇き妙みような験げん担かつぎが生まれる原因でもある。

「でもよお」

　と、そこにウェランドが口を挟はさんだ。

「ここには囲い炉ろ裏りがあるし、外では火を焚たいているよねえ」

　すると、サイラスは苦笑いをしながら、頭を搔かいた。

「最初は私も怖こわかったのですが、迷信に負けてなるものかって火を焚いて回ったんですよ。それで、少なくともこの場所では火を焚いても大だい丈じよう夫ぶだ、と周辺の部族の人たちを説得して、今の状態にまで持ってきたのです」

「ふうん。それなら、もっとジャンジャン火を焚いて、栄えててもよさそうだけどねえ」

　仮説と、実験は、思い込みの霧きりを晴らしてくれる剣けんと盾たてとなる。サイラスはその二つを立派に装備しているのに、まだ恐きよう怖ふの幻げん影えいが払はらえない理由がなにかあるのだろう。

「それゆえに、呪のろい、なのですよ」

　サイラスは酒の入った器うつわを置き、目を閉じた。

　それは静かに祈いのっている隠いん者じやのようであり、実際に祈っているのかもしれなかった。

　サイラスはゆっくりと目を開き、諦あきらめるように微笑ほほえんで、言った。

「伝説では、白き者たちのその後が記されていません。当時の伝説を語り継つぐ部族の中には、この土地で人間が騒さわぎすぎたから大地の精の怒いかりを買ったのだ、と主張する者たちもいます。ですから、私たちは、影かげに怯おびえているのです。呪いのようにまとわりつく、白い影に」

「つまり、白き者たちが、再びここに戻もどって来ないかどうか、と？」

　クースラの問いに、サイラスはうなずいた。信じたくはないが、完全に無視することもできない。

　開けた平原の向こうに、ふと、雪のように白い集団が現れ、再び積み上げたすべてを無に帰させるのではないか。

　原因がわからないゆえに、余計にあれこれと考えてしまう。

　馬ば鹿かなことだ、と一いつ笑しように付すのは難しいかもしれない。

　錬金術師をやっていれば、町の人間の偏へん見けんがどれほどのものか身に染しみてわかっている。

　それは迫はく害がいされ続けてきたフェネシスも同様だろう。

　炉ろ辺へんの灰が舞まう音すら聞こえそうなほど静まり返ったところで、サイラスが顔を上げ、殊こと更さら明るく口を開く。

「ですが、あなた方は我々の無知の闇やみに、光こう明みようをもたらしてくれました。新しい場所で火を焚たく時、これからはびくびくしないですみます。穴を掘ほって、これらが埋うまっていないか調べればよいのですよね？」

　フィルから受け取った太陽の欠片かけらをつまんで掲かかげ、水すい晶しよう玉だまを覗のぞき込むようにしている。

「そこに、硫い黄おうと炭を混ぜたものですね」

　フィルは付け加え、抜ぬけ目めなくすかさずサイラスの肩かたに手を当て、励はげますように言う。

「サイラスさん。我々は天使の伝説は魔ま法ほうや奇き跡せきの類たぐいではなく、我々の手で再現ができる技術の延長だと確信しています。つまりは、解明し、制せい御ぎよし、利用できるものだと思っています。毛皮のなめしにオークの木の瘤こぶを使う代わりに、明みよう礬ばんを使っても同じ効果が出るとか、そういう類の話です。この土地にまとわりついている呪のろいなどはないと証明してみせましょう。そのために」

　と、フィルは妙みように卑ひ屈くつな笑えみを見せた。

　サイラスを安心させるための、商人らしい笑顔だ。

「そのために、我々に協力していただければと思うのです」

　かつての大だい惨さん事じはなにが原因で、なにが悪かったのかまったくわかっていない。彼らはいつ再び滅ほろぼされるかわからない土地の上に住み着いている。解決の糸いと口ぐちがわずかでもあるのなら、すがる以外にない、とわかりきっている。

　サイラスはじっとフィルを見つめ返すうちに、狩人かりうどらしさが目に戻もどってくる。

　進むしかないのなら、覚かく悟ごを持って進もうと腹を決められる人物なのだ。

「もちろん、協力させてもらいます。炭焼き小屋と？」

「技術を調べる過程で、色々必要になるかもしれませんので、その調ちよう達たつ。それと、町外れの炭焼き小屋で訳のわからないことをしているとなると、悪い風ふう聞ぶんが立つでしょう？」

　炭焼き、羊飼い、粉ひきの誰だれもが、人ひと里ざと離はなれた場所で働くせいで、町の人間からは怪あやしく見られるのだ。

「どちらもお任せを。北の部族の中には、新しいアッバスは遠すぎるせいで交易が難しいところもあります。ここに住めるなら住みたいと考えている者たちも大勢います。私から説明すれば、皆みなさん協力してくれるでしょう」

「助かります」

「とんでもない」

　サイラスは目を見開き、首を横に振ふる。

　そして、フィルの手を再びしっかりと握にぎった後、今度はクースラの手も摑つかんできた。

　ごつく、皮の厚い手だった。

「ぜひ伝説の謎なぞを解明してください。我々はなんとかここまで土地を蘇よみがえらせましたが、まだまだ人々の記き憶おくにはかつての大惨事が残っているのです。多くの人が死に、恐きよう怖ふが蔓まん延えんし、人々が近きん隣りんから去ったせいで交易が壊かい滅めつし、しまいには北の地の大きな衰すい退たいにつながったといわれています。かつての栄えい華がを、とは言いません。ですが、我々は結局北の地で生き、死ぬ者です。また滅ほろぼされるのかと怯おびえながら暮らしたくはないのです。どうか、どうかこの土地の呪のろいを解いてください。よろしく、お願いします……」

　サイラスはクースラの手を取り、自分の額に当てた。

　この土地の作法なのだろうが、まるで臣しん従じゆうの儀ぎ式しきのようだ。

　お決まりの、自分たちに奇き跡せきをもたらしてくれる者への過か剰じような信しん頼らいと期待、と冷めた目で見ることはできる。

　だが、彼らと自分の利害は一いつ致ちしている。

「お任せを」

　白き者たちの謎なぞをすべて解き、真理のさらに奥へ。

　そして、マグダラの地へ。

　クースラは胸中で呟つぶやき、サイラスの手を握にぎり返した。
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　サイラスからはたくさんの肉と毛皮を受け取って、居を後にしたのだった。

　話を聞いた後に広々とした土地を見ると、また見方が変わっていた。

　ここは平原が広がり、その外側がわには肥ひ沃よくな森と山があり、川も流れている。北の地に点々と暮らす部族たちも獲え物ものを持って来やすい場所であって、発展するための要素がすべて揃そろっている。

　それでもなお、家がまばらにしか立っていないのには、それなりの理由があったのだ。

「竈かまどを増やせない、か」

　外に出て冷たい空気を鼻から吸うと、かすかな毛皮の匂においがする。

「まあ、火傷やけどしたら犬でさえ暖だん炉ろには近づかなくなるからねえ」

「なんで、家がどれも石造りなのか、というのも関係してそうだな」

「燃えにくい家」

　言葉を継ついだフィルに視線を向けると、この土地に何度も足を運んでいる書しよ籍せき商は、ゆっくりとうなずいた。

「それに、木造の家は当時すべて燃えてしまったか、風で吹ふき飛ばされたとのことです」

「そして、新しい家を造れない、もう一つの理由、か」

　サイラスたちは、白き者たちの行方ゆくえがわからないことにも怯おびえていた。

　なぜ立ち去ったのかがわからなければ、またいつ戻もどって来るかもわからない。

「だが、あんたはいいことを言った」

　クースラがフィルに笑えみを向けると、書籍商はきょとんとする。

「伝説は俺たちが解明し、それらが魔ま法ほうではなく、制せい御ぎよできる技術だと示してやる」

「ついでに、白き者たちの行方まで摑つかめたら万ばん々ばん歳ざいだあね」

　格別誰だれかの役に立とうと思っているわけではないが、伝説の残されているこの土地のサイラスと利害が一いつ致ちしているのは幸いなことだった。

　それに、サイラスはとても重要なことをクースラに示してくれた。

　フェネシスの呪のろいも、ああいうふうに解けるのではないか、と。結局のところ、呪いとは無知からの思い込みと偏へん見けんにすぎないのだ、と。

　クースラは、前に進むための理由をしっかりと摑み、言った。

「なら、早さつ速そく調査のために見に行くかね。未いまだに残ってるんだろう？　百年前の大だい惨さん事じの跡あとが」

「そうだあね。百ひやく聞ぶんは一見にしかずだよお」

　ウェランドも乗り気だったが、イリーネはちょっと嫌いやそうだった。

「本当に大だい丈じよう夫ぶなの？」

「はっ。呪いを信じるってのか？」

　あからさまに鼻で笑ってやったのは、意外に信心深いイリーネを笑ったのもあるが、残りはフェネシスへの気き遣づかいだ。呪いなどないし、あったとしても笑ってやる、と。

「それか、お前もやめとくか？」

　隣となりのフェネシスに意地悪く言うと、フェネシスはぷうっと頰ほおを膨ふくらませて睨にらみ上げてくる。

「私は錬れん金きん術じゆつ師です」

　強がれれば大だい丈じよう夫ぶだ。

「むしろ問題は、伝説が大おお袈げ裟さにすぎたとわかり、拍ひよう子し抜ぬけすることなんだが」

　クースラが笑って言うと、フィルは小さく肩かたをすくめた。

「その心配はないと思いますよ」

　森でこんなに大きな鹿しかを見た、と言っても信じてもらえない子供みたいにフィルは言う。

「では、炭焼き小屋に行く前に、少し寄ってみましょう」

　先導するために前を歩きだしたフィルの後について行きながら、クースラはフェネシスの背中をポンと叩たたく。

　なんてことないさ。

　フェネシスは小さくうなずき、クースラに並んだのだった。







「当時はあの森の奥まで町が続いていたそうです」

　朝から昼になろうかという、一日の中で最も明るい太陽の下を歩きながら、フィルは昔のアッバスの町の様子を説明してくれた。

「元々あった大きな草原を道と家が埋うめ尽つくし、さらに森を開かい墾こんせざるを得なかったそうですから、大きな町だったわけです」

「移住先の新しいアッバスの町が、丸ごとここにあったってことだろ？」

「あくまで記き憶おくを頼たよりに、ということですから完全に同じではないでしょうが」

「ここの広場の位置は、昔と変わっていないのか？　だとすると、少し川との位置関係がおかしい気がするが」

　クースラは言って、周辺を見回してみた。広場からはだいぶ離はなれているので、すっかり真っ白な雪原のど真ん中だ。広場からはあちこちに道が伸のびていて、クースラたちが歩いているのも森へと続く踏ふみ固められた道だった。

　もしかしたら、雪を剝はがしたら、下から当時の道が出てくるのかもしれない。

「川があそこを流れているということは、この間までいた町に当て嵌はめると、こちら側がわに町があって、広場があの辺りだと仮定すると……」

　と、指で指し示しながら話していると、フィルが「そのことですが」とうなずきながら言った。

「町が消し飛ぶほどのことですから。川の流れも大きく変わってしまったのですよ」

「川の流れが……？」

「一晩で町を吹ふき飛ばしたくらいですから、川の流れも一晩で変わったのだそうです」

　そう言われたら、そうなのだろうと思う。

　だが、クースラはその言葉を受け入れるのに少しだけ時間がかかった。なぜなら、治水工事は水車を使う錬れん金きん術じゆつ師にも身近なもので、それゆえにどれだけ大変かも知っているせいだ。

　ふと、自分が見ているものの大きさに、なにか違い和わ感を覚えた。

「それで、実は私もクースラさんの話を聞いて、少し計算してみました」

　フィルのそんな言葉に、クースラは思考を元に戻もどされる。

「太陽の欠片かけらは、抱かかえられる程度の木箱いっぱいに作るだけでも結構な量の土が必要でした。となると、仮にあの百倍と見積もっても、それこそ町全体に死体を埋うめるくらいでないと無理なのではないかと」

「……町を滅ほろぼしたのは、それだけの死体を確保するためか？」

　火の薬の原料は、地下の土に白しろ熊くまの臓ぞう物もつを埋め、灰を撒まくことで土の中で生成されていた。

　埋める臓物は、おそらく、別の生き物でも代だい替たいが可能なはずだった。

「それだと本末転てん倒とうだよお」

　火の薬を作るためには死体が必要であり、その死体を作るために爆ばく発はつを起こしたのでは意味がない。もちろん、クースラも冗じよう談だんのつもりだ。

　ただ、そんな冗談を口にしたのは、少し目の前のことと距きよ離りを取りたかったからかもしれない。

　一晩で川の流れが変わるほどの爆発。

　想像もしていなかった、と素す直なおに白状するのが憚はばかられるほどだ。

　クースラはそれが悔くやしくて、忌いま々いましげに言った。

「なんにせよ、改めて莫ばく大だいな量が必要だとわかったが、同時にそれなりの準備と理由があったはずだって思いも強くなるな」

「そうですね。技術はいつだって目的を欲します。白き者たちはなにを考えていたのでしょう？」

　フィルはぼやく。せっかくなら白き者たちが本にして残してくれていればよかったのに、とでも言わんばかりだ。

「で、その破は壊かいの跡あととやらはまだか？　もうだいぶ集落から離はなれているが」

　伝説に気け圧おされてなるものか、と先頭を行くフィルに尋たずねると、書しよ籍せき商は悪戯いたずらっぽく笑った。

「もうその近くに来ています。かつての神学者が恨うらみを込めて言ったことそのままですね」

「ああ？」

　書籍商などと名乗っているので、能書きが大好きだ。

「神が世界のどこにも見当たらないのは、我々が神の形を知らされていないからではないかと」

　クースラは怪け訝げんそうに眉まゆを寄せる。フェネシスやウェランドも不思議そうな顔で足元を見たりしている。イリーネに至っては、そこに爆発するなにかが埋まっているのではないかと爪つま先さき立だちになっていた。

　だが、そこは踏ふみ固められた単なる雪道だ。

「右側がわが、全部そうなのです」

「右、側？」

　言われてそちらを見るが、小高い丘おかになっているだけだった。雪で真っ白なせいで、遠くから見ると坂であることすらわかりにくいが、ここまで近づけばそれなりの勾こう配ばいがあるのだとわかる。その丘というか坂が、進行方向に緩ゆるやかな弧こを描えがいて伸のびていて、道はその坂を回り込むように続いている。

「もう少し行くと……お、ありました。ここから上って行きましょう」

　なだらかな坂に、こんもりと雪の積もった場所があったが、フィルが手で雪を払はらうと、腰こしの高さほどの石いし塚づかが出てきた。そこから坂の上を目で追っていくと、雪の積もり方から、雪の下に階段があるらしいことがわかった。

「ここはこの土地に住む人たちの聖域といいますか、恐おそれられ、崇あがめられ、というところです。北の部族の者たちは、語り継つがれる昔話のせいでこの土地に寄りつきませんでした。サイラスさんは話にあったように実際に火を焚たいてみて安全だと示したりしましたが、ここに本格的に人を呼ぶにあたって、結局はお決まりの方法で人々を説得したわけです」

　フィルはそう言って、雪の下の階段を確かめるような足取りで上って行く。クースラが坂を見上げていたので、ウェランドが先に行き、イリーネもおっかなびっくり後に続く。隣となりに立ったのは、フェネシスだ。

「どうしました？」

　聞かれ、クースラは口元が強こわ張ばってうまく返せなかった。それが寒さではなく、緊きん張ちようのせいだとしたら、間ま抜ぬけなことだ。クースラたちとは少し距きよ離りを空けて後について来ていた護衛も追いついてしまう。

「どうされました？」

　慇いん懃ぎんに尋たずねてくるが、彼らもクースラの緊張を察したのか、油断なく辺りを見回して剣けんの柄つかに手を当てたり、背負っている盾たてを取り出そうとした。

　見晴らしのいい雪原にはもちろん敵てき影えいなどなく、遠くに騾ら馬ばを連れた旅人がとぼとぼと歩く姿と、その上空を鳶とびかなにかが飛んでいるのが見えるくらいだ。

　広場の方角には人の営みの証あかしである煙けむりが幾いく筋すじも上っていて、この光景を一言で表すならば、のどか、以外にあり得なかった。

　だが、クースラは思わず固かた唾ずを飲んでしまう。そうしてから、強張った笑えみを無理やり口元に浮かべて、首を横に振ふった。

「予感ってやつかもな」

「予感？」

　護衛たちは互たがいに顔を見合わせ、なんとなく納なつ得とくしたらしい。なにせ自分たちがお守りするのは奇き跡せきの体現者なのだから、とばかりに。

　クースラは再び視線を坂の上に向ける。大して急でもないし、高さそのものは人の身長の倍くらいだろうか。フィルはその太った体でも楽に上れ、ウェランドやイリーネもそろそろ上り終えようかとしているくらいのものだが、クースラはそこにとてつもないなにかを感じていた。深夜の工こう房ぼうで古い書物を繙ひもといていて、この一頁ページをめくったら世界のすべてが変わると思う瞬しゆん間かん、その時の感覚にも似ていた。それはもちろん至上の喜びに似た興奮であり、錬れん金きん術じゆつ師の醍だい醐ご味みに他ほかならない。

　そう。

　嬉うれしすぎたのだ。そうに違ちがいない。

　クースラは深呼吸をして、歩きだした。一歩一歩、踏ふみしめるように進んで行く。次第に呼吸が速くなり、歩ほ幅はばが広くなった。

　急にクースラが歩きだしたので、フェネシスは慌あわててついて来ようとしたが、それを待とうという意識すらなくなっていた。ただひたすらに坂の上を見つめ、そこに向かって駆かけだしかけていた。

　そして、どんな旅路であっても、たどり着いてしまえばあっという間のものなのだ。

　フィルやウェランド、それにイリーネが立つそこに、クースラも遅おくればせながらたどり着く。

　それから二呼吸ほど空けてフェネシスも息を切らせて追いついて来て、クースラの気き紛まぐれに不満でも言おうとしたのか、ぽすっと腕うでを叩たたいてくる。

　だが、その後にはどんな言葉も続かなかった。

　あるいは、クースラの耳に届いていなかっただけかもしれない。

　それほど、目の前の光景はとんでもないものだったのだ。

「白き者たちは、この地に遣つかわされた大地の怒いかりそのものなのだ、と信じている部族の気持ちが、私には少しわかる気がします」

　緩ゆるやかに吹ふいた風に、フィルの言葉が白い煙けむりとなってたなびいた。

　クースラは、固かた唾ずを飲む。

　そんな言い伝えを、辺境の地の未開人が見た夢、とはもう笑えない。

　この世には、矮わい小しような人間の想像など軽く凌りよう駕がする、とてつもない事象が存在するのだから。

「噓うそ、だろぉ？」

　ウェランドの弱々しい声が、すべてを物語っている。目の前に広がるのは、吸い込まれそうなほどの、巨きよ大だいなすり鉢ばち状の穴だった。自分がその縁ふちに立っているのだと実感した直後、足元がおぼつかなくなった。

　川の流れを一晩で変えてしまうほどだったという。これほどの穴を穿うがつ爆ばく発はつが起こったのであれば、なるほど町が一つ消し飛ぶはずだと理解できた。

　伝説は、十分すぎるほどに、中身を伴ともなっていた。

　とはいえ、同時に思うこともある。

　本当に、こんなことが可能なのか？　自分たちが再発見した火の薬とは、これほどまでの大だい惨さん事じを引き起こすものなのか？　人の扱あつかう技術とは、それほどの結果を世界にもたらすものなのか？

　そう思った直後、クースラは唐とう突とつに振ふり返った。

　坂の上からは、建物が点々とあるだけの、がらんとしただだっ広い平原が見て取れた。

　思わず息を飲んだのは、吞のん気きに歩いていたその土地の本当の意味を知ったからだ。

　白き者たちは、この穴を空けただけではない。その余波によって、この見渡せるすべてを吹き飛ばしたのだ。

　伝説が見かけ倒だおしの拍ひよう子し抜ぬけでは困る、とうそぶいていた自分の言葉が、穴の底から吹ふき上がってくる冷たい風に晒さらされる。

　自分たちは、とんでもない謎なぞを解こうとしているのではないか。

　胸の内に染しみのように広がった感情に、クースラは愕がく然ぜんとした。

　恐きよう怖ふ？

　馬ば鹿かな、と奥歯を嚙かみしめる。

「ここから下りていけば、真ん中の祠ほこらまで行けます。わかりますか？　穴の中心部に、ほら」

　フィルの言葉に、クースラは我に返った。

　技術に恐怖を感じるなど、無知な民衆ならではのことだ。

「祠はちょっとした地下空くう洞どうに続いています。今は雪でわかりにくいですが、大きな岩を運んで来て、わざわざ作ったものです」

　確かに穴の中心部にはこんもりと雪の積もった箇か所しよがあり、雪の切れ目から黒い岩いわ肌はだと、どうやら入り口部分らしい所が覗のぞいている。

「小さく見えますが、人が十分に入れる大きさです」

　元々の穴の大きさもあるが、雪で塗ぬり潰つぶされているせいでとにかく遠近感が摑つかみにくい。

　やはり、あの穴は考えている以上にさらに大きなものらしかった。

「祠まで行ってみますか？　それか、いったん炭焼き小屋で色々準備してからでも──」

　と、フィルが言い終わらないうちに、クースラは歩きだしていた。

「待てるわけないだろ」

　うわ言のように呟つぶやき、雪をかき分けながら歩きだすや、たちまち小走りになってしまう。ウェランドもすぐに続き、錬れん金きん術じゆつ師二人は雪を蹴け散ちらし、転がるように坂を駆かけ下りて祠に向かった。こんなことがあるのか、と叫さけびだしたくなるのを必死に堪こらえていた。

　なんとかその衝しよう動どうを押しとどめていたのは、こんなにも広い穴の中で叫んだところで、己おのれの無力を改めて感じるだけのような気がしたからだ。手を振り回しても、わめき散らしても、自分はこの巨きよ大だいな穴を閉じることも広げることもできない。空に向かって弓矢を射るようなものだと思った。人の力でどうにかできるものなのか？　と思った。

　神のようになんだってできるはずだ、という信念を無む邪じや気きに抱いだいてきたのが、錬金術師としての自分だった。その自信が、大きく揺ゆさぶられていた。

　わずかな慰なぐさめを得られるとすれば、ウェランドもまた似たような顔をしていたのと、祠ほこらの前に立った時に気がついた、祠のその造りだった。

「はあ……はあ……」

　肩かたで息をしながら、クースラは自分の身長よりも倍は高い祠を下から見上げた。フィルの説明どおり、そこは巨きよ岩がんを重ねて作った大きな祠であり、入り口から中に向かって石で階段が造られている。それがどこか山の中にあって、山の神様でも祀まつっていると言われたら、いつものやつか、と思っただろう。しかしクースラは生まれて初めて、得体の知れないなにかに対しての人々の畏おそれ、というものに共感が持てた。この積み重ねられた岩は、恐きよう怖ふの証あかしなのだ。

　この祠は、白き者たちを単純に神様扱あつかいして崇あがめ奉たてまつったものではない。サイラスはこの土地に根づく恐怖を、完全に的確に捉とらえていた。

　互たがいに折り重なるようになっている巨大な石は、単なる象しよう徴ちよう的な物ではなく、町を吹ふき飛ばしたなにかが再び外に出て来ないようにと、必死の願いが込められている物だった。

　これは、惨さん事じの記き憶おくを世代を重ねても忘れられない者たちの、気の毒なほど切実な『蓋ふた』だったのだ。

　クースラは唾つばを飲み込もうとして、口の中がからからなことに気がつく。

　技術そのものは善でも悪でもない、とクースラは信じていた。

　しかし、強大な力とは、それだけで悪なのかもしれない、と実感した。

　オリハルコンの剣けんという、神の金属で作られた大地を割る剣の伝説を追いかけていたクースラは、自分がなにを欲していたのか、その真実を見せられたような気がした。

　人々が自分たちの技術に恐おそれをなし、平へい伏ふくし、過か剰じような期待と勝手な思い込みを抱いだくのを、もはや無知蒙もう昧まいのなせること、とは言えなかった。

　実際に目まの当あたりにしたら、そうならざるを得ないような技術もまた、存在しうるのだ。

「白き、者たち」

　クースラは呟つぶやき、大きく息を吸った。

　天使だったのか、それとも、悪あく魔まだったのか。彼らは本当に、神から遣つかわされた特別な存在だったのか。

　クースラは穴の底から、透すき通るような空を見上げた。

　大きな鳶とびが一羽、身みの程ほどを弁わきまえない者たちを監かん視しするかのように、ゆっくりと頭上を旋せん回かいしていたのだった。
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　祠ほこらを見てから向かった炭焼き小屋は、想像していたような木造の掘ほつ立たて小屋ではなく、側そばを流れる川に水車まで備えた、立派な石造りの建物だった。

「炭焼き小屋というより、大きな火を扱あつかう作業はここでやれ、という感じなのね」

　地下一階、地上二階の建物には、水車の動力が利用できる、製せい錬れん用の立派な炉ろがあった。毛皮の加工が盛んなので、刃は物ものに対する需じゆ要ようもそこそこあるのだろう。炭焼きのための蒸むし焼やき用竈かまどは屋外にあり、定期的に利用されているようで綺き麗れいに保たれていた。

「この集落では、火は特別なものですから」

　かつての伝説の傷きず跡あとが今も生々しく残り、人々は惨さん事じの記き憶おくに縛しばられ続けている。

「確かに、あんな穴を見せられたらな。実際に、地じ獄ごく絵図だったろうよ」

　クースラも子供の頃ころ、住んでいた村を焼かれ、火の海というものを見たことがある。

　だが、この土地は単なる火か災さいに舐なめ尽つくされたわけではない。およそ人間がこの大地に生まれて以来、初めて目まの当あたりにするような未み曽ぞ有うの経験をしたはずだった。

「技術で、あんなことができるんだあね」

　どんな驚おどろきも皮肉げな笑えみで受け流してみせる、というウェランドすらが、打ちひしがれたように額を押さえながら遠い目をしていた。

　もしもウェランドが平気な顔をしてくれていたら、クースラも意地を張れたかもしれない。

　だが、そんな見み栄えの張り合いを忘れてしまうくらい、衝しよう撃げき的な光景だった。

「無知ゆえの盲もう目もく的な畏おそれ……と笑えなくなっちまったな」

　クースラは言って、あの祠ほこらの前で立ち尽つくしてからのことを思い出す。

　あの後、好こう奇き心しんを燃料に、恐きよう怖ふの暗くら闇やみを照らしながら祠の中に入って行った。

　祠の入り口をくぐると、そこには巨きよ大だいな穴の中心部にさらに深く開いている穴があった。祠の入り口に使われている岩には巧こう妙みように隙すき間まが空いているようで、穴の中はうすぼんやりと視界が利きいた。また、この穴が人の力で掘ほったものではない、というのは、足元の岩が硝子ガラス状に溶とけ、あるいは炭化していることでわかった。超ちよう高温の炎ほのおが舐なめ尽つくしたのだ。

　そして、その炎とは、おそらく穴の中心部から吹ふき上がってきていた。

　クースラは、ウェランドに続いて石段を下りて行く足が慎しん重ちようにならざるを得なかった。迂う闊かつに踏ふみ荒あらせばまたぞろ火が吹き上がるのでは、という馬ば鹿かげた妄もう想そうを振ふり払はらいきれなかったせいだ。

　石段を下り切る頃ころには目も慣れていて、辺りの様子がだいぶわかるようになってきた。

　その視線の先で、ウェランドが顔を上げて、一点を見つめていた。

「どうした？」

　クースラの問いに、ウェランドは無言で顎あごをしゃくるだけ。

　クースラは、ウェランドの視線を追いかけた。

「……壁へき画が……？　これは、天使か」

　穴の底から見上げると、祠の天てん井じようは結構な高さになる。身長の四倍から五倍はある。その穴の真上まで、力強い絵が描かかれていた。ローブを身にまとい、動物の特とく徴ちようを持った神官らしき人物が、両手を高くに掲かかげている。彼の頭上では、同じような格好をした者たちが複数、飛び回っていた。

　それだけでもどこか不気味な印象を受けるのに、息を飲むのは、クースラたちのいる足元から祠の天井まで、真っ赤な顔料で書き殴なぐられた不気味な炎が吹き上がっているせいだ。そこには単なる事実を記したのとは違ちがう、畏れ、嘆なげき、戸と惑まどい、あるいは純じゆん粋すいなる問いかけが描き込まれていた。

　なぜこのようなことをなさったのですか？　なぜこの町、この場所だったのですか？

　壁画の足元には、毛皮や肉や果物が置かれている。寒すぎて鼠ねずみすら来ないのか、それとも頻ひん繁ぱんに供そなえているのか、肉や果物は腐くさりもせず、静かにそこに置かれている。

　馬鹿げているとはわかっても、それは肉や果物ですら、畏れをなして黙だまりこくっているように見えた。

「なにかがここであったのは、確かだあね」

　天使の横顔からは、なんの表情も窺うかがえない。この手の絵によくあるような、感情を感じさせない目で空を見つめている。その足元にひれ伏ふす者たちの哀あい願がんなどには一向に耳を貸さない無む慈じ悲ひさを認めてしまうのは、先入観だろうか。

「あいつには……あまり見せたくないな」

　クースラが壁へき画がを見つめたまま呟つぶやくと、ウェランドに見られていることに気がついたが、そちらを見返しはしなかった。

　それに、あえてフェネシスに見せないようにするつもりもなかった。

「……私なら、大だい丈じよう夫ぶです」

　祠ほこらの入り口からイリーネと一いつ緒しよに下りて来たフェネシスは、気丈に言った。ある程度の覚かく悟ごをしていたのだろう。

「むしろ、ほっとしています」

「……ほっと？」

　クースラが聞き返すと、フェネシスはぎこちなく、苦しそうに笑う。

「はい。ここまで来てなんでもないつまらないことだったら、怒おこる人がいるでしょうから」

　伝説を追いかけるために、あれこれとひどい目に遭あった。これでなんでもなかったら確かに噴ふん飯ぱんものだし、クースラはそう言った。

　だが、伝説に飲み込まれてはならない。

　自分が飲み込むのだから。

「ああ、そうだ」

　クースラはうなずき、腰こしに両手を当てると大おお袈げ裟さにため息をつく。圧あつ倒とうされかけていた壁画を前に、せいぜい不ふ遜そんな態度で取り繕つくろった。

「これだけ派手にやってくれてるんなら、俺たちの相手としては十分だ。錬れん金きん術じゆつ師は、神の衣をすらめくる。この程度のことで怖おじ気けづきやしない」

　見え透すいた虚きよ勢せいではあったが、それこそが錬金術師を錬金術師たらしめる矜きよう持じでもあったし、フェネシスにはなによりの慰なぐさめになるはずだ。そして、呪のろわれた血の流れる少女は、確かにほっとして笑っていた。

　クースラは、そんな記き憶おくの中から戻もどってくる時、その台詞せりふをもう一度、炭焼き小屋の中で言った。

「錬金術師は、神の衣をすらめくる。空を飛ぶ方法を見つけ、白き者たちがここでなにをしていたのかを暴あばき、震ふるえ上がっている土地の連中の尻しりを蹴けり飛ばす。そして、あわよくばその足そく跡せきの手がかりを得て、取とっ捕つかまえる」

「捕まえる？」

　イリーネの言葉に、クースラはにやりと笑う。

「俺は連中に聞きたいことがたくさんあるからな」

「白き者たちは、ウルちゃんみたいにみんな可愛かわいいのかって？」

　それはお前の願望だろ、と呆あきれつつ、クースラは律りち儀ぎにその様を想像しかけ、振ふり払はらうように言った。

「神の金属オリハルコンを製せい錬れんしていたってのは本当か、とかな」

　伝説の金属ダマスカス鋼こうの偽にせ物ものを作れるイリーネは、ぱちぱちとまばたきをしていた。それにつられてか、湿し気けていたウェランドもようやく火がついたようだ。

「そうだあね。話が聞きたいんなら、捕つかまえるのが一番早い。それには鳥みたいに空を飛んで探すのが一番だよお」

「そういうわけだからな。さっさと実験の準備をしよう」

　クースラがぱんと手を鳴らすと、それが魔ま法ほうの合図だったかのように、いつもの工こう房ぼうの雰ふん囲い気きが戻もどってきたのだった。







「さって、それじゃあなにからやればいいのかしら？」

　腕うでまくりをして、器具の荷解きを終えたイリーネが元気よく言う。

「町を吹ふき飛ばした方法については、火の薬という可能性が一応あるが、空を飛ぶ技術については皆かい目もくわからない。そっちを見つけるのがとりあえずの目標だな。火の薬や火か炎えん放射器に負けず劣おとらず、戦いくさでは便利な技術になるだろうし」

「市し壁へきが完全に無意味になるよねえ」

「アイルゼンが泣いて喜ぶな」

　クースラたちを雇やとう騎き士し団は、今、南の権力者たちと結けつ託たくした元異教徒の国ラトリアと戦争状態にあり、しかもそこに教会の総本山を司つかさどる教皇までが乗り出し、騎士団を撃げき滅めつしようとしている。いかに強大な騎士団といえどもさすがに分ぶが悪い。

　それでも、白き者たちの残した奇き跡せきの技術を使えば、形勢を逆転できるかもしれなかった。

　しかし、クースラたちは積極的に戦に加担したいわけではないし、騎士団がどうなろうと、自分たちが研究のための工房をどこかに構えられれば、保護者役はどこだっていい。

　むしろ問題は、クースラたちが騎士団をどうでもよく思っていても、彼らの側がわはそうではないだろう、ということだ。

「そういえば、あんたたちはもう、ある程度目め星ぼしがついてるのよね？」

　イリーネが唐とう突とつに言うのでクースラは面めん喰くらったが、すぐにイリーネがなにを言っているのかに気がついた。数日前までいた再建されたほうのアッバスで、太陽の欠片かけらを見つけるためにあれこれ知ち恵えを絞しぼっていた時のことだ。

　イリーネは鳥以外のものが空を飛ぶということに懐かい疑ぎ的だったし、フェネシスもまたそうだった。

「軽い物ならな、火を焚たいて煙けむりを集めることで、簡単に浮かせることができる」

「その応用じゃ駄だ目めなの？」

　金かな槌づち一つで色々な物を作ってしまう職人らしい発想だ。

「火の薬や霊れい薬やくを使えばもしかしたら……という感じだが、そのへんの難しさは口で説明するより、見てもらったほうがわかりやすいはずだ」

「ふーん……？　なんにせよ、煙けむりを集めればいいわけね」

　空を飛ぶことについては一番懐かい疑ぎ的なイリーネだが、懐疑的だからこそ、興味を引かれているところもあるらしい。

「ああ。とりあえずは薄うすい紙と糊のり、紐ひもが欲しいな。それらで袋ふくろ状の物を作ってもらいたい。糊には麦のふすまなんかがあればいいんだが……」

　麦の殻からを剝むくと出てくる、固くて水に溶とかすとべたべたする部分だ。

「ふすまよりも、毛皮の加工ついでに強力な膠にかわを作っているはずですから、そちらを貰もらって来ましょう。紙もお任せください。私はなんといっても、書しよ籍せき商ですから」

　フィルが胸を反そらせて、どん、と拳こぶしで叩たたいた。

「それじゃあ、俺とウェランドは試薬を作っておく」

「わかったわ。なら、私たちは袋作りね。フィルさん、私とウルちゃんも材料取りに行くの手伝うから、案内よろしくね」

「お任せあれ」

　そんなやり取りの後、イリーネとフェネシスは防寒用の毛皮が付いた外がい套とうを体に巻きつけた。なんでもてきぱきとこなすイリーネが先に出て、少しもたついていたフェネシスが続いて扉とびらに手をかけたところで、ちらりとクースラを振ふり向いた。作業に誘さそってもらえなくて寂さびしがるのか、と思ったが、そんな顔はしなかった。それどころか、悪戯いたずらっぽく笑うとクースラに向けて小さく手を振って、イリーネの後を追いかけて行った。

　クースラはもちろん手を振り返すこともなく、硫い黄おうや炭や太陽の欠片かけらの準備を始めたが、同じように蒸留器の調整をしていたウェランドは楽しげに笑って言った。

「振り返してあげなよお」

　クースラは小さくため息をついて、嫌いやそうな顔すらせずにウェランドを見た。

「振り返さなかったら、それはそれで楽しいんだろ」

　そんな軽けい薄はくなことできるか、とまごつくクースラの様子に喜ぶフェネシス、と容易に想像ができる。

　なんにせよ、白き者たちのもたらした惨さん状じように落ち込んでいなくてほっとする。

「仲良しだあねえ」

　しみじみと言ってうなずくウェランドに、クースラは真顔で応こたえる。

「お陰かげさまでな」

　すると、ウェランドは魔ま法ほうをかけられたかのように動きを止めた。クースラはそんなウェランドを無視し、さっさと準備を進め、太陽の欠片を収めている木箱の蓋ふたを開けた。

「どうした？　今の俺たちがあるのはお前らのお陰だろう？」

　危ないところを切り抜ぬけてきたり、知ち恵えと力を合わせてここまで来た。

　だが、それ以上に、取とり扱あつかい方のわからなかったフェネシスのことで、ウェランドやイリーネには多大な借りがある。事実を事実として述べたまでだ、とクースラは努めてそういう顔をしていたが、結局最後まで誤ご魔ま化かせなかった。

　ついには苦々しく顔を歪ゆがませ、こう言った。

「情けない話だがな」

　ウェランドはようやく息ができたとばかりに半笑いになり、次ついで体を曲げ、咳せき込むように笑った。以前ならその様に苛いら々いらしていたんだろうな、とクースラは不思議な気さえした。

「クースラよお」

「あ？」

　聞き返すクースラに、ウェランドは未いまだ笑いつつ、いささか困ったように言った。

「お前、良い奴やつだったんだあね」

「……」

　クースラは鼻の頭まで皺しわを寄せ、それには心底嫌いやそうな顔を向けたのだった。







　火の薬も霊れい薬やくも、移送の最中になにかあっては困るので多くは持って来なかったため、改めて作りなおした。

　とはいえ、火の薬は太陽の欠片かけらと炭と硫い黄おうを混ぜるだけだったし、霊薬のほうも太陽の欠片に硫黄と炭をそれぞれ混ぜた後に蒸留し、できた二種類の液体を混ぜるだけだ。新しい技術は見つけるのが大変なのに、一度見つけてしまえば再現は容易だった。

　それらのうち、太陽の欠片と硫黄を混ぜて蒸留した強きよう烈れつな酸は、フィル曰いわく、硫黄の文字を使って硫りゆう酸さんと呼ばれているらしい。

「この硫酸もそうだし、硫酸に塩を混ぜたやつも調べないとな」

　硝子ガラス瓶びんの中に入れた液体を軽く振ふりながら、クースラは言う。

　白き者たちの伝説の一つ、太陽の欠片を追う過程で発見した、各種の固体や液体もまだ完全には調べ終えていない。特に、硫酸は鉄の皿に注いでも平気なのに、塩を混ぜた途と端たん、その液体は鉄の皿を溶とかし始める不思議な性質を持っている。この世のすべてを神がお作りになったのだとしたら、ずいぶん妙みようなことをしたものだとクースラは思うし、調べればもっともっと不思議なことが出てくるかもしれない。

「塩酸……だっけねえ。クースラも安易な名前をつけるよねえ」

「わかりやすいのが一番だ。後世の人間にあえて意地悪する理由もあるまい」

「そりゃそうだあね」

　ウェランドは肩かたをすくめ、太陽の欠片に炭と硫黄を混ぜた火の薬を軽く摑つかみ、鉄製の甕かめの中に放ほうり込む。そして、藁わらの先せん端たんに蠟ろう燭そくから火をつけ、甕かめの中に落とす。

　直後に、巨きよ人じんのげっぷのようなくぐもった音を立てて、甕の中から火ひ柱ばしらが上がり……。

　流れ星のように消えた火の塊かたまりを見て、クースラはある懸け念ねんを抱いだいた。

「クースラよお、問題に気がついたんだけどねえ」

「奇き遇ぐうだな、俺もだ」

　火の薬は火をつければ爆ばく発はつ的に燃え上がるし、霊れい薬やくのほうは紙や布、木片に染しみ込ませれば火の薬に勝まさるとも劣おとらずの勢いで燃え上がる。その勢いは火炎放射器もかくやというもので、火力の強さはそのまま浮遊力の強さに直結するのではと思ったのだが、甘かったようだ。

「一いつ瞬しゆんで燃え尽つきちゃうのはどうしようねえ……。なんとか継けい続ぞく的に注ぎ続ければ……あれ？」

　ウェランドが途と中ちゆうで言葉を切った理由は、クースラにもすぐにわかった。

「なるほど、大量の火の薬を用意した理由ができたな」

　強力な炎ほのおを上げる代わりに一瞬で燃え尽きてしまうのが問題なら、大量に用意して湯水のごとく注ぎ込めばいい。幸い、火の薬はとても軽い。

　白き者たちが大量の火の薬を製作した理由に、少なくとも一つの見当がついた。

「しかし……そんなにうまくいくものか？」

　しかめっ面つらではなく、半笑いでそう言ってしまった。

　なにせ、その場面を想像してみればいい。

　大きな紙かみ袋ぶくろの下にぶら下げた足場に座り、小さな炉ろのようなところで火を焚たいて、そこにせっせと火の薬を放り込み続ける。炉の中に火の薬が放り込まれるたび、火の魔ま神じんが拳こぶしを突つき上げるようにして、紙袋を持ち上げようとする……。

　うまくいくのかどうかの判断など、完全に想像の埒らち外がいだった。

「やってみればいいんだよお」

　ウェランドは気楽に言うが、クースラは安易に同意しかねた。

「お前、火をぼんぼん焚いてる横に、火の薬を大量に用意するんだぞ」

「あ……」

　ウェランドはそこで起きる可能性に気がつき、目を閉じると、うーんと唸うなりだした。

「それとも、砂時計のようなものを作ればどうにかなるか？」

　延焼しないような鉄製の管かなにかを伝って、砂時計の砂がこぼれ落ちるように火の薬を供給できれば、どうにかなるかもしれない。

「ま、やってみようよお」

　ウェランドはそう言ってから、一言付け加える。

「ここなら、吹ふき飛ばしても迷めい惑わくかからないだろお？」

　火の薬みたいな黒い冗じよう談だんに、クースラは肩かたをすくめてため息をついたのだった。







　フィルと一いつ緒しよに材料を調ちよう達たつして来たフェネシスとイリーネが、せっせと紙かみ袋ぶくろを作っていく。

　なんてことのない光景だが、そういうちまちました作業を小こ娘むすめたちがやっていると、独特の健けな気げさがある。ウェランドは彼女たちの様子に素す直なおににまにましていたが、クースラは苦々しい顔をしていた。

　いちいち可愛かわいいなどと思ってしまうのが、堕だ落らくのように思えて少々腹立たしかったのだ。

「できました、けど……あ、の？」

　クースラの様子に気がついたフェネシスがきょとんとしている。

　クースラは、自分の馬ば鹿かさ加減に呆あきれながら、なんでもないと首を横に振ふった。

　それから、フェネシスとイリーネが作った紙袋に、紐ひもを通して小さな土台を作り、火の薬をいきなり載のせる前にまずはそこに小指の頭ほどの蠟ろう燭そくを載せてみた。イリーネなどはまだ懐かい疑ぎ的だったし、フェネシスもいまいち実感が持てていないらしいので、ひとまず空飛ぶ物体というものを見せることにした。

「これで、火をつければいい。簡単だろ」

　紙袋をウェランドが支え、蠟燭に火をつける。すると、紙袋越ごしに炎ほのおが柔やわらかくともるのが見えた。すぐに変化は現れ、紙袋が張りを持ち始め、袋の中になにかが満ちていくのがよくわかる。

　そして、蠟燭の先せん端たんから出る細い一筋の煙けむりが紙袋の中に充じゆう満まんし終わる頃ころ、ウェランドはそっと手を離はなす。一いつ瞬しゆん、そのままくたりと倒たおれそうになった紙袋は、すぐに形を持ちなおし、ゆっくりと、だが確実に蠟燭ごと浮かび始めた。

「わあ……」

　小娘二人は目を見張り、こちらがつい嬉うれしくなるほど驚おどろいている。

　紙袋はゆるゆると上じよう昇しようし、やがて天てん井じようにぶつかり、かさりと音を立てた。クースラが蠟燭の火を消すと、紙袋はしばらく天井付近をふらふらした後、ゆっくりと下降してきた。
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「とまあ、こういうわけだ」

　手で紙袋を受け取ってそう言うと、イリーネとフェネシスの二人は、魔ま法ほうが解けたようにハッとなっていた。

「こ、これでもういいじゃない。ねえ？」

　イリーネの言葉に、フェネシスもうなずいた。

「これを大きくするだけでは……駄だ目めなのですか？」

「錬れん金きん術じゆつ師はなんであろうと必ず確かめる。山ほどの実験が繰くり返された」

　後を継ついだのは、ウェランドだ。

「蠟燭の数を増やすと蠟燭の重み自体が問題になるし、袋を大きくするとその重さも馬鹿にならないんだよお。結局、小さいこのくらいの大きさのものしかうまく飛ばないんだよねえ」

「だが、浮力には火力が影えい響きようしているらしいというのはわかっている。だから、火の薬の圧あつ倒とう的な炎ほのおを用いれば、あるいは……と思うんだが」

　クースラが言うと、ウェランドは鉄製の細長いスプーンの先に載のせた火の薬を、そっと火のついた蠟ろう燭そくに近づける。

　焼け石に水を垂たらしたような音を一いつ瞬しゆん立てて、火の薬は燃え尽つきた。

「この火は強力だけど、長続きしないんだよねえ。そこで、砂時計みたいに火にこの薬をさらさらと注ぎ続ければ、と思ったんだよお」

「そうすると、伝説の天使たちが、この町で大量の火の薬を作っていた理由もわかる」

　フェネシスのみならず、イリーネとフィルもまた、なるほど、と無言でうなずいた。

「ですが、浮かない顔ですな」

　言葉を挟はさんだのは、それまで黙だまって様子を見ていたフィルだった。

「ん？　まあ、な」

　クースラはため息になるかならないかの重い口調で言って、肩かたをすくめた。

「理り屈くつとしては、うまくいきそうだ。火の薬は、火力は圧倒的で薪まきなんかより軽いからな。うまく継けい続ぞく的に注ぎ続ければなんとかなりそうな気がする」

「駄だ目めな理由が？」

　聞き返すフィルに、フェネシスがおずおずと言った。

「危険、なのでは？」

　クースラは返事をせず、今しがたの実験に使った紙かみ袋ぶくろに手を伸のばす。まだ熱くて柔やわらかい蠟ろうを指でこね、器うつわの形にすると、そこに火の薬をごく少量載のせた。そして、火のついた藁わらを火の薬に近づける。

　蠟ろう燭そくとは比ひ較かくにならない閃せん光こうを上げて、火の薬は一いつ瞬しゆんで燃えた。

「一瞬だけだとぴくりともしない。つまり、この炎ほのおを継けい続ぞく的に扱あつかう必要がある。蠟燭よりも途と方ほうもなく難しいだろう」

「……なる、ほど」

　フィルは重々しくうなずいた。この様子を見るだに、困難な作業に思える。

「砂時計みたいなのを作るとしたら、金属なのよね？」

　鍛か冶じ職人のイリーネが言う。

「どれだけ薄うすくしたって、鉄は鉄よ。その……本当に、浮くのかしら？」

「もっと軽い金属ってなにかないかなあ」

「錫すずなんかはだいぶ軽くなるけど、どうかしら」

「ふむ……」

　徒労に終わるのでは、という空気が流れたが、クースラはこう言うしかない。

「とにかく、やってみようってことになった。それで結果が出なさそうなら、別の方法だ」

「でも、試ためすってどうやって？」

「まずは匙さじかなにかで、せっせと火の薬を火に放ほうり込んでみるんだよ」

　イリーネはその様を想像したのか、腰こしが引けたようだ。

「だ、大だい丈じよう夫ぶなの？」

　心配性のフェネシスも、クースラを不安げに見ている。

　クースラは、首斬きり役人が仕事のために他ひ人との首を斬り落とす時のような顔をした。

「あいつらの手を借りるしかないだろうな」

「あいつら？」

　クースラが指を天てん井じように向ける。その先には、休きゆう憩けい中の護衛たちがいるはずだった。







「だ、大丈夫、なんでしょうな」

　騎き士しはなによりも名めい誉よを重んじるから、彼らの誇ほこりを傷つけないように注意しなければならない。クースラは真しん剣けんな顔で、ゆっくりとうなずく。

「鎧よろい兜かぶとは、念のため、というところだ。諸君の鋼はがねの肉体は、多少のことではびくともしないだろう？」

　そう言われたら、騎士としてはうなずかざるを得ない。

　それに、いざという時のため、と荷物にくくり付けて来た甲かつ冑ちゆうを装備させはしたが、よほどのことがなければ大だい丈じよう夫ぶだろう、というのは本心だった。

「で、では……」

　百ひやく戦せん錬れん磨まのはずの仲間の騎き士しも、心配そうに見つめている。彼らにいくら勇気があろうとも、見たことも聞いたこともない魔ま法ほうのようなものを前にしたら、その勇気もいくらかしぼんでしまうらしい。

　ただ、その場で興味津しん々しんだったのはクースラ、ウェランド、それにフィルくらいのもので、小こ娘むすめ二人組は手を取り合って不安そうにしていた。

「参ります」

　木の枝から紐ひもを垂たらし、下に向いて口の開いた紙かみ袋ぶくろがつってある。その紙袋にはさらに鳥とり籠かごの止まり木のようなものが紐でつながれ、小さな木の皿が置いてある。実験の一いつ環かんなので、木の皿は燃え尽つきることが前提だ。今、そこでは細い枝が小さな焚たき火びのように燃えている。

　騎士は兜かぶとの面を閉じると、鉄の籠こ手てをつけたままスプーンを摑つかみ、火の薬をすくって火の中に放ほうり込む。

　途と端たん、焚き火が激しく燃え上がるが、やはり一いつ瞬しゆんで元に戻もどってしまう。

「もっと間断なく」

　クースラの指示に、騎士は腹をくくったのか、それとも、こんなものかとわかったのか、そこからの作業は滑なめらかだった。せっせとすくっては焚き火に放り込み、その都つ度ど焚き火は大きな火を上げたが、いまいち効果が明らかではない。

　それに、たちまち問題が起きた。

「あっ」

　と、騎士が兜の中で声を上げるのを待たず、急激に火を吹ふき上げたせいで紙袋に燃え移り、焼け落ちてしまった。

「こ、これは……不ふ手て際ぎわを……」

　騎士が即そく座ざに片かた膝ひざをついて頭を垂たれるが、もちろん、実験に失敗はつきものだ。

「いや、問題ない。失敗を繰くり返すのが俺たちの実験だ」

　クースラはそう言うが、これは失敗を繰り返してどうにかなるものだろうか。

「火力が高いのはいいけど、そのせいで火がばらけるのまではどうしようもないよねえ……」

　それが防げなければ、必ず延焼する。煙けむりを受け止める紙袋の口を大きくしたりするのは、それだけ紙袋を大きくすることでもあり、ますます重量がかさむことでもある。

　それとも、人がすっぽり入ってもなお余よ裕ゆうがあるくらいに大きなものを作って、そこで初めて成立するのだろうか。

　汚よごれた手で顔についた汚れを取ろうとするようなもどかしさがあった。

「わざわざ鎧よろい兜まで出してもらったのに悪いねえ。ひとまず、もういいよお」

　ウェランドが言うと、騎き士しは恐きよう縮しゆくして頭を垂たれ、がしゃがしゃと音を立てて下がって行った。

　フィルやイリーネ、それにフェネシスは、脱ぬぐのも着るのも大変な鎧よろい兜かぶとの着ちやく脱だつを手伝いに行ったが、錬れん金きん術じゆつ師二人はその場に残って、浮かない顔をしていた。

「最初からうまくいくとは思っていないがな」

「これは駄だ目めだろうっていう予感も大切だあね」

　なまじうまくいきそうな気がするから、余計に意地になって無駄な時間と労力を費ついやしてしまう、という事例は少なくない。

　だが、誰だれもが無理だろうと思うことを成し遂とげるのが錬金術師の本ほん懐かいだとしたら、結局どうするのが最善なのだろうか？　闇やみ雲くもに突つき進み、運の良かった者だけが栄光に与あずかれるのだろうか。

　見習い期間を終え、錬金術師として騎士団の工こう房ぼうに送り込まれて以降、何度も考え、いつの間にか真しん剣けんに考えなくなっていた問題を再び考えざるを得なかった。

「無闇に実験するには、火の薬の量も限られてるしねえ」

「その問題が一番大きいな。ここでも採取できればいいんだが」

「過去の惨さん事じのせいで、未いまだに町を大きくできないような場所でかよお？」

　火の薬の採取の仕方はわかっている。そうなると、問題は純じゆん粋すいに規模の話になる。

　毛皮の加工のために大量の獣けものの臓ぞう物もつは採とれるだろうが、地下に穴を掘ほって、定期的に灰を撒まいて……という行動は目立ちすぎるし、時間も費用もかかるだろう。

「アッバスに使いをやって、太陽の欠片かけらを採取させて運び込ませるのもだいぶ時間がかかるよな」

「そうだねえ……。それに、へたをすれば今いま頃ごろアッバスにアイルゼンからの使いが来てたっておかしくないよお」

　ウェランドの言葉に、クースラは細く長いため息をついた。

　その問題もある。

　アイルゼンは間ま違ちがいなく、劣れつ勢せいを挽ばん回かいするためにクースラたちの技術を欲しがっている。

　教皇が騎士団を異い端たんだと宣言したことで形勢が不利になった瞬しゆん間かん、クースラたちを呼び戻もどすために使いを出しているはずだ。

　アイルゼンがいるのは、鐘かね造りで一ひと騒そう動どうがあったニールベルクの港町だ。どれだけ急いでもアッバスまで三日か四日はかかり、アッバスからここまでは頑がん丈じような馬と急使でも二日はかかるだろう。そう考えると、残されている時間は、せいぜいあと二日から三日。長かろうとも、一週間はないはずだ。

　そして、もしも戦場に引き戻されれば、白き者たちの伝説を悠ゆう長ちように追いかけるようなことはできなくなるだろう。

　戦いくさが落ち着けば、あるいは？

　そう思うが、そもそも騎き士し団がこの劣れつ勢せいを挽ばん回かいできるのかどうかが問題だった。

　アッバスの町を取り仕切るポドロフ家は、特に懐かい疑ぎ的だった。それは決して騎士団に対する反感や恨うらみによる偏へん見けんではなく、北の地という土地柄がら、たくさんの逃とう亡ぼう者が通り過ぎて行ったのを見てきた経験からのようだった。

　南から逃にげ延びて来た者の中で最も多いのは、新しい神を見つけたと主張しては、異い端たん審しん問もん官に追われている異端者だったそうだ。彼らは自分たちの救い主を見つけたと主張しているにもかかわらず、誰だれも助けてくれずに結局はこんな土地にまでやって来る。

　大きなものというのは簡単には覆くつがえらず、世界は決してひっくり返らないのだ、という事例をたくさん見てきたという。つまらないといえばつまらないが、それが世の真実なのだろう。

　となれば、この世で最も大きいものから異端と宣告された騎士団が勝利するのは、絶望的に思える。火の薬と火か炎えん放射器程度では多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいはいかんともしがたく、これまで山ほど生まれては消えていった異端の一つにすぎなくなる可能性が高い。

　だとすれば、アイルゼンの頼たのみに応じて戦いに参加するのは、自じ己こ犠ぎ牲せいの精神でもない限り馬ば鹿かげた行こう為いとしか思えない。いっそ、この騒さわぎに乗じて自由の身となるという選せん択たく肢しだって理り屈くつ的にはあり得るだろう。

　クースラが空を飛ぶ方法に惹ひかれるのは、そういう面もある。

　空を飛ぶというのは、自由の象しよう徴ちようでもあるのだから。

「この方法を無理に試ためしていれば、貴重な材料と時間を無む駄だに費ついやすかもしれない」

　クースラは、言った。

「だが、進む先にはなにかあるはずだ。なにより、実際に飛んでいる奴やつらがいるらしいんだからな」

　ウェランドも、ゆっくりとうなずいた。

「数ある夢見がちな錬れん金きん術じゆつ師の魔ま法ほうの中でも、空を飛ぶなんてのは格別だあね」

「では、どうする？　迷っている間にも時間は進む」

　イリーネに頼み、精せい巧こうな金属製の砂時計を作ってもらい、どうにかして火の薬をうまく火に注ぎ続けて高火力を維い持じできるように試すという方法も確かにある。なんなら、吹ふき上がる火をうまく制せい御ぎよするために、口の細い壺つぼのような容器も作ってもらうこともできる。

　問題は、火の薬は使い終えたら再補ほ充じゆうが今のところ難しいということだ。時間的な余よ裕ゆうがあれば可能だが、いつだって問題は時間なのだ。

「とりあえず、朝起きて寝ね床どこから出る時に、右足から下りるべきか左足から下りるべきかで悩なやむのは馬鹿げてらあね」

　ウェランドはからかうように笑っているが、錬金術師が迷めい妄もうの道に迷い込んでしまうのを避さけるこつは、結局その言葉に集約されている。

「いったん火の薬の利用は忘れよう。問題が多すぎる」

「それがいい。世の中、燃える物はたくさんあるからねえ」

　鳥のように羽ばたけないのなら、煙けむりを集めて飛ぶ方法が次善の策。

　それならば、燃やす物はなんだっていいのかもしれない。

「安易な道の先に、答えはないんだあね」

　軽かる口くちを叩たたくウェランドを鼻で笑っていなすが、同意してしまうのは、簡単に答えがわかっては面おも白しろくない、という気持ちもあったからだ。

「楽しいな。くそったれ」

　ウェランドはクースラの背中を叩くと、大笑いしたのだった。







　騎き士しが甲かつ冑ちゆうを脱ぬぐのを手伝い終えて、小こ娘むすめ二人とフィルが戻もどって来ると、その顔は浮かなかった。たぶん、彼女らなりに実験の難しさを理解して、その解決の糸いと口ぐちも見つからないことに沈しずんでいたのだろうが、部屋の様子を見た途と端たんに、そんな気分も吹ふき飛んだようだった。

「おい、さっさと準備しろ」

　荷物として持って来た、燃えそうな物がありったけ長机に並べてある。

　クースラたちがまったく諦あきらめていないことは、一目でわかったはずだ。

「燃やしたら蠟ろう燭そくよりもよく燃え、同時に火の薬よりかは扱あつかいやすいものを探すぞ」

「は、はい！」

　フェネシスは数すう瞬しゆん口を震ふるわせたかと思うと、とびっきりの嬉うれしそうな顔で返事をした。

「それじゃあ、私は工作のほうで貢こう献けんしようかしらね」

　イリーネは紙束と膠にかわを手に取って、そう言った。

「燃やしたら、蠟燭よりも燃える物、ですか」

　フィルは書しよ籍せきを専門に扱う商人で、その知識はクースラたちをはるかにしのぐ。

　うーむと唸うなってから、ポンと腹を叩いた。

「ここにいる商人たちが扱う物から、燃えそうな物を色々見繕つくろってきましょう」

「獣じゆう脂し、菜な種たね、蒸留酒？」

　クースラが指折り数えると、フィルが悪戯いたずらっぽくさらに指を折る。

「泥でい炭たんもありますし、ここには石炭もたまに運び込まれます」

「瀝れき青せいは？　持って来てるけど、量が少ないわよね」

　火か炎えん放射器を再現したイリーネが言う。

「この辺でも採とれるのか？」

　クースラが尋たずねると、フィルは悲しげに首を横に振ふる。

「聞いたことはありません。しかし……そうか。もしかしたら、あるのかもしれません」

「なに？」

　聞き返すクースラに、フィルは頭の中の本をめくるように、こめかみをこんこん叩たたいた。

「えーと……砂さ漠ばく地方に向かう遠えん隔かく地商人の記録を読んだことがあるんです。確かそこに、瀝れき青せいの泉に関する記述がありました。側そばに寄ればおよそこの世のものとは思えぬ臭しゆう気きが立ち込め、水面は虹にじ色いろに不気味に光っている。そんな泉の底からは、また不気味な泡あわがひっきりなしに立ち上ってきて……と」

　クースラもその手の話なら本で読んだことがあり、そういう泉があるのは知っている。だが、なぜ今そんなことを言うのか。

　そう思っていると、フィルは目を開いた。

「そう、泡が燃えるのですよ」

「泡が？」

「それならば、重さの問題は解決できませんか。白き者たちも、空を飛ぶ時にはそれを用いたのやも」

「確かに……燃える泡が手に入るのならそうだが……」

　クースラが呻うめくのは、フィルの言ったような瀝青の泉とは、はるか彼方かなたの砂漠地方にしか存在しないといわれているからだ。

「瀝青の泉のようなものがあったらすでに知られているだろう？　あるいは、あの大穴の原因が、その泉に火がついたせいだってんならわかるが」

　瀝青は燃料としても優ゆう秀しゆうだ。これだけ寒い地方で手に入るなら、その価値は計り知れない。

　見つかっていたが話題にならない、というのはあり得ない気がする。燃やすと特とく徴ちよう的な黒い煙けむりが上がるせいもあって、村や集落で使われていたら嫌いやでもばれてしまうだろう。

　フィルも意気消しよう沈ちんし、首を横に振ふった。

「聞いたことありません……。私が旅をした範はん囲いでも」

「だろうな」

　ただ、クースラはフィルの話から、一つ連想したことがあった。

　燃える空気ならば、確かに重さの問題は解決できる。

　そして、そういうものに一つだけ心当たりがあった。

「うーん……良い案だと思ったのですが……」

「いや、良い案だと思う。少なくとも、一つは試ためしたい物を思いついた」

「へ？」

　フィルのみならず、フェネシスやイリーネもクースラに視線を向ける。

　錬れん金きん術じゆつ師の引き出しは、無限に広いのだ。

「広場にたくさんの役えき畜ちくがいただろ。それに、毛皮の加工で動物の腹をかっ捌さばいてる」

「……まさか、魂たましいを集めて空を飛ぶとでも？」

　フィルの冗じよう談だんに、クースラはこう言った。

「燃料用の糞ふんを可能な限り集めて欲しい」

　フィルは、きょとんとクースラを見つめ返す。

「金がかかるか？」

「いえ、大した金額ではないでしょうが……燃料用の糞？」

　旅慣れているのだから今いま更さら驚おどろく代しろ物ものでもないだろうに、それでも不思議そうな顔をしていた。

「あれは泥でい炭たんよりも火力が弱いですが……」

「構わない。あればあるだけいい。おい、お前らも行って集めて来い」

　顎あごで指図された小こ娘むすめ二人は、明らかに身を引いて顔をしかめている。それは居い丈たけ高だかに命じられたせいなのか、それとも花も恥はじらう乙女おとめになにをさせるんだ、という怒いかりなのか。

「工こう房ぼうで汚よごれ仕事を嫌いやがってたら、錬れん金きん術じゆつ師の見習いはできないぞ」

「私は鍛か冶じ職人よ！」

　イリーネが抗こう議ぎをすると、フェネシスが置いて行かれた子こ猫ねこのような顔をする。

「わ、私は……」

　ごにょごにょと言い訳を口にしようとしたが、クースラはそんなフェネシスを正面から睨にらみつける。自分の呪のろわれた血のことでうつむいている顔は見たくないが、こういうものなら悪くない。

「錬金術師の相棒見習い、だろ？」

「……」

　フェネシスは獣けものの耳をしょげさせて、口も耳みたいに三角になっていた。

　出会ったばかりの頃ころ、意地悪して似たようなことをさせたのを思い出した。

「さっさとしろ。こうしてぐずぐずしている間に、アイルゼンから使いがやって来て連れ戻もどされるかもしれない」

「うう……イリーネさん……」

　フェネシスが、せめてもの慰なぐさめとしてイリーネを道連れにしようとしたが、イリーネは取ってつけたような作り笑いだ。

「う……私は、ほら、紙かみ袋ぶくろを作らないと、あはは……」

「あうぅ」

「お前、旅に暮らしてたんなら牛糞や馬糞の焚たき火びなんぞ珍めずらしくなかっただろう」

　フェネシスは、それとこれとは話が別だ、という顔を向けてくる。脂あぶらの滴したたる肉の串くし焼やきは食べられても、豚ぶたの解体には卒そつ倒とうする乙女の精神構造がクースラには理解できない。

　だが、結局観念したらしい。

「わかり、ました……」

「ははは、大だい丈じよう夫ぶですよ。夏なら昏こん倒とうするくらい大変ですが。それに、この程度の苦労で錬金術師殿どのの奇き跡せきが見られるかもしれないのですから、お安いものです」

　フィルに肩かたを叩たたかれ、フェネシスはしょぼんとしたまま、自分を納なつ得とくさせるかのようにうなずいた。そんな様子のフェネシスが出て行くのを見送って、クースラは言った。

「まったく、あれで錬れん金きん術じゆつ師を目指すだと？」

「俺がいないとまだまだ駄だ目めだな、やれやれ」

　声こわ音ねを変えたウェランドの茶々に、クースラは冷たい目を向ける。

　ウェランドはにやにや笑っていたが、それ以上の追つい撃げきはしなかった。

　三分の一くらいは、図ず星ぼしだったからだ。

「けど、糞ふんなんてどうするんだよお。安くて便利なのは知ってるし、製せい錬れんに使うこともあるけど、フィルさんの言うとおりに火力としては弱いよねえ。そもそも、重い。今の課題は、重さのはずだけどよお？」

「瀝れき青せいの泉だよ」

「へえ？」

　わかったふうではなかったが、わからないことをわからないままに何度も聞くのは錬金術師の恥はじだとでも思ったのかもしれない。ウェランドはそれ以上尋たずねなかった。

「とりあえず、紙かみ袋ぶくろも燃えちまったからな。イリーネ」

「わ、わかってるわよ」

　フェネシスに汚よごれ仕事を押しつけた負い目があるのか、イリーネはばつが悪そうに言って、新しい紙袋の製作に取り掛かかる。ただ、力仕事ばかりかと思いきや、イリーネは手先も恐おそろしく器用だったので、フェネシスに任せるより話が早い。まさしく職人になるために生まれてきたような娘むすめだ。

「さて、俺たちはお上品に、別の軽くてよく燃える物を探してみよう」

「見習いじゃなくてよかったよお」

　おどけたウェランドに、クースラは肩をすくめただけだった。







　軽くてよく燃える物となれば、火ほ口くちになる物が真っ先に上がる。ガマの穂ほや、ある種の茸きのこ、よく洗って乾かん燥そうさせた海かい藻そうなどが該がい当とうする。しかし、どれも石を打ちつけた火花で燃えるとはいえ、火力そのものはさしたるものではないし、なにより量を集めるのが大変だった。

　クースラとウェランドは、石せき盤ばんに自分たちの知りうる限りの燃えやすそうな物を書き連ね、ああでもないこうでもないと議論していた。

　錬金術師や鍛か冶じ職人などが高温を扱あつかうことは少なくないが、基本的にその高温は腕わん力りよくに頼たよっている。なにも考えず、ひたすらに巨きよ大だいなふいごで空気を送り込めばどうにかなるからだ。結果、燃料がどうこうというより、ふいごの性能や、炉ろの形状にばかり注意がいく。

　空に浮かぶために、軽く、よく燃えて、しかも火力の強い燃料を探すなどというのは、神の摂せつ理りに反することで名高い錬れん金きん術じゆつ師でもなお、未み踏とうの領域だった。

「油は、うまくいかないんだったかねえ？」

「あれもでかい火にするには巨きよ大だいな鍋なべにいっぱい入れないとならないからな。うまくいかなかった、という話を聞いたことがある」

「うーん……」

　あちらを立てればこちらが立たずという見本のような話だが、白き者たちはこの天てん秤びんを見事に操作して、空に浮いたはずなのだ。方法は必ずどこかにある。フィルが言ったように、神が見つからないのは、神がどんな形をしているかわからないからで、神が存在しない証明になるわけではない。

「クースラはその点、案があるんだよねえ」

「思いつきの程度だがな」

「むーん……」

　ウェランドは唸うなり、石せき盤ばんを睨にらみつけている。それが正解だと決まったわけではないのだが、なにをするか見当もつかないのが悔くやしいのだろう。

　なにせ、動物の糞ふんを利用した燃料は安価でどこでも手に入るが、とにかく火力に乏とぼしく、焚たき火びで薪まきを節約する際に放ほうり込まれるのがせいぜいだ。しかも、ずしりと重い。なんとか紙かみ袋ぶくろを浮かせようと、火の薬の火力まであてにするこの実験には、あまりにも不ふ釣つり合あいだ。

　そうこうしていると、やがて扉とびらの外で物音がして、フィルとフェネシスが戻もどって来た。力仕事に慣れているらしいフィルはそうでもなかったが、重そうな頭ず陀だ袋ぶくろを肩かたに担かついでいたフェネシスは戸口に落とすように置いて、へたり込む。その後ろから、気を利きかして手伝いに同行したらしい護衛の騎き士しが、フェネシスの持っていた三倍の量の袋をどさどさと置いた。

「これだけあれば足りますか？」

　フィルは言いながら、手をぱんぱんと払はらう。その音を聞いて、フェネシスがハッとしたように手をはたいて、自分の服の匂においを嗅かいでいる。元修道女らしく清貧を旨むねとして、質実な振ふる舞まいを心がけているようで、意外にそういうところはお上品だ。

「十分だ。後は、でかい甕かめがいるな。できれば金属製がいい。地下室になかったか？」

「探して来ましょう。中身が空のものですよね？」

　単純な力仕事なら任せろ、とばかりに騎士が地下室に下りて行く。

　一方、へたり込んでいたフェネシスはようやく立ち上がり、苦笑するフィルや、やや申し訳なさそうなイリーネから労ねぎらわれている。ついでにクースラに向けた責めるような視線は、フィルと騎士がいれば自分は要いらなかったはずだ、という抗こう議ぎのものだろう。

　もちろん、クースラは無視した。

「ちょうどよさそうなものがありましたよ」

　ほどなく、騎士がフィルも入りそうなほど大きな鉄の甕を持って上がって来た。

「周りが少し焦こげていますが……なにに使うものですかねこれは。酒を入れたら鉄の味がつきそうだし」

「炭焼きとは別に、木からタールを採とるためのものだな」

　中に木材を入れ、穴の中に置いて周りを薪まきで取り囲み、上から蓋ふたをして蒸むし焼やきにする。

　木材は燃えないように蒸し焼きにすると、有用な液体が色々染しみ出してくるのだ。

「この中に糞ふんをすべて入れて……と」

　クースラが袋ふくろの中身を甕かめに空けていくと、騎き士しとフィルも手伝ってくれる。

　袋の中身は、牛や騾ら馬ばの糞がほとんどだった。

「たまにこの匂においを嗅かぐと妙みようにほっとするな。ガキの頃ころに手伝った農作業を思い出す」

　手ぬぐいやらで鼻を押さえている小こ娘むすめどもを尻しり目めに、どさどさと中身を甕の中に空けながらクースラは言った。

「我々も戦いくさで使いますから、落ち着きますな」

　騎士が相あい槌づちを打つ。

「乗馬や輜し重ちよう隊の荷車を引く馬のものか」

「ええ。ですから、この匂いを嗅ぐと戦場に来たのだ、という感じがします」

　頑がん固こで無口、実直そうな騎士がにやりと笑う。伝説の天使たちの技術を解明できるかというのは、なるほど、彼らとの知ち恵えを競きそう戦いくさといえなくもない。

　そんな話をしていたら、大きな甕の半分ほどが埋うまる。

　錬れん金きん術じゆつ師が妙みようなことをするのはいつものことだが、今度のは特に妙だぞ、とばかりの顔でイリーネやフェネシスが遠巻きに見ている。あるいは、単に穢けがれを知らない乙女おとめぶっているだけかもしれないが、粗そ野やな騎士たちは興味津しん々しんだった。

「ここに、あれを……あったあった」

「粘ねん土ど？」

　ウェランドが首を捻ひねっている。炭焼き小屋には必ひつ須すの道具であり、これで窯かまの空気を遮しや断だんして、蒸し焼きにするのだ。クースラはその粘土で甕に蓋をした。

「よし、これはこのままでいい。次は、袋だ」

「袋ならそこにいくらでもあるじゃない」

　イリーネが指したのは、糞を運んで来た麻あさ袋だった。

「いや、水を漏もらさないようなやつがいい。フィルさん、もう一度、ひとっ走り毛皮の加工場に走ってくれないか」

「それは構いませんが、なにをご入り用で？」

　クースラは、にやりと笑う。

「内臓だよ」

　糞を詰つめた鉄の甕に内臓とくると、いよいよ錬金術師らしい怪あやしげな組み合わせだったが、クースラが欲しいのはそんなに物ぶつ騒そうなものではなかった。

「膀ぼう胱こうが欲しい。なるべく大きな」

「ふむ？　筏いかだでも作るのですか？　それとも、紙かみ袋ぶくろの代わりに？」

「いや、そのどちらでもない。ふいごみたいなものだ」

　その説明は、余計に皆みなを混乱させたようだった。

　クースラはその様にひとしきり優ゆう越えつ感を味わった後、苦笑した。

「いちいち気にするな。失敗した時、俺の立つ瀬せがないだろ」

　すると、全員がきょとんとしてクースラを見た。クースラは思わぬ反応にたじろいだが、最初にくすりと笑ったのはイリーネだった。

「まあ、そりゃそうよね。でもさ」

　と、イリーネはフェネシスに話しかけるように続けた。

「次はなにをしでかしてくれるんだろうって、つい気になっちゃうわ。ねえ？」

　フェネシスはイリーネに向かってこくこくとうなずいた後、クースラにも倍の量をうなずいた。

「お前は感心してる場合じゃないだろ」

　クースラがフェネシスに冷たい目を向けると、背中に氷水を入れられたように首をすくめた。

　そもそも、まるで魔ま法ほうだと思われることは、大たい抵ていがろくな結果にならない。やたらと奇き跡せきを期待されるようになったり、怪あやしげな奴やつらだと白い目で見られ、ひどい時には直接的な迫はく害がいを受けるからだ。

　しかし、誰だれも予想もしなかったようなことをして、夢想だにしなかった結果を導くのが、錬れん金きん術じゆつ師の本ほん懐かいだろう。

　その意味では、いい線いっているのかもしれない。

「ふん」

　クースラは鼻を鳴らし、粘ねん土どで蓋ふたをした甕かめを見下ろして、言う。

「後は魔法の祈いのりと共に、熟じゆく成せいするのを待つだけだ」

　白き者たちの前にかすみがちだった錬金術師の矜きよう持じを示すには、これくらいの外け連れん味みがちょうどよかった。







　蓋をした甕は、炉ろの熱が軽く届くような距きよ離りに置いて、しばらく放ほうっておいた。

　護衛の騎き士したちは、一人が外に見張りに立ち、二人はその甕の中から悪魔が飛び出さないかとばかりに見張っていた。おそらくは生まれて初めて目まの当あたりにする錬金術師の作業が気になって仕方がないのだろう。

　なんにせよ見張ってくれているのならクースラとしては助かるので、あまり熱くなりすぎるようだったら少し距離を離はなしてくれ、と言いおいてしばしの休きゆう憩けいに入った。

　その間にもっと別の方法もないかと頭を捻ひねりたかったが、出てくるのは欠伸あくびばかりで、目の奥にもかゆみに似た痺しびれがある。眠ねむ気け、というやつだ。

　アッバスでは毒を盛られ、大おお騒さわぎの果てにここまでやって来た。気も張り続けていたし、旅の疲つかれも溜たまっている。時刻はもうそろそろ昼かという、一番眠くなる時間だ。ウェランドもクースラに負けじとなにかしらの案を出そうと頭を捻っていたが、不ふ貞て腐くされたように腕うでを組んだまま動かないのは、寝ねているのだろう。

　イリーネとフェネシスの二人は、先ほどまで大きな紙かみ袋ぶくろを作っていたが、時折すんすんと鼻を鳴らしては困こん惑わく気味の視線を炉ろのほうに向けていた。いくら蓋ふたをしていても、温めているので臭においが漏もれている。やがて耐たえ切れなくなったのか、紙袋が完成すると二人とも小屋の外に行ってしまった。

　あるいは、小こ娘むすめ二人で話したいことでもあるのかもしれない。フェネシスは気き丈じように振ふる舞まってはいるが、ここは白き者たちが滅ほろぼした土地であり、そこにはフェネシスが散々苦しめられた、呪のろい、という言葉も尾おを引いて残っている。色々思うところがあるはずなのだ。そういう時、イリーネならばきっとうまくフェネシスの相手をしてくれるだろう。

　そんなことを考えていると、ふと、自分だけで工こう房ぼうのすべてを回し、自分だけのことを気にかけていればよかった生活が、もうおそろしく前のことのように思えてしまう。

　人は大きく、簡単に変わるらしい。

　望むらくは、その変化が良い方向に向かうことだが、今のところはどうか。

　クースラはしばし記き憶おくを探さぐり、少なくとも楽しくはある、と思った。自分が他人との他愛たわいのないやり取りを楽しめるなんて、今でもあまり信じられないが、このまま何事もなく、平へい穏おん無事に進んでくれればと思う。

　となると、やはり一番の懸け念ねんはアイルゼンと、騎き士し団が巻き込まれている戦乱になる。

　クースラたちが白き者たちの技術を手に入れている以上、アイルゼンは必ずクースラたちを戦線に加えるはずだ。たとえ、クースラたちがそれを望まなくとも。

「これも呪いだな」

　クースラは呟つぶやき、ふと、ひとつの可能性に思い至った。白き者たちはどこの土地にも居着けなかったのではなく、追われていたのではないか、と。追っていたのは彼らの技術をどうしても欲しがった権力者かもしれないし、極きよく端たんに神聖視した狂きよう信しん者たちかもしれない。そう考えていくと、クースラはどうしてもフェネシスと出会った時のことを思い出さずにはいられなかった。

　フェネシスは白き者、つまり呪われた民たみとして、彼らと関かかわれば関わった者までもが異端と見なされる、いわば疫えき病びようのような存在として利用されていた。

　異端の思想は異端者と関わることで伝染する、という発想によるものだが、それは技術もまた同様ではないのか。白き者たちと関わった者たちは、白き者たちから技術を受け取ったはずだとして、様々な目に遭あったのではないか。そして白き者たちは、そのことに責任を感じていたのではないか……。

　もちろん、すべてが推すい測そくの域を出はしないが、そう考えると彼らにまつわる話に、ひとつの解かい釈しやくを与あたえることができる。

　つまり、彼らの行方ゆくえがわからないのは、彼らが自ら行方をくらましたからであり、そのために空を飛ぶ必要があった、と。

「ならば、爆ばく発はつは？」

　口の中で呟つぶやくと、騎き士しがちらりと視線を寄よ越こしてきたが、クースラはじっと考えの中に浸ひたっていた。

　もっとも考えられるのは、攪かく乱らんだ。町を大混乱に陥おとしいれたうえで空を飛んで逃にげたのなら、もはや誰だれにも追いかけられないだろう。

　問題は、攪乱にしてはあまりにも被ひ害がいが甚じん大だいすぎるのではないか、ということだろうか。

　彼らが威い力りよくの調整もせずにそういうことをするだろうか？　そもそも攪乱のために町を壊かい滅めつさせるのなら、へたに残さず完かん璧ぺきに消滅させればいい。伝説としてすら残らなかっただろう。

　とはいえ、道筋としては悪くないと思った。火の薬を用いて壊滅的な損害を追っ手に与あたえ、追つい撃げきを断念させたうえで空を飛んで逃げる。

　あり得る話だ。

　それならば、新しくアッバスを再建した者たちが、白き者たちの力を手に入れようと画策していたらしいことにも納なつ得とくがいく。彼らは突とつ然ぜん破滅を与えられた無む辜この民たみではなく、白き者たちの技術に対する貪どん欲よくさのため、しっぺ返しを食らったのだと考えられるからだ。そして、歴史を紡つむぐ者たちが話を都合よく捻ねじ曲げるのはいつものことだから、白き者たちが町を滅ほろぼした事情は書き残さず、まるで彼らが気き紛まぐれで町を滅ぼしたようにした。

　どいつもこいつも自分勝手でくそったれな世の中には相応ふさわしい話といえる。

　だが、もしもこの考えが正しいのなら……とクースラは思う。白き者たちの伝説に深く関かかわってしまった自分たちもまた、同じような目に遭うのではないだろうか、と。

　その兆候はすでにある。アッバスでは、白き者たちの技術の凄すさまじい威力に目がくらんだ密みつ偵ていたちによって、あわや殺されかけるところだった。技術そのものは善でも悪でもなくとも、人がそれを公平に見るとは限らない。なにせ、クースラでさえ、白き者たちがこの土地にもたらした結果を目まの当あたりにした時、冷静ではいられなかったのだから。

　クースラは神経質そうに、親指の爪つめをかじる。自分たちはあまりにも無防備すぎるのではないか、と不安になってきた。あのサイラスだって、本当に味方かどうかわかったものではない。

　そして、クースラは顔を上げた。小こ娘むすめどもは外に行ったまま、帰って来ていない。小屋の近くで話をするにせよ、集落の中心部に行くにせよ、護衛の騎士を連れて行っただろうか？

　心配のしすぎだ、とも思うが、なにかが起こってからでは遅おそいのだと、ついこの間に学んだばかりだ。

　クースラが椅い子すから立ち上がりかけた、まさにその時だった。

　外から悲鳴が聞こえてきた。

　クースラは考えるより早く、部屋にいた騎き士したちよりも早く、腰こしの短たん剣けんを抜ぬいて外に飛び出した。

「どうした！」

　フェネシスを密みつ偵ていにさらわれた時の恐きよう怖ふと怒いかりが、一気に血管を駆かけ巡めぐる。

　その直後、何者かに頭を殴なぐられた。

「っ!?」

　反射的にそちらを振ふり向き、クースラは目にしたものがなんなのか、しばらく理解ができなかった。

　しっかりと相手と目が合っていたのに、それが誰だれだかいまいち認にん識しきできなかった。たぶん、なにが起こっているのかまったくわからなかったからだ。

　目が合ったままのフェネシスは、真っ赤になった手に雪玉を握にぎりしめ、思い切り振りかぶったままの姿勢で固まっていた。

「お、前……ぶわっ!?」

　クースラが呻うめくや否いなや、今度は顔に直ちよく撃げきを食らった。

「あはははは、さすが騎士さんね！　錬れん金きん術じゆつ師も形無しよ！」

　腹を抱かかえて笑うイリーネの隣となりで、外を見張っていたはずの騎士が申し訳なさそうな顔をしていた。

「ほら、ほら、もっとやっちゃって。ウルちゃんも！」

　イリーネはそう言って、普ふ段だんの憂うさ晴ばらしとばかりに雪玉を投げてくる。

「おい、お前ら！」

　クースラの怒ど声せいなどかけらも気にせず、イリーネは雪玉を投げてくる。防戦に徹てつしていると、別方向からも雪玉が飛んできた。それはクースラには届かず足元で落ちたのだが、クースラにとっては頭に当たったよりもある意味衝しよう撃げき的だった。

　その雪玉は、フェネシスが投げたのだから。

「……なに笑ってやがる」

　クースラがフェネシスに向けて言葉を絞しぼり出すと、フェネシスはたじろぎつつも、しゃがんで雪を集めてせっせと握る。口元だけが、ひくひくと笑っている。そして、また雪玉を不器用に放ほうり投げてきた。

　今度は心底楽しそうに笑って、雪玉がまっすぐ飛ばないくらいだった。

「そうよ、やっちゃいなさい！」

　イリーネが発破をかけて、どんどんクースラに雪玉を投げてくる。こっちは腕わん力りよくもあるのでたちが悪い。小こ娘むすめ二人は実に楽しそうだったが、猛もう烈れつに湧わき上がってきたのは、怒いかりだった。

　人がどれだけあれこれ頭を悩なやまし、心配していると思っているのか。

　付き合ってられるか、とクースラが部屋に戻もどろうとした瞬しゆん間かんだ。

「ぐあ!!」

　背中に思いきり雪を詰つめ込まれた。あまりのことにのけぞって雪の上に倒たおれ込む。

　見上げれば、ウェランドが思い切り意地悪そうな顔をして、にやにや笑っていた。

「楽しそうなことしてるじゃないかよおおおお」

　そして、がばっと四よつん這ばいになると両腕うでで集められるだけ雪を集めて、普ふ段だんは大きな金かな槌づちで鉄を打っている腕わん力りよくで雪玉を作り、思い切り振ふりかぶって投げつけた。

「ウ、ウェランドさん、ずる──きゃあ！」

　頭よりも大きな雪玉が、逃にげ遅おくれたイリーネの顔に直ちよく撃げきし、蛙かえるのように無様にひっくり返っていた。

「んふっふっふ」

　舌なめずりせんばかりに得意げなウェランドは、戸口から呆あきれたように顔を覗のぞかせている護衛二人を振り向いた。

「今からあいつらをぎゃふんと言わせるから、手伝いなよお！」

　正気ですか、と護衛二人は顔を見合わせていたが、ウェランドが雄お叫たけびを上げながら新たな雪玉を投げるために走り出したのを見て、本気なのだと理解したらしい。

　錬れん金きん術じゆつ師の奇き行こうに呆れつつも、もう一人の護衛がすっころんだイリーネに手を貸して起き上がらせ、そこにウェランドの雪玉が襲おそいかかり、フェネシスが大笑いしているのを見たら、どうでもよくなったのかもしれない。

　楽しんだ者が勝ちだ、とばかりに腕まくりをしていた。

「戦いくさ事ごとで手加減はしませんぞ！」

　フェネシスの頭くらいならすっぽり収まりそうな大きな手で、雪玉を作り始める。一方、イリーネと別の護衛はフェネシスと合流し、フェネシスがせっせと作った雪玉を受け取り、ウェランドに反撃する。

　クースラはそんな様子を見ながら、背中に入れられた雪を服の隙すき間まからかき出し、大きなため息をつく。

「くそ……阿あ呆ほうどもが……」

　連中の無む邪じや気きさに腹が立つ。俺はこんなにもあれこれ考えているのに、なんだそれは？　と。

　第一、こんなことをしている暇ひまがあるのなら一つでも実験をしたほうがいい。あるいは、集落に残っている、村の壊かい滅めつ当時から続く家系の人間のところに、天使の伝説について改めて聴ちよう取しゆしに行くことだってできるだろう。やるべきことはいくらだってあり、時間は限られている。

　苦々しげに顔を歪ゆがめていると、ウェランドが山なりに放ほうり投げた雪玉を避よけるために、イリーネやフェネシスが頭を押さえながら散り散りに逃にげた。直後、どんくさいフェネシスが転んで、顔から雪の中に突つっ込んでいた。

　クースラは思わず助けようと足が動きかけたのだが、イリーネは驚おどろきつつも大笑いしているし、ウェランドは転んだフェネシスの背中に雪玉をどんどんぶつけている。転んだままのフェネシスはもぞもぞと雪の上で動き、ごろんとひっくり返ると体を丸めて笑っていて、ウェランドからの雪玉が当たるたびに、きゃあきゃあ騒さわいでいる。

　生き真ま面じ目めで、おとなしく、からかったり意地悪したりしなければ変な見み栄えや意地を張ることもなく、どちらかといえばおしとやかで楚そ々そとして物静かな少女。

　そう思っていたのに、フェネシスは雪の上で大口を開けて、のた打ち回るように笑っている。

　あんなふうに笑えるのか、とクースラはなぜか自分が動どう揺ようしているのに気がついた。

　フェネシスがようやく起き上がり、髪かみの毛はぼさぼさでも目を爛らん々らんと輝かがやかせ、なお笑いを堪こらえるために下した唇くちびるを嚙かみしめながら雪玉を作ってウェランドのほうに放ほうり投げた瞬しゆん間かん、居ても立ってもいられなくなった。

　あんなに楽しそうな顔を、自分以外の奴やつらに向けている。

　フェネシスの雪玉はウェランドの手前で落ちるが、ウェランドは心得たもので、大おお袈げ裟さに避よける。イリーネからの雪玉は、きっと避けられたろうに、わざと食らう。小こ娘むすめたちはウェランドがやられる様に大喜びだ。騎き士したちも殊こと更さら大きな雪玉を作っては、山なりに放り投げ、イリーネやフェネシスが悲鳴を上げながら逃げるのを見て笑っていた。

　クースラは、そんな様子を前に、立ち尽つくす。どうしたらいいのかわからなかった。理り屈くつでは連中をたしなめ、今すぐ実験に戻もどらせるべきだったが、そうできなかった。なぜかといえば、あまりに屈くつ辱じよく的で認めたくなかった。

　しかし、クースラがそんな理性と感情の狭はざ間まで立ち尽くしていた時だ。

　荒あらい息いき遣づかいの後、短い悲鳴が聞こえ、誰だれかが背中にぶつかった。

「はあ、はあ、ひゃあ！」

「おおお、ウルちゃん、ずるいよおお」

「ず、ずるくないです！」

　息も絶え絶えなフェネシスが、クースラを盾たてにする格好で背中にしがみついている。クースラの前方では、フェネシスを追いかけて来たらしいウェランドが、雪玉を手の中で固めていた。

「まあ、いいよお。クースラとはいつか決着をつけないとならなかったからねえ」

「お、おい」

「覚かく悟ごしろよお、特大のをお見み舞まいするからよお」

　ウェランドは言うと、四よつん這ばいになってさらに雪をかき集めだす。対するクースラは動けない。理性と感情の折り合いをつけられず、突とつ然ぜん原っぱの真ん中に放り出されたモグラのように固まっていた。

「おい、お前──」

　クースラはフェネシスを振ふり返る。そうする以外にどうしたらいいかわからなかったからだ。それに、フェネシスだって訳もわからずここに逃にげて来て、不ふ機き嫌げんそうな自分の顔を見れば、間ま違ちがった場所に来てしまったことを悟さとるはずだ。

　目を見開いて、驚おどろいて、少し悲しげな顔をするだろう。この先のことをもっと真しん剣けんに考えろ、と頭の固いことを言う自分に失望するだろう。だが、もう二度とフェネシスが危険な目や辛つらい目に遭あわないようにするのならば、そのくらいの気構えが必要だ。

　そして、振り向いた直後、驚かされたのはクースラのほうだった。自分のことを見上げていた緑色の瞳ひとみが、はっきりと意志を持っていたのだから。

　フェネシスは夢中になって、はしゃぎ回った結果、たまたまここに来たのではない。

　茫ぼう然ぜんとするクースラに、フェネシスは優やさしげに微笑ほほえみかける。上気した頰ほおと、汗あせと雪で濡ぬれた前まえ髪がみが妙みように艶なまめかしく、その確信に満ちた目から、明らかだった。

　フェネシスは、自分のことを誘さそいに来たのだ、と。

「助けてください」

　笑え顔がおで言う。

「あなたは相棒じゃないですか」

　くすぐったそうに、悪戯いたずらのおまけだとばかりにフェネシスが笑うと、柔やわらかそうな頰がぷっくりと丸くなる。クースラは、いつの間にか困ったように笑っていた。そうするほかなかったからだ。
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　それを見上げたフェネシスの笑え顔がおに、得意げな色が混じる。

　くそったれ、と思った。

　本当に欲しいのは、未来の安あん穏のんな工こう房ぼうの日常ではない。

　本当に欲しいのは、この、目の前の笑顔なのだ。

「雪をかき集めろ」

　袖そでをまくり上げた。

「反はん撃げきだ」

「はい！」

　フェネシスは耳をピンと立てて、大きく返事をしたのだった。







「へくちっ！」

　びしょ濡ぬれの髪の毛を拭ふいてやっていると、手ぬぐいの下から蛙かえるがしゃっくりしたようなくしゃみが聞こえた。服を着き替がえ、鉄の製せい錬れん級に薪まきをくべた炉ろの前で体を縮め、震ふるえているフェネシスだ。

「はしゃぎすぎだ」

　冷たく言うが、いつもなら身を縮めるフェネシスはあまり応こたえていない。手ぬぐいの下でもぞりと体をねじってこちらを見上げると、悪びれずに笑っている。真っ青になった唇くちびるが、まるでおとぎ話の悪い魔ま女じよのようだ。

「楽しかったです」

　挙あげ句くに、そんなことを言う。しょげているだけの自分ではない、ということもあろうが、楽しかったのも噓うそではないだろう。

　クースラは、手ぬぐいをばさりとその顔にかけた。

「俺もだよ」

　あれこれ心配し、暗くなっていた自分が馬ば鹿かに思えてくる。真しん剣けんに考えることと、深刻になることは別物なのだ。ただ、白き者を巡めぐる話にフェネシスが落ち込んでいないらしいとわかり、それだけはほっとした。

　手ぬぐいの下ではフェネシスがくすくすと笑い、へくち、とまたくしゃみをしていた。

「あ～遊んだねえ」

　そう言いながら炭焼き小屋に入って来たのは、上半身裸はだかのウェランドだ。外で服を絞しぼらなければならないほどびしょ濡ぬれだったのに、こちらは平気な顔をしている。イリーネも似たようなもので、普ふ段だんから力仕事に従事していると、こういうところに違ちがいが出るらしかった。

「紐ひもをつり終わったので、濡ぬれたものはこちらで乾かわかしますよ」

　隣となりの部屋から顔を出したのは、騎き士しの一人だった。隣の部屋には壁かべに埋うめ込む炉ろではなく、周りを石で囲っただけの火ほ床どがある。そこでも火をおこして、その上に紐ひもをつって物干し場にしてくれていた。

「頼たのむよお」

「騎士の見習い時代、散々雑用させられたことを思い出しますな」

　クースラでさえ、笑ってしまう。しばらくの間、誰だれも彼もが子供に戻もどっていた。

　そして、あの輪の中に飛び込むのをためらっていた自分を引き込んでくれたのは、まさに子供から大人になろうかという少女なのだ。もしかしたら自分は、自分が思っているほど大人ではないのかもしれない、とクースラは思った。

　それが悔くやしいような、嬉うれしいような、霜しも焼やけになった足の指を搔かく時のようで、ため息をついてから、手ぬぐいごとフェネシスの頭をさらにわしわしと撫なでた。

「んで、クースラよお、これはいつまでここに置いとくんだよお」

　ウェランドが言いながら、こん、と鉄製の大きな甕かめを爪つま先さきで小こ突づいた。

「鼻が馬ば鹿かになって気にならなくなってるけど、たぶん、厩きゆう舎しやもかくやって感じだあね」

　雪合戦に夢中になっていた間、牛や騾ら馬ばの糞ふんが詰つまった甕は炉の前でたっぷり温められている。さぞ熟じゆく成せいされていることだろう。

「今いま更さらそんな上品なことを気にするのか？」

　クースラが言い返すと、手の下でフェネシスがもぞもぞしていた。自分自身の匂においを不安げに嗅かいでいるのだろう。

「まあ、そろそろいい頃ころ合あいだ」

　雪合戦で気が晴れたせいか、体中にやる気が満ち満ちている。新しい技術の開発に挑いどむという純じゆん粋すいな喜びに、体が軽く感じるほどだ。

　クースラはフェネシスから手を離はなし、実験の準備をしたまま放ほうったらかしにしていた長机の上から、道具をいくつか見繕つくろう。イリーネの作ってくれた紙かみ袋ぶくろに、蒸留器に使う鉄製の管を数本と、蠟ろう燭そくには火をつけて燭しよく台だいに立てて、一ひと摑つかみの粘ねん土どに、クースラたちが大はしゃぎしている間にお使いに行っていたフィルが買って来てくれた、鹿しかかなにかの膀ぼう胱こうも持った。

「うーん……相変わらずわからないよお……」

　クースラが手に取る物を見て、ウェランドが唸うなっている。次々積み上がる道具を前に、フェネシスも当然わからないようで首を捻ひねっていた。

「こんなもんだろ。甕を外に出してくれ」

「俺があ？」

　騎士たちはせっせと服を干したり、遊び呆ほうけていたクースラたちのために昼食の準備をするフィルを手伝ったりしている。ウェランドは面めん倒どうそうにしながらも、てきぱきと甕を外に運んでくれた。

　なにが起こるかわからないので、楽しみなのだろう。

「んで、どうするんだよお」

　さっきまでの大おお騒さわぎの余よ韻いんを残した雪の上にどすんと置いて、ウェランドは言った。

　イリーネも遅おくれて建物から出て来て、「寒い！」と身み震ぶるいしていた。

「まずはこの膀ぼう胱こうを……イリーネ！」

「なによ」

「これ、片方の穴を糸で縫ぬって来てくれ。空気が漏もれないように」

「は～？　私はあんたの雑用係じゃないんだけど」

「こいつだと穴だらけにしそうだからな」

　クースラがフェネシスを指差すと、フェネシスは心外だという顔をしていたが、だからといって膀胱を受け取ろうとはしない。たぶん、できないとわかっているのだろう。

「仕方ないわねえ」

「片方を塞ふさぐだけで構わない」

「葡ぶ萄どう酒しゆ用の袋ふくろを作る感じ？」

「ああ」

　動物の胃袋や膀胱は、なによりも優すぐれた耐たい水すい性の袋になる。特に膀胱は伸しん縮しゆく性が優れていて、動物によってはかなりの大きさになることから川を渡わたったりするための浮き袋にも使われる。

　空を飛ぶための実験に使うにはうってつけだろう。

「ちょっと待ってて」

　イリーネが踵きびすを返すのを見送ってから、クースラは準備に取り掛かかる。鉄製の管を一本手に取り、甕かめの口を塞ぐ粘ねん土どに差し込んでいく。中まで通ったら、すぐに管の出口を粘土で塞ぐ。そして、蠟ろう燭そくを手に取ると、ゆらゆらと揺ゆれる火を管の先せん端たんに近づける。

　それから、管の蓋ふたとした粘土を剝はがした、瞬しゆん間かんだ。

「あ！」

　フェネシスが声を上げた。

　鉄製の管から吹き出した空気に、火がついた。

「十分だな」

　クースラは粘土を摑つかんで管に蓋をして、吹き出る火を消した。

「……そんなことができるのかよお」

　ウェランドが、悔くやしそうに目を眇すがめていた。

「瀝れき青せいの泉の話で思い出したんだよ。それに、これを知ったのもたまたまだ。製せい錬れん用の炉ろに牛の糞ふんをくべた後、残ったものが臭くさくて適当に甕に突つっ込んで蓋をしておいて、そのまま忘れてな。何日か経たって、妙みように工こう房ぼうが臭いがなにが原因だと蠟燭を片手に探してて、ぼっ！」

　クースラが両手を広げると、フェネシスは今まさにそこで火の手が上がったようにたじろいでいた。

「使った物はきちんと片づけろって良い教訓だが、怪け我がの功こう名みようでもあったわけだ」

「ってことは、燃料用の糞ふんからはこの燃える空気が湧わいてきて、それが燃えるってことかあ」

「火力は大したことないがな。軽さはまさしく空気のごとく、だろ」

　ウェランドは肩かたをすくめていた。

　そこにイリーネが、手早く縫ぬった膀ぼう胱こうを手に戻もどって来た。

「はい、できたわよ。で、どんな魔ま法ほうを見せてくれるのかしら？」

「見てのお楽しみってやつだ」

　クースラは膀胱を受け取ると、中に空気を吹ふき入れてみて、漏もれ出ないかを確かめる。

　大だい丈じよう夫ぶそうだったので、いったん入れた空気をすべて押し出してから、鉄製の管の先せん端たんの粘ねん土どを剝はがし、膀胱に差し込んだ。それから膀胱をゆっくり引っ張って広げ、甕かめの中に溜たまっていた燃える空気をたっぷり吸い込ませた。

　ひとしきり膨ふくらませたら、フェネシスに目配せをして呼び寄せる。

「膀胱を外したら管に蓋ふたをしろ」

　膀胱を取り外すと、フェネシスは怪け我が人にんの傷口を押さえるかのような真しん剣けんな顔で管に蓋をするが、単に臭くさいのが嫌いやだったのかもしれない。

　そして、クースラは膨らんだ膀胱を片手に持ち、もう片方に紙かみ袋ぶくろを持って、その口同士を向かい合わせにした。

「さて、うまくいくかね」

　膀胱の中の空気を紙袋に送り込み、紙袋の口を閉じたら膀胱を置いて、蠟ろう燭そくを手に取る。

　少し離はなれたところで様子を眺ながめていた騎き士しも含ふくめて、全員がクースラに注目していた。

「空を飛ぶ奇き跡せきの瞬しゆん間かんだ」

　クースラは、紙袋の口をそっと開け、蠟燭の火を近づけた。

　大失敗だとわかるのは、それからまばたき一回分後のことだった。
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　昼飯は、フィルが特製の鹿しか肉にくのスープを作ってくれた。さすが遠えん隔かく地ち貿易に携たずさわる商会の人間らしく、贅ぜい沢たくなほど胡こ椒しようをたっぷりきかせてあって、体が温まる以上に顔に汗あせをかいた。

　クースラはスープをすすりながら、額に浮いた汗を指で拭ぬぐう。

　そして、縮れた前まえ髪がみをつまんで見つめ、ため息をついた。

「その程度ですんでよかったあね」

　そう言ったのはウェランドだ。その隣となりでは、木き串ぐしに兎うさぎの肉を刺さして炉ろの中に差し込んでいるイリーネが、笑ってはいけないけれど、というような顔をして笑っていた。

「私も心臓が止まるかと思ったけど」

「……本当に、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　フェネシスが心配そうに声をかけてきて、クースラは余計にがっくりしてしまう。

　あれだけ自信満々にやっておきながら、実験は完かん璧ぺきなまでの失敗だったのだ。

「何事かと思いましたよ」

　フィルは器うつわを空にして、次の一いつ杯ぱいをよそいながら言った。

「昼食の食材を買い求めて戻もどって来たら、火球が空に浮かんでいるのですから。白き者たちの再来かと」

　その言い方は、大おお袈げ裟さなものではなかった。

　クースラは、紙かみ袋ぶくろに臭しゆう気きを溜ためて火をつければ、下からゆっくり燃えながらふわふわと漂ただよっていくものだと思っていた。最終的には紙かみ袋ぶくろに燃え移って焼け落ちてしまうだろうが、そのあたりは紙袋への供給の仕方で解決できるだろうと思った。少なくとも、火の薬よりかは扱あつかいやすいだろうと。

　それが、予想もしなかった燃え方をしたのだ。

「……浮うわついて、完全に気が緩ゆるんでいた。新しい実験では、まず小さい規模から試ためすべきってのが基本中の基本だった……」

　戒いましめのように呟つぶやき、もう一度ため息をつく。雪合戦など生まれて初めてやって、酒でも飲んだのかと錯さつ覚かくするくらい楽しかった。世界が明るく見え、遠くまで見通せ、なんでもできる万能感に似たものすら感じていた。

　要するに、楽しすぎて気が大きくなっていた。

「まさかいっぺんに燃えるとはねえ」

「あれはあれで、綺き麗れいではあったけど」

　じうじうと脂あぶらを落として肉が焼けた串くしを手に取り、イリーネは皆みなに回しながら言った。

「怪け我が人にんが出なかったのが幸いでしたな」

　フィルの言うとおりだ。

「ただ、燃える空気ってのが瀝れき青せいの伝承以外にもあるんだあね」

「他ほかにもあるのかしら」

「探してみればあるかもしれないが……」

　クースラは小さく言って、目を閉じる。思い出すのは、火をつけた瞬しゆん間かんに背筋を凍こおらせた、自分が間ま違ちがったことをしてしまったという感覚だ。

　袋からたちまち火が吹ふき出す、というようなことはなかった代わりに、その火は滝たき壺つぼに水が吸い込まれるように中に入り込み、勢いよく膨ふくらんだ直後、火を吹きながら破けた。まばたき一回にも満たないわずかな時間の出来事だったろうに、その一瞬一瞬のことをまざまざと覚えている。

　これほどあからさまな失敗など、ここ何年も経験していなかった。

「うーん……でもあれは可能性があると思うんだよねえ」

　ウェランドは、器うつわの中のスープをぐるぐるかき混ぜている。

「要は、あの燃える空気をゆっくり紙袋とか軽い袋の下で燃やせればいいんだろお？」

「そうね。火の薬より断然扱いやすそう。なにより、原料の問題がないのがいいわよね」

「そうですね。牛や馬ならどこにでも必ずいますから」

　フィルの相あい槌づちにイリーネは満足そうにうなずきつつ、少し気まずそうに顎あごを引いた。

「ただ、お願いがあるとすれば、外でやって欲しいんだけど」

　硫い黄おうなどを扱い、時には腐ふ敗はい物ぶつをあえて作ることも多い錬れん金きん術じゆつ師には、あまり糞ふんの臭においも気にならない。皮なめしや、製錬過程の研究で糞を使うことも多い。だが、良き市民であって、農業にも畜ちく養ようにも縁えんがないイリーネにはやはり応こたえるのかもしれない。

　ウェランドはからかうこともなく、飄ひよう々ひようと肩かたをすくめた。

「俺はイリーネちゃんの味方だけど、クースラはどうだよお」

「外でやれば、前まえ髪がみが燃えても消しやすいですよ？」

　フェネシスが、意地悪げに笑いながら言ってくる。目の前で実験の大失敗が起こったのに、かけらも怯ひるんでいないし、それどころか楽しそうですらあった。

　しかし、クースラのほうはそうではない。ひとしきり奥歯を嚙かみしめた後に、肩かたを落とした。

「俺は……少し頭を冷やす。お前らだけでやってくれ」

「え？」

　フェネシスが、突つき放されたような顔をした。

「前髪ですんだのは、真実、運が良かっただけだ」

　フェネシスのみならず、ウェランドやイリーネもきょとんとしていた。人の良いフィルだけは、危険な目に遭あったのですから休んでください、とばかりに同情した顔でうなずいていた。

「俺は硫りゆう酸さんや塩酸のほうを調べる。火の薬を生み出すのと同じ根っこの代しろ物ものだからな。こっちも大事だろ」

　言い訳に近かったが、事実言い訳だ。クースラはスープをすすって器うつわで表情を隠かくした。

「ふーん」

　ウェランドはクースラの器で隠された心の奥を見透すかそうとするように目を細めたが、追つい及きゆうはしてこなかった。

「なら、まあ、外でやろうかねえ」

「我々もお手伝いいたしますよ」

　律りち儀ぎに部屋の隅すみで立ったまま食事をしている護衛の面々が、任せろとばかりに胸を張る。

　体を張ることこそ我らが役目、ということなのだろう。

「それなら寂さびしくないから助かるよお」

　ウェランドがおどけると、さざ波のような笑いが起こったが、その場で笑っていなかったのは二人。一人はもちろんクースラで、それと、フェネシスだった。

「んじゃ早さつ速そくやろうかねえ」

「え、今からですか？」

　護衛の騎き士しが驚おどろいてそう言った。雪道を四日もかけて歩いて来て、今日は特に朝早くから出発した。それから大おお騒さわぎの雪合戦をしたのだから、遅おそい昼食後はさすがに一休み、とでも思ったのかもしれない。

　ウェランドは立ち上がり、腰こし帯おびを締しめなおすとにんまり笑う。

「騎士団の訓練の最中、そんな台詞せりふを言ったらどうなるよお」

　たちまち、屈くつ強きような護衛の面々はぴしゃりと平手打ちを食らったような顔をした。

「たるんでおりました」

「よろしく頼たのむよお」

　ウェランドが言うと、騎き士したちは見た目どおり豪ごう快かいにスープの残りをかき込んで、てきぱきと器うつわを水場で洗って片づけ、ウェランドの後を追いかけた。

「私も紙かみ袋ぶくろをせっせと作るかしらね。本当は鉄を打ちたいところだけど」

「お手伝いしましょう。こう見えて、細かい作業はなかなか得意なのです」

「フィルさんは、やっぱり本を作ったりもするの？」

「昔はあまりに不器用すぎて親方にどやされたものですが、何事も訓練です」

　職人の鑑かがみたるイリーネは嬉うれしそうにして、うなずいていた。

　こうして、各おの々おのが食事を終えて自分の仕事に取り掛かかろうかという時、クースラは未いまだもそもそと飯を食べていた。実験の失敗のせいで、さっさと食べて作業に取り掛かろう、という気き概がいがなかなか湧わかなかったのだ。

　しかし、時間は無限ではない。

　クースラはため息を飲み込むように、無理してスープの残りをすべて飲み込み、器を置いた。

　視線に返事をしたのは、その時だ。

「なんだ」

「……」

　フェネシスはクースラに声をかけられると、驚おどろいたようにうつむいてしまう。返事もせず、浮かない顔で、とっくに空になっている器を手の中でいじっていた。ウェランドがおどけた時も、フェネシスだけ笑っていなかった。

　たぶん、フェネシスは空を飛ぶ実験のほうに興味津しん々しんで、本当はそちらに行きたかったのだろう。それでクースラが工こう房ぼうで別の実験をやると言った時、あんなに驚いたのだろう。

「お前は付き合わなくてもいいぞ」

　頭を冷やすのは自分だけでいい。

「え？」

「外で実験したいんだろ？」

　クースラの口調が少し硬かたくなったのは、フェネシスが気を遣つかってここに残るのは、まるで自分が一人にされたらすねるとでも思っているからのように感じたからだ。

　確かにウェランドを中心に、イリーネやフィルや騎士たちと愉ゆ快かいに実験をしている様を想像したら面おも白しろくはないが、気分が浮かれすぎて馬ば鹿かな失敗をしでかした自分にはいい薬だろう。

　しかし、クースラがおもむろに立ち上がり、ポドロフ家から借りて来た実験器具の残りをしまってある地下室に向かおうと背を向けたら、慌あわてた声が聞こえてきた。

「ち、違ちがいます！」

　ならなんだよ、と聞けば、一人にしておけないからとか聞きたくもないことを言うのだろう。

　アッバスからの旅路で実感したが、フェネシスは想像している以上に世話好きだし、世話好きというのは献けん身しん的であるように見えて、独どく占せん欲よくや支配欲ともよく似ていた。もう少し言葉を選べば、子供をあやすように、というところだろうか。

　クースラはそれで初めて、フェネシスが子供扱あつかいされて怒おこる時はこういう気分なのか、とわかった気がした。

「ふん」

　肩かたをすくめ、さっさと地下室に下りて行く。灯あかりは持たずとも、一階で炉ろに火が入っているのでそれだけで十分事足りる。

　ただ、騎き士したちに運び込ませた荷物は、雪が付いてそのままだったので結び目が凍こおりついていた。短たん剣けんで切ってしまおうかと考えたが、ここは賑にぎやかな南の町とは違ちがう。いざ出発の時に丈じよう夫ぶな紐ひもが手に入らないかもしれないので、手間をかけることにした。火を持って来て溶とかそう、と思って階段のほうを見て、びくりとした。

　その手の怪かい奇き譚たんみたいに、フェネシスが階段の途と中ちゆうに立って悲しげにこちらを見つめていたのだ。

「……亡ぼう霊れいかと思ったぞ」

　特に、フェネシスは肌はだの色以上に髪かみの毛が白いせいか、薄うす闇やみの中にいるとぼうっと光っているように見える。それに、せっかくの冗じよう談だんにかけらも笑おうとしないところが、余計に亡霊めいていた。

「なんだ、さっきから」

　やや棘とげのある口調で言うと、さすがにフェネシスは身をすくませる。それでようやく亡霊ではないとわかったものの、フェネシスは亡霊並みにすぐにぐずぐずとし始める。

「言いたいことがあるなら言え。それとも、俺の間ま抜ぬけな失敗に呆あきれてものも言えないか？」

　それは正当な評価なので、甘んじて受け入れるつもりだ。とはいうものの、それとは違うような気がしていた。フェネシスの様子が急に変わったのは、火の薬を使うよりも燃える空気を使った実験を続けよう、というウェランドの案をクースラが断ってからで、それまではむしろ実験の失敗にもかかわらず機き嫌げんが良かったくらいだった。

　乙女おとめ心は複雑とはよくいったものだが、クースラにはフェネシスがなにを考えているのかわからない。これでは白き者たちがなにを考えて町を滅ほろぼしたのかなど思いつくべくもない、と嘆たん息そくした時だ。

「違います。でも……似ています」

　クースラは、まじまじとフェネシスを見る。相変わらず悲しげな顔なのに、まっすぐ視線を合わせても怯ひるむ気配がない。

　クースラは小さくため息をついて、きちんとフェネシスのほうに体を向けた。

「似ている？」

「……はい」

　クースラは少し考えてみたが、やはりうまく言葉がつながらない。

　肩かたを落とすくらいに息を吐はいて、頭を搔かいた。

「わかった。話を聞くから、その前に火のついた木を炉ろから持って来い。凍こおりついた紐ひもの結び目を溶とかして解かないとならない」

「……」

　フェネシスはじっとクースラのことを見ていたが、単なる厄やつ介かい払ばらいではないと思ったようで、うなずくと踵きびすを返して階段を上り、しばらくして戻もどって来た。

　松明たいまつに照らされたフェネシスの顔は、どこか思いつめたような色がある。それに、クースラに松明を差し出す時の、今にも喋しやべりだしそうなくらい感情の詰つまった目は、凍りついた結び目よりも硬かたかった。

「で？　似ているってなんだ」

　自分がなにかをしながらのほうがフェネシスも話しやすいだろう、と思ったのだが、返事がない。横目に見ると、フェネシスもまた、顔を背そむけがちにして、横目にこちらを見ていた。

「……怒おこり、ませんか？」

　今いま更さらそんなことを聞くのかと、苛いら立だち半分、笑い半分で、結局平静を保った。

「怒るかもしれないし、怒らないかもしれない」

「そ、そんなの」

「誤ご魔ま化かしじゃないぞ。製せい錬れんと同じだ。炉ろに突つっ込んでどんな結果になるのかはやってみるまでわからない。やってみないと、なにがよくてなにが駄だ目めかもわからない。何度か言った気がするがな」

　錬金術師としての心構えみたいなものだが、それは錬金術に限った話ではないのだ。

　フェネシスは苦しげにうつむいてから、喉のどの奥でつかえていたなにかを吐き出すようにため息をつくと、顔を上げた。

「あ、あなたは、ここに来てから……少し、変です」

　そして、クースラの予想もしなかったものがきた。

「変？　最低だとか意地悪だとかじゃなく？」

　それならクースラも自覚がある。フェネシスも思わず苦笑いが口元に浮かびかけたのを、唇くちびるを嚙かむことで堪こらえていた。

「違ちがいます」

　はっきりと言われるが、クースラにはやはりわからない。とりあえず凍っていた紐の結び目が溶けたので、松明をフェネシスに差し出した。

「持ってろ」

　フェネシスは大事な話をしているのだ、とばかりにクースラに目で訴うつたえてきたが、さらに差し出すと、渋しぶ々しぶと受け取った。クースラはそれから紐ひもをほどきにかかりつつ、聞き返した。

「変ってなんだよ」

　手元の紐と合わせて記き憶おくも繙ひもといたが、よくわからない。変に思われるようなことなどしていないが、と思っていたら、フェネシスに突とつ然ぜん腕うでを摑つかまれた。怪け訝げんに思ってそちらを見ると、今にも泣きだしそうな顔をしていたので驚おどろいた。ここが地下室ではなくどこかの洞どう窟くつの奥底で、もう今引き返さないと二度と地上には戻もどれない、と説得されているようだった。

　だが、ここは普ふ通つうの地下室で、上ではイリーネとフィルが作業をし、外ではウェランドと騎き士したちが空を飛ぶ実験などという余人が聞いたら呆あきれ果てるようなことをしている。

　クースラはその落差に笑いかけたが、もちろん笑いはしなかった。

　フェネシスが、それだけ真しん剣けんだったからだ。

「あなたは……」

　フェネシスが、言った。

「あなたは、天使の伝説が怖こわいのですか？」

　人が本当に一心不乱になにかに集中すると、たとえ腕を切り落とされても気がつかない、と言われることがある。クースラはそれを本当だと思うくらい、息をするのも忘れてフェネシスのことを見返していた。

　天使の伝説が怖い？

　クースラは瞬しゆん時じに、そんなことあり得るはずがない、と笑いかけたが、その笑えみは凍こおりついたままだった。白き者たちがこの町を滅ほろぼした、あの巨きよ大だいな穴の縁ふちに立った時のことが強きよう烈れつに蘇よみがえったのだ。

「怖い……なんて、ことは……」

　ないとは言えない、と思った。あの祠ほこらや、吹ふき飛ばされてしまった町の跡あとを見て、たじろいだ。天使たちのしでかしたことの大きさに気がついて、技術には善も悪もないはずだ、という確信にひびが入ったのも事実だ。

　しかし、と思う。

　自分は、怖いからと尻尾しつぽを巻いて逃にげたりはしない。

「ない。そんなことは、ない」

「でも──……でも、あの大きな穴の縁に立ってから、あなたはずっと変です。必死になにかを取り繕つくろうみたいな、空から元気ばかりです」

　クースラは言葉に詰つまる。そのとおりだったからだ。

「それに、さっきの失敗です。あなたの……あんなに取り乱した姿、初めてです」

　フェネシスは、窺うかがうような上うわ目め遣づかいを伏ふせ、言った。

「だから、本当はあなたは、怖いんじゃないのかって……。それでも……無理に研究を続けようとしているんじゃないのかって」

　これが臆おく病びよう者だと嘲あざけり笑う意地悪な顔だったならば、クースラにもやり返す自信があった。

　だが、フェネシスはあまりにも悲しそうだった。

　なぜなら。

「その無理が、もしも、私のためだとするなら、私は──」

　こういう考え方をする奴やつだったからだ。

「そこまで俺がお前のことを考えてるとでも？」

　クースラはフェネシスを抱だきしめて、黙だまらせた。

「そうだよ、くそったれ」

　抱きしめる腕うでにさらに力を込めると、くう、と可愛かわいいが苦しげな声が漏もれた。

「だが、天使の伝説を追いかけるのが怖こわくて手を引いたわけじゃない。俺が臭しゆう気きに火をつけて、失敗だと悟さとった時、真っ先に浮かんだのはお前のことだ。さぞ顔が真っ青だったことだろうよ。せっかく密みつ偵ていにさらわれたお前を助け出したのに、自分の失敗で殺すことになるのかって思ったんだからな」

　取り繕つくろう気などかけらもなかった。思ったままのことを、フェネシスに告げた。

　実験が失敗だと確信したあの瞬しゆん間かんをまざまざと覚えているのは、そのせいだ。

「それに、俺がずっと空から元気だった……てのもようやくわかったぞ。取り繕ってたのは確かだが」

　クースラは、ため息をつく。

「それもお前のためだよくそったれ。白き者たちの残した爪つめ痕あととか、そのせいでこの土地が呪のろわれているとか言われてお前がしょげてたからな。じゃあ、なんだ？　その気き遣づかいも全部、俺が白き者たちの伝説に怯おびえてるのを隠かくすためだって思ってたのか？」

「あ……え……」

　フェネシスは言葉に詰つまり、クースラを見上げ、やがて視線を伏ふせた。

　その後に続くのは、申し訳なさそうな、うなずきだ。

「あの、でも──」

「でも、なんだ？」

　クースラは、腕の中で顔を上げたフェネシスに、頭からかじりつくように言った。

「三日間おとなしく寝ねていたら、たちまちか弱い優やさ男おとこにでもなったと思ったか？」

　フェネシスへの気遣いが空から回まわりしたことはどうでもいい。問題は、フェネシスがどんなふうにこちらのことを見ていたか、だ。

　しかし、文字どおり頭ごなしに言われたフェネシスは、しゅんとするわけでもなかった。

　あろうことか、むっと唇くちびるを引き結んでクースラのことを睨にらんでいた。

「それは、私だって同じです」

「あ？」

「私はもう、そんなことでいちいちめそめそしません！　あなたなら……あなたなら、とっくにわかってくれていると思っていたのに……」

　フェネシスはそこまで言ってようやく、いつものすぐにめそめそする少女の顔になった。

　ただ、そう言われれば、さらわれたフェネシスを助けに行った時、フェネシスはイリーネと一いつ緒しよになって壺つぼを振ふりかざし、待まち伏ぶせを仕し掛かけていた。どれだけ無む謀ぼうだとわかっていても、あそこから力づくで脱だつ出しゆつしようとしていたのだ。

　その無む鉄てつ砲ぽうさは、騎き士し団に捕とらえられていいように呪のろいの道具として用いられ、抗あらがおうともしなかった哀あわれな小こ娘むすめとは雲うん泥でいの差だ。

　自分が変わったように、フェネシスも大きく変わっていたのかもしれない。

「そうかよ。だが、これだけははっきりさせておく」

　クースラはフェネシスの両肩かたを摑つかみ、ぐいと押し離はなした。

　邪じや険けんに扱あつかわれ、フェネシスは絞こう首しゆ刑けいを言い渡わたされたような顔をしたが、目は逸そらさなかった。

「白き者のしでかしたことの規模の大きさに怯ひるんだのは、まあ、事実だ。それでもな、相手に不足はないって再確かく認にんできたということでもある」

　だとすれば、クースラがなすべきことは、一つしかない。

「白き者たちの伝説には、もうしっかりと指がかかっている。食らいつく以外の選せん択たく肢しはない。伝説の謎なぞを解ければ、夢物語みたいな技術が手に入る。もしかしたら、白き者たちの足取りにつながるなにかも手に入るかもしれない。そうなれば、この土地に残る呪いとやらも解けるだろう。お前は大して気にしていない、と強がっている呪いだがな」

　強がりだとあてこすられてフェネシスはなにか言い返そうとしたが、言葉に詰つまっていた。

　たぶん、こんな喧けん嘩かみたいなことになっているのに、互たがいに口にしているのが相手を思ってのことばかりなので、怒おこるに怒れないのだ。

「だから、俺は諦あきらめない。怖おじ気けづくこともない。ウェランドの実験から降りたのも、怖こわいからじゃない。怖いのは、また俺が間ま抜ぬけな失敗をすることだ。そのために頭を冷やす。それだけのことにすぎん」

　クースラはそう言いきってから、苦々しく付け加える。

「もちろん……さっきは実際、失敗で顔を青くしたかもしれないがな、失敗そのものが久しぶりだったんだよ。それに、気も緩ゆるんでいた。雪合戦が楽しすぎてな……」

　さすがに言い訳じみてしまうし、フェネシスも、にへら、と不格好に笑う。

　ただ、フェネシスの笑みには、理由があったらしい。

「楽しんでもらえたの、なら……」

「ああ？」

　クースラが聞き返すと、今度ははっきりと笑う。それでクースラは、ぴんときた。

「お前、あの騒さわぎは、まさか」

「イリーネさんが、やろうって。私が、あなたのことを相談したら」

　あの時、フェネシスとイリーネは二人揃そろって外に出ていた。イリーネが落ち込みがちなフェネシスのために相談にでも乗っているのかと思ったのだが、違ちがったらしい。

「あなたは偏へん屈くつだけど単純だから、大おお騒さわぎに巻き込めば元気になるって」

「……」

　イリーネがどういうふうに自分を見ているのかと頭が痛くなるが、それに同意するフェネシスも同罪だ。

　もっとも、最大の問題は、実際に効果が絶大だったことだろう。

「くそっ……。利きいたよ。利きすぎだ。酒を飲み慣れてない子供みたいにな」

　フェネシスは、今度こそきちんと笑っていた。クースラは忌いま々いましげにそんなフェネシスを見ていたが、諦あきらめたようにため息をついて、頭を搔かく。

「しかし、俺がお前のことを見ていたように、お前も俺のことを見ていたってわけか」

　フェネシスは観察されるだけの木石ではない。揺ゆれる心を持ち、考える頭を持ったひとりの少女なのだ。そのせいで、こっちが気を遣つかっていたら、向こうからは空から元気に見えてあらぬ誤解を生んでしまった。同じ物事でも、思いもよらぬ解かい釈しやくの仕方があるらしい。

　それが面めん倒どうくさくもあり、楽しくもあり、クースラは肩かたをすくめた。

「ま、そういうわけだから、お前は外でウェランドを手伝って来ていいぞ」

　クースラは、もちろんわざとそう言った。

　フェネシスは律りち儀ぎにむっとして、言い返す。

「なおさらあなたを一人にできません。また失敗するかもしれませんからね」

　生意気にもほどがある物言いだが、クースラの望んでいたものだ。

「だろうよ。相棒」

　そう言ってフェネシスの肩を叩たたくと、フェネシスは元気いっぱいに返事をしたのだった。







　硫りゆう酸さんと塩酸がどういう性質の物なのか、まったく把は握あくしていないといってよかった。

　火の薬と霊れい薬やくの発見途と中ちゆうで見つけたものだし、クースラの知る文ぶん献けんの中でもほとんど言げん及きゆうがなかった気がする。フィルが硫酸の存在を知ったのは砂さ漠ばく地方に伝わる技術書だったと言っていたので、仮に騎き士し団がこれらの酸の記された書物を所有していたとしても、かなり高位の錬れん金きん術じゆつ師でなければ読むことはできなかっただろう。

　そう考えると、仮に権力機構の奥深くに隠かくされていたとしても、その技術を自分たちの力で見つけたことになる。実に胸のすく思いだったし、技術というものの真しん髄ずいを実感できた。

　技術とは世の真理の表現の一つであり、それを隠し続けることはできないのだと。

「だが、水を混ぜるだけでもこんなにややこしいのか」

　突とつ然ぜん燃え上がったりするかもしれないので、慎しん重ちようのうえにも慎重にあれこれいじっていたが、なお足りないほどに警けい戒かい心しんがむくむくと蘇よみがえってくる。

　それほどに、不可思議な液体だった。

「水を混ぜると煙けむりが出るなんて、不気味ですね……。魔ま女じよの大おお釜がまみたいです」

　硫りゆう酸さんに水を混ぜると、熱した油に水を入れたみたいに爆はぜ、煙けむりが出て、熱くなる。しかも、硫酸を水で薄うすめていったら、溶とかさないと思われた鉄の容器からぷつぷつと泡あわが起こり、どうやら鉄を溶かしているようだった。神はなぜこんなややこしい性質にしたのだろうかと、首を捻ひねりたくなる。

　とはいえ、目の前で起こっていることは魔ま法ほうでも奇き跡せきでもない。繰くり返かえし再現が可能だし、クースラがやろうがフェネシスがやろうが結果は変わらない。事実として受け止めれば、そういうものかと納なつ得とくできる。

「生せい石せつ灰かいも水を加えたら目玉焼きが作れるくらい熱くなる。なんでも起こるだろ」

　硫酸は水で薄めると鉄を溶かすようになるが、さらに薄めていくとだんだん溶かさなくなる。これは塩酸も同じだった。

　触ふれると火傷やけどに似た症しよう状じようを起こすのもどちらも同じだが、硫酸に塩を加えたら塩酸のような性質に変わったので、砂糖ならばどうだと思って加えた時の驚おどろきはなかなかのものだった。

　精製された白い砂糖が、たちまち炭に変わってしまったのだ。

「火の霊れい薬やくを作る以外に、なんの役に立つんだこれは？　神がこの世に作り出したものなら、もっとなにかしらの利用法がありそうなものなんだが……」

「砂糖を炭に変えて、贅ぜい沢たくを戒いましめる役には立ちます、ね」

　フェネシスを見ると、冗じよう談だんなのか本気なのかわかりにくい顔をしている。

「お前の妙みような知識の中に、手がかりはないか？」

　フェネシスはクースラのように山ほど本を読んできたわけではないが、遠い砂さ漠ばくの地で生まれ育ち、不幸な逃とう避ひ行こうの間にたくさんの町を見てきたらしい。そのおかげで、フェネシスの閃ひらめきで新しい発見をしたのも一度や二度ではない。

　なにかとなにかを混ぜるとまったく違ちがうなにかができるように、およそ人生で交差するとは思えない二人が揃そろうと、思いもよらない結果に至るのだ。

　しかし、フェネシスは嫌いやそうな顔をしていた。

「そうやってわざと持ち上げるのやめてください」

「嫌そうな顔をするから余計に楽しいんだよ」

　フェネシスはどう答えても無む駄だだと思ったのか、ため息をついて、作業に戻ることにしたらしい。クースラはしばし考え、長机から少し離はなれた壁かべ際ぎわに椅い子すを置いてそこに座った。

「どうしました？　体調が悪いんですか？」

　フェネシスがたちまち心配そうな顔をして来るが、クースラは肩をすくめた。

「押して駄だ目めなら引いてみろってやつだ。少し距きよ離りを空けて考えると、意外に新しい閃ひらめきが生まれたりする」

「はあ……」

「それに、見習いがどれだけ上じよう達たつしたかも観察しないとな」

　う、と喉のどの奥で唸うなったのは、どれだけ強がろうともフェネシス自身、そういう重圧に弱いという自覚があるからだ。それでも、すぐに思いなおしたのか見ていろとばかりに張り切って実験に取り掛かかった。

　実のところ疲つかれ切っていたので休きゆう憩けいしたかったクースラは、のんびりとその様を眺ながめることにした。

　視線の先では、フェネシスが小さな腰こしをふりふりさせながら右に左にと実験器具をいじっては様々な反応を調べている。きっと、ひょいと手を伸のばして尻しりでも触さわれば、可愛かわいい悲鳴を上げて飛び上がるに違ちがいない。そして、二度、三度と繰くり返したらその都つ度ど反応が薄うすくなって、最後は冷たい目でも向けてきてあしらうだろう。

　その様は、過去に調べ尽つくし、慣れ親しんだ金属の製せい錬れんのように予測可能で、それでいて飽あきない楽しい反応のように思える。

　フェネシスは最初こそ、なにか意地悪をされるのではと少し警けい戒かいしていたが、作業というのは順調に進むとやがて熱中するものだ。すぐに手元に夢中になって、クースラのことなど忘れてしまったようだった。

　金属片を用意して、濃のう度どを変えた酸を用意して、一つずつ地道に反応させていく。その時の手て際ぎわも十分に及きゆう第だい点で、危険な液体が飛び跳はねたりしないように棒を伝わらせて注いだりということもきちんとできていた。

　そんなフェネシスの様子を眺ながめていると、どこかで聞いた話が目の前で再現されているような不思議な感覚に陥おちいってくる。それはきっと、追いかけている天使たちが作業をしているとしたら、きっとこんな感じに違いない、というものだろう。

　修道士が大聖堂の真ん中で祈いのっている姿もそれなりに威い厳げんがあるが、クースラはそれにも負けない神こう々ごうしさを見み出いだしていた。なにせ、神がお作りになられたらしい世界の秘密を、この狭せまい部屋の長机の上で明らかにしようというのだから、これ以上に神々しい挑ちよう戦せんなどあり得るだろうか？

　世界のあちこちに散在するこういう部屋から、人々の生活を変えるたくさんの技術が生み出されたのだと聞いたら、町の人間はきっと信じないだろう。そういうものは王か誰だれかが元々知っていて、たまたま町の人間に許可を出してやらせているにすぎないと思っている。

　だが、技術は魔ま法ほうではない。確かに努力に偶ぐう然ぜんが交わり、突とつ然ぜん道が開けることは多々あるが、その大半が地道な積み重ねの結果だった。そしてなにより重要なのは、一度再現された技術は誰がやったってでき、どれだけ隠かくしたところで必ず誰かが気がつくということだ。なぜならば、技術とは世界の真実のかけらだからだ。

　ならば伝説や奇き跡せき譚たんとしてしか残っていないようなことでも、もしもそれが事実だったのだとしたら、誰だれにでも再現が可能なはずなのだ。たとえば、錬れん金きん術じゆつを覚えたての、こんな小さな小こ娘むすめにでも。

　そういう意味で、技術というものはこのくそったれな世の中で、珍めずらしく公平なものかもしれなかった。

「ふう……」

　クースラが我に返ったのは、可愛かわいらしいため息が妙みように耳についたからだった。

　フェネシスの作業の監かん督とくをしているうちに、少し眠ねむってしまったらしい。

　長机の上には、所ところ狭せましと金属片やら皿やらが置かれ、覚書用の石せき盤ばんは石灰でびっしり書き込まれていたし、その石灰の粉が酸と反応することまで記されていた。

　長机の前に立ち尽つくしているフェネシスは、どこか茫ぼう然ぜんとした顔つきでまだできる作業はないかと辺りを見回してから、ないことに気がついたらしく、しょぼんと肩かたを落としていた。

　クースラは、意地悪げに笑う。

　作業の終わりにがっかりするようになったら、もうこの道から引き返せない。

　フェネシスをこの道に引きずり込んだことに、ほんの少しだけ背徳めいた喜びを感じて、くすぐったかった。

　クースラは椅い子すから立ち上がり、フェネシスが書き留めた石盤に目を走らせる。

「反応がまちまちで……結果は無意味にしか見えないな」

「……」

　緊きん張ちようと集中の反動か、フェネシスは魂たましいの抜ぬけたような顔を向けてくる。クースラは肩をすくめて、自分の座っていた椅子を引き寄せた。フェネシスを座らせてから、自分は長机の隅すみっこのわずかな場所に寄り掛かかるように腰こしを下ろす。

「金属を溶とかすってのは実に魅み力りよく的だが、使い道がうまく思い浮かばないな。製錬の際に、不要な金属を溶かして流し出すことができたら便利だが……」

　クースラは考えをまとめるように話し続けるが、ふと気がつくと、フェネシスの目が半分閉じていた。時間の感覚がなくなっていたが、そろそろ日も暮れる頃ころだろう。

「おい」

「はっ！」

　フェネシスは慌あわてて顔を上げ、目をこすろうとしたのを、クースラは手首を摑つかんで止めた。

「実験中に不用意に目をこするな」

「……」

　クースラの真しん剣けんな顔に、目が覚めたらしい。驚おどろきに見開いた目でクースラを見てから、自分の手に視線を移した。そこには、様々な危険な代しろ物ものが付いているかもしれない。

「幸い、二人いるからな。どこがかゆくなっても、対処できる」

　にやりと笑えみを向けると、フェネシスは素す直なおにうなずいたが、少ししてからようやく含ふくみに気がついたらしい。

　嫌いやそうな顔をして、呆あきれていた。

「冗じよう談だんはさておき、行ゆき詰づまっちまったな。ウェランドのほうはどうなんだ。まさかうまくいってたりしないだろうな」

　空を飛ぶ方法の発見はそれはそれで嬉うれしいが、できれば自分で見つけたい。

　そう思っていると、フェネシスがひどく冷たい目をした。

「なんだよ」

　クースラが聞き返すと、生意気な娘むすめそのままに、顎あごをしゃくった。

「やっぱり、寝ねていたじゃないですか」

「は？」

「うとうとしているから、きちんと二階でお休みになったらどうですかって言ったら、うるさい、寝ていないとかむにゃむにゃ言ってました。でも、ウェランドさんたちが引き上げて来たことにも気がついていなかったんでしょう？」

「む……」

　今度はクースラが言葉に詰まる番だ。まったく気がつかなかったし、フェネシスとのやり取りもまったく記き憶おくにない。

　すると、フェネシスはしたり顔でため息をつく。

「あなたはもう少し、殊しゆ勝しようになるべきです」

　遊びに夢中の子供をたしなめるかのような物言いだ。

　生意気言いやがって、とクースラはそっぽを向いたが、フェネシスはくすくす笑って言った。

「ですが、私も少し眠ねむりたいです。このまま実験を続けていたら、失敗しそうです」

　それに、扱あつかっているのはほとんどが未知のままの、太陽の欠片かけらから作られるものなのだ。

「なら、俺たちも仮か眠みんするか……って、あいつらが二階にいたら場所がないか？」

「私なら、炉ろの前でも平気です」

「寒くてもしがみついてくるなよ」

「なっ……こ、こちらの台詞せりふです！」

　むくれるフェネシスを無視して、クースラは大きく腕うでを伸のばした。肩かたから背中にかけてごきごきと骨が鳴り、ひどく心ここ地ち良い。フェネシスがその音に不安そうな顔をしたので、最後に首を左右に振ふると、殊こと更さら良い音がして、フェネシスは恐きよう怖ふに近い色を顔に浮かべた。

「しかし、そう簡単には見つからないものだな。今までが順調すぎたのか」

　長机に並んだ実験痕あとを眺ながめて、クースラは呟つぶやいた。

「ウェランドも駄だ目めだったんだろう？」

　尋たずねると、フェネシスは浮かない顔だった。

「部屋に戻もどって来た時は、怖こわいほうのウェランドさんでした」

　ウェランドは実験に夢中になると人が変わる。特にうまくいかない時の機き嫌げんの悪さは自分の比ではない、とクースラは思っている。

「空を飛ぶ……空を飛ぶ……鳥のように……あるいは？」

　呟つぶやき、その様を想像する。

　天使が飛ぶのは背中に生えた翼つばさで羽ばたくせいだ。それは煙けむりを集めて飛ぶのではなく、むしろクースラたちが一度も試ためしていない、手に翼をつけて飛ぶようなことに似ている。

　だが、まさかその方法が正解なのか？　一体どれだけの腕わん力りよくが必要なのか見当もつかない。

　一度でも大きなふいごで空気を押し出したことがある者なら、それで空を飛ぼうなんて発想がどれだけ無む謀ぼうなことか、身に染しみてわかっている。

「どんな様子で飛ぶのかわかれば、手がかりになりそうですよね」

　フェネシスも、今しがたまでのじゃれ合いとは違ちがう真ま面じ目めな顔をしていた。

「鍵かぎは鍵穴の形で決まるともいいますし」

「洒落しやれた言葉を知ってるじゃないか」

　クースラはからかいつつも、同意せざるを得ない。

「だが、そのとおりだ。神の形がわかれば、この世にいるはずの神をきっと見つけられる」

「聖別された眼鏡を作れば、見えるかもしれません」

「へっ。だったらついでに、天に上る真っ最中の魂たましいを見つければいい。それに紐ひもを結ゆわえて空に連れて行ってもらえるだろ」

　クースラはフィルが集めた数々の資料を思い返す。また、カザンやその他の町で見かけた白き者たちの伝説を描かいた絵を思い出す。それらはどれも、いわゆる天使のようだった。ならば、彼らは天使の翼で、鳥のように羽ばたいて飛んだと考えるべきなのだろうか。

　クースラがそう思っていると、フェネシスがふと、クースラの服の裾すそを摑つかんだ。

「どうした？」

　尋ね返しても返事はない。フェネシスはじっと長机の上を見つめながら、クースラの服を摑んでいた。まばたきも忘れ、無表情なのにその皮ひ膚ふの下では大きななにかが渦うず巻まいているような、独特の顔つきだった。

　それは幻げん視しの真っ最中の聖女のようであり、クースラはなぜか、その顔をどこかで見たことがあるような気がした。

「魂……」

　フェネシスが呟き、クースラもまた我に返る。

「おい、本気で魂を集めて空を飛ぶ気か？」

　それはフィルの冗じよう談だんだし、死んだ人間を天てん秤びんに載のせて量っても、死ぬ直前と重さは変わらなかった。つまり、魂たましいなどこの世には存在しない。

　クースラはそう言おうとして、息が止まる。

　天てん秤びんで量ってみた？

　だが、重さがないことと、存在しないこととは別ではないのか。

　そう。まさしく、煙けむりのように。

「あの、一つだけ、眠ねむる前に試ためしてもいいですか？」

　フェネシスは理知的な目でクースラを見る。なにかしらの確信がある、錬れん金きん術じゆつ師の目だ。

　そういう目を相手にした時、なにをするつもりかと問いただすことは、失礼にあたる。

　ましてや相棒ならば、なおさらだった。

「もちろん」

　クースラの快かい諾だくにフェネシスは驚おどろきと嬉うれしさをいっぺんに顔に浮かべたが、すぐに表情を引き締しめて作業に取り掛かかった。まず膨ぼう大だいな作業の結果を記した石せき盤ばんに目を凝こらし、一つずつ項こう目もくを追っていく。一通り確かく認にんした結果、手にしたのは硫りゆう酸さんの入った壺つぼと、亜あ鉛えんの結けつ晶しようだった。

「煙を集めたら紙かみ袋ぶくろが浮くという実験を見たのに、なぜこれを思いつかなかったのでしょう」

「なに？」

　聞き返すクースラに、フェネシスはもどかしそうに言った。

「瀝れき青せいの泉の話でもそうです。それに、壺に燃料を詰つめたら出てきた、燃える空気です」

　クースラは話の向かう先がわからないが、フェネシスはそんなクースラのことさえ気にしていない。その横顔は、自分にだけ見えているなにかを夢中で追いかける錬金術師のものだった。

「泡あわです。泡ですよ」

　フェネシスの言葉は確信に満ちていた。実験をしていれば、これが答えではないかと思い当たる時が必ずある。この先、フェネシスはきっと何度でも、繰くり返かえし繰り返し、その確信を裏切られることになるだろう。なぜなら、実験とは失敗の積み重ねに他ほかならないからだ。

　しかし、だからといって決して、常にその確信が間ま違ちがっているということにはならない。

　フェネシスは慣れた手つきで鉛なまりの器うつわを用意して、亜鉛のかけらをこんもりと置いて、そこに硫酸を注いだ。たちまち出てくる大量の泡にまみれ、ぐずぐずと亜鉛が溶とけていく。

　直後、フェネシスが手にしたのは紙袋だった。

　クースラは、声なく口を開いていた。

「この泡がなんなのか、ずっと気になってたんです」

　金属を溶かす酸に、あらゆるものを突つっ込んでみて、もうやれることはないと思っていた。

　だが、またしても全体を見ていなかった。突っ込んだ後に出てくる物について、完全に注意を怠おこたっていたのだから。

「泡の発生はこの組み合わせが一番大きかったです」

　ぶくぶくと、怒いかり狂くるった蟹かにみたいに泡あわが立っている。目に見えず、匂においもなく、本当に紙かみ袋ぶくろの中に溜たまっているのかもよくわからない。わからないが、なにかしらが出てきているはずなのだ。

　そして、こんもり盛っていた亜あ鉛えんがすべてなくなってしまってからも、フェネシスはしばらく動かない。だが、そこに失望の色はなかった。目を爛らん々らんと輝かがやかせ、口元がひくひくと笑っていた。たぶん、紙袋を実際に手にしているフェネシスには、途と中ちゆうからわかっていたのだ。

　自分の直感が、正しかったことが。

「ご覧らんください。これが」

　フェネシスが、手を離はなす。

「魂たましいの形です」

　そして、フェネシスの手から離れた紙袋は、ゆっくりと、本当にゆっくりとだが、天を目指して昇のぼっていった。

　魂に紐ひもを結ゆわえることはできないが、袋の中に詰つめ込むことはできたのだ。

　目に見えず、重さがなくともこの世には存在する。

　クースラはフェネシスの小さな肩かたを叩たたき、フェネシスは誇ほこらしげにはにかんだ。

　一度うまくいったら、あらゆることを試ためすのが錬れん金きん術じゆつ師。

　クースラとフェネシスは、硫りゆう酸さんと塩酸から出るすべての気体を集めて実験した。結果、石灰から出てきた泡だけはうまくいかなかったが、他ほかのすべてはうまくいった。ふわふわと紙袋が浮かび上がるたびに、天にも昇る思いだった、と言ったら笑われるかもしれない。

　だが、そのとおりだった。誰だれかと協力し、望みどおりの結果が出て、真理に近づいているという感覚を得るのは最高だった。

　このままどこまでも行ける。

　そんな感覚は、何度味わっても堪こたえられないものだった。

「……あんたたち、ずっと作業してたの？」

　と、イリーネの声が聞こえたのは、クースラとフェネシスが手を打ち合わせて喜ぶよりも、もっと実験しようと今度は銅について調べている時のことだった。

　仮か眠みんをしていたのか、まだ眠ねむそうなイリーネを振ふり向いたフェネシスが紙袋から手を離すと、それはゆっくりと天てん井じように向かって昇っていった。イリーネが、自分は寝ねぼけているのかと目をこすりなおす様を見て、二人揃そろって笑ってしまう。

　実験は、大成功だ。

　イリーネが慌あわてて踵きびすを返して二階に駆かけ上がると、同じくらいの勢いでウェランドが駆け下りて来た。

「うああああああ！」

　頭を搔かきむしり、天井に張り付いている紙袋を見て叫さけんでいた。

　フェネシスは楽しげに耳を押さえ、クースラも小指を耳に突つっ込んで、その祝福の雄お叫たけびを聞いた。声を聞きつけて、二階で同様に休んでいたらしい騎き士しと、外で見張っていた騎士が同時に部屋に飛び込んでくる。

　クースラとフェネシスは、居並ぶ連中に、高らかに宣言した。

「火は使わないし、白き者たちが太陽の欠片かけらを大量に集める理由もこれでわかった」

「空を飛ぶ方法は、これです」

　人が空を見上げ続け、絶対に叶かなわないだろうと思っていた夢。

　この瞬しゆん間かん、奇き跡せきがまた一つ、人の手の中に落ちてきたのだ。

「だが」

　と、クースラが言葉を切ると、イリーネが言った。

「な、なにか問題があるの？」

　肩かたをすくめるのもままならないのは、疲ひ労ろうの極きよく致ちだからだ。

「続きは、寝ねて……か……」

　ら、と最後まで言えず、膝ひざから崩くずれ落ちて倒たおれ込む。

　その時には隣となりのフェネシスはとっくに立ったまま眠ねむりこけていたらしいが、後から聞いた話では、決して手を離はなさなかったらしい。

　ただ、どちらがどちらの手を離さなかったのかは、定かではなかった。







　目を覚ますと、炉ろの中で炭が赤く熾おこっていた。体に毛布が掛かけられているのにも気がつき、自分が寝ていたことに気がつく。どれだけ寝ていたのかといつもならなんとなくわかるのだが、よく眠れた、ということ以外なにもわからないありさまだった。夢も見ず、昏こん々こんと眠り続けていたらしい。

　あまりにもよく眠っていたので、空を飛ぶ技術を見つけたのは夢だったのだろうか、と思った。

　炉の側そばに寝ていたのが自分一人だったどころか、炭焼き小屋の中には誰だれもいなかった、というのもその原因だ。

「……」

　すべては自分の見ていた悲しい夢。そんな妄もう想そうに一いつ瞬しゆん囚とらわれかけたが、外から声が聞こえてきた。起き上がり、節々の痛む体を伸のばしながら、外に出る。途と端たんに雪に反射した日光が目に突つき刺ささり、目を細めた。

　すっかり日は昇のぼっていたが、清すが々すがしいまでの冬の朝だった。

　外の眩まぶしさにようやく目が慣れてくると、クースラを除いた全員がそこにいた。

「ようやく起きて来た。職人失格ね」

「手伝いたくなくて、俺たちの準備が終わるのを見計らってたのかもしれないよお」

　ウェランドとイリーネがそんなことを言う中、フェネシスが駆かけ寄って来て、隣となりに立つ。

　たっぷり遊んだ後のように、上気した顔だった。

「遅おそいです。試作の実験は終わってしまいましたよ」

　フェネシスも同じくらいに力尽つきていたはずなのに、フェネシスのほうが先に復活する。というのはきっと若さのおかげだろうと、クースラは考えることにする。

　肩かたをすくめつつ、雪の上に広げられたあれこれに目を向けた。

　すると、どうやら自分の寝ねている間にウェランドが実験の結果を把は握あくして、イリーネが手先の器用さを発揮していたらしい。しかも、フェネシスは試作の実験と言っていたから、すでになにがしかの知見を得ているのだ。

　鉄の皿やら金属片やらが広げられた鹿しか革がわの敷しき物ものの横には大きな皮製の袋ふくろが置かれていて、一つはすでに十分な大きさに膨ふくらんでいる。そして、二つ目をウェランドが膨らませている真っ最中だった。

「膀ぼう胱こうを縫ぬい合わせたのか？」

　ウェランドが膨らませているのが紙袋ではなかったので、フェネシスに尋たずねる。

「紙だと大きくするとどうしても破れてしまうみたいで、頑がん丈じような袋にしました。つなぎ目は膠にかわでくっつけて、埋うめてあります」

「ふん……で、あれはなにしてるんだ？」

　クースラが指差したのは、鹿革の敷物の上で毛皮の上着に頑丈そうな革紐ひもを通しているフィルだ。護衛の騎き士しと協力して、歪いびつな鎧よろいみたいなものを拵こしらえている。

「手を使ってぶら下がるのは大変そうですから」

「は？」

　聞き返すクースラに、フェネシスは悪戯いたずらっぽく笑ってみせるだけで、それ以上応こたえなかった。

　そうこうしている前で、イリーネが金属片や液体をせっせと蒸留器に投入している。クースラとフェネシスの実験を踏ふまえ、手順を改良したのだろう。それに、ウェランドが気体を充じゆう塡てんしている袋には紐が通してあり、よく見ると重りが付いていた。

　重りをしなければならないほどの浮力なのだと気がつくと、クースラはたちまち呼吸が速くなり、指の先にまで血が巡めぐるのを感じた。

「ま、こんなもんかねえ」

　ウェランドは言って、フィルみたいに膨らんだ大きな袋の口を閉じる。その扱あつかい方はなんとも不思議なもので、空から誰だれかが釣つり針ばりで引っ掛かけて持ち上げようとするのに抗あらがうようだった。

　クースラは、自分をからかう悪戯ではないだろうなと、近くの木の上に目を凝こらしてしまう。

「さーて、フィルさんよお」

　と、ウェランドの呼び声でクースラは我に返る。もちろん、天の国から垂たれてきている紐は見当たらなかった。

「そっちはどうだよお」

「できましたよ」

　そう言って胸の前で広げたのは、革かわ紐ひもでがんじがらめになった毛皮の上着だ。

　それでなにをするのかと、問うまでもなかった。

「で、誰だれが一番の栄えい誉よに与あずかるかって話だけどよお」

　ウェランドが言うと、各人がそれぞれ目配せし合い、ほどなく視線が自分に集まってくることにクースラは気がついた。その意味がわからないはずもない。しかし、にこりともせずにため息をついた。

「馬ば鹿か言うな」

　隣となりにいたフェネシスの背中に手を当てて、ぐいと前に押し出した。

「見つけたのはこいつだ」

　たたらを踏ふんで立ち止まったフェネシスは、目を白黒させている。

「なにより軽いからな。浮かびやすいだろ」

「天てん秤びんを使って計算しましたが、私や騎き士しの皆みなさんでなければ浮かぶはずですよ」

　フィルが楽しげなのは、浮かぶのなら誰であっても構わない、というところだろう。

　これから、人々の夢が実現されるのだ。楽しくないわけがない。

　ただ、クースラがフェネシスを推すい挙きよしたのには理由がある。

　それは用意された二つの皮かわ袋ぶくろと、それで空を飛ぶという光景だ。

　その様を想像したなら、フェネシスこそ相応ふさわしかっただろう。

「で、すが……」

　不安げにクースラを見るフェネシスに、クースラは小さく肩かたをすくめた。

「手はつないでおいてやる」

　絶対に離はなさない。

　そう通じたのかどうか、フェネシスは怖こわがりつつも、ゆっくりとうなずいた。

「それでは、まずこちらを着てもらって……」

　と、準備が始まった。フェネシスは体が小さいので、紐がくくり付けられた上着を着て、さらに上から紐で縛しばりつける。本当に飛ぶなんてことはやっぱりにわかには信じられないが、皮袋を地面につなぎ止めている重り代わりの甕かめはずいぶんとでかい。

　だとしたら、浮くのだ。本当に。

「いきなり空まで連れて行かれる、ということはないと思います」

「実験で確かめたのか？」

「ええ、雪を詰つめた麻あさ袋で試ためしました。それに、万が一のために長い紐で木につないでいますし、それが外れてしまっても、次の安全策もできております」

　すると、護衛の騎士が槍やりをがしゃんと鳴らした。一人は、弓矢も携たずさえている。

「狩かられる鳥の気持ちがわかりそうだな」

「わ、わかりたくないです……」

　軽かる口くちに、フェネシスがさすがに緊きん張ちようした声こわ音ねでそう言った。

「仮に撃うち落とされても、心配するな」

　クースラが言うと、フェネシスはすがるような目を向けてくる。クースラは安心させるように微笑ほほえみ、フェネシスの頰ほおを指の背で撫なでた。

「下は雪だ。怪け我がもするまい」

「……」

　落ちてきたら抱だき留めてやる、なんて言葉を期待していたらしいフェネシスは、むくれてそっぽを向いていた。

「準備は？」

「袋ふくろのほうはできてるよお」

「上着も……大だい丈じよう夫ぶのようですな」

　フィルが丁てい寧ねいに点検して、満足そうにうなずく。クースラはフェネシスをもう一度見た。意地悪されて目を逸そらしていたが、結局フェネシスもまたクースラを見た。

「楽しんで来い」

　その言葉に、フェネシスはようやくぎこちなく微笑ほほえんだ。

「じ、じゃあ、本当に行くわよ？　重りを外すからね？」

　この中では、常識人のイリーネが一番緊張しているかもしれない。珍ちん奇きな技術には及および腰ごしだった騎き士したちですら、空を飛ぶという偉い業ぎようには素す直なおに興奮している。

　イリーネは皮袋と甕かめをつないでいた紐ひもをほどきにかかる。一つが外れ、ゆっくりと、だが確実に皮袋が空に浮かび、フェネシスの体を引っ張った。上着が締しめつけるらしく、少しだけ苦しそうな顔をした。

「もう一つ、いくわよ」

　フェネシスはイリーネの作業を見て、クースラを見る。緑色の瞳ひとみは恐きよう怖ふに似た色を浮かべているのに、今にも笑いだしそうだった。クースラはそういう感情をよく知っている。

　好こう奇き心しんだ。

「それ！」

　イリーネが言葉と共に紐を外す。

　二つ目の皮袋が宙に舞まい、フェネシスの体ががくんと揺ゆれる。顔つきが強こわ張ばったのは、上着の締めつけが相当きついせいかもしれない。ぎし、ぎし、と紐が音を立てている。

　だが、フェネシスの体は浮かず、脇わきの下に手を入れられ持ち上げられようとしたまま上がり切らない子供みたいになっている。

　皮袋二つでは足りないのか？

　と、思った時だ。

「あ、わ！　わ！」

　フェネシスが悲鳴に似た声を上げ、つんのめった。足をすくわれたように前のめりになったが、体は雪の上に倒たおれなかった。

　誰だれもが息を飲んでいた。

　フェネシスの小さな体は、はっきりと空に浮いたのだ。

「あわ、あわ、わわ！」

　ただ、人々の夢を今まさに体現している当のフェネシスは、それどころではないらしい。完全に混乱しきってあたふたしている。クースラはその手を取り、そして、皮肉げに笑いながらその目をじっと見た。

　なにが起こっても離はなさない。それこそフェネシスが神に引っ張られても。

　フェネシスは、たちまち手足をばたつかせるのをやめた。

　それがよかったらしい。

「おお……」

　誰が上げた感かん嘆たんのため息なのか、力みの抜ぬけたフェネシスの体が、ゆっくりと地上から離れて行く。フェネシスの視線はクースラの下から、同じ高さになり、たちまち見上げるばかりになった。

　クースラはフェネシスの手を握にぎったまま、言った。

「天の御み国くにはどんな住み心ごこ地ちだ？」

　フェネシスは上着が苦しいのか、それとも感動で胸が詰つまっているのか、一いつ瞬しゆん笑っただけだ。

　しかし、クースラは冗じよう談だんでそう聞いたのではない。空に浮くフェネシスは、まさしくその質問に相応ふさわしかったのだ。
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「……天使」

　イリーネが、呟つぶやいた。

　そう。

　背中に二つの浮かぶ皮かわ袋ぶくろをくくり付けられたフェネシスの姿は、やや不格好だが、まさにそう見えていた。遠くから眺ながめたならば、なおさらだろう。

　背中に生えた翼つばさを広げた、あの天使の姿のように。

　そしてまた、白き者たちが天使と呼ばれていたのは、この姿こそが理由だったのかもしれない。

「これが、伝説の再現なんだあね」

「この世に奇き跡せきや魔ま法ほうなんてものはない」

　クースラは、ウェランドの呟きに応こたえた。

「世界を見下ろす方法を手に入れてやったぞ」

　それは決して傲ごう慢まんな考えではない。この技術があればあらゆる都市の城じよう壁へきを無意味にし、地上にうごめく兵士たちの頭上をひとっとびだ。

　これで、なにもかもから自由になれる。自分たちは、鳥の翼を手に入れたのだから！

　しかし、クースラが胸中で喝かつ采さいを上げた、その時だった。

「あ」

　ウェランドが間ま抜ぬけな声を上げ、視線を空に向けていた。

　クースラも気がつき、イリーネが開けた口を押さえ、フェネシスが最後に振ふり向いた。

　パンパンに膨ふくらんだ袋の縫ぬい目めが裂さけたのは、その瞬間だ。

「──っ！」

　フェネシスの悲鳴にならない悲鳴が上がったが、雪に人型を作るようなことはなかった。

　クースラがつないでいた手を引き、抱だき留めたからだ。

　ずいぶん軽く感じたのは、袋がまだ一つ生き残っているからだろうか。それとも、これが希望というやつの軽さなのだろうか。

「空飛ぶ旅はどうだった？」

　クースラが尋たずねると、腕うでの中で咳せき込んでいたフェネシスが顔を上げた。駆かけ寄って来たフィルやイリーネによって背中の皮袋を外されると、こう言った。

「……苦しかった、です……」

　奇跡や魔法とは縁えん遠く、いかにも現実的な感想なのだった。
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　火の薬に連なる材料から、空を飛ぶ技術が手に入れられた。

　となれば、やはり町を滅ほろぼした技術というのは、太陽の欠片かけらに連なるものだと考えたほうが筋が通る。その場合は最も簡単な物が火の薬だが、町が吹ふき飛ぶほどの大量の火の薬を、なぜ用意していたかという疑問が残る。

　空を飛ぶために必要な、金属を溶とかす酸は太陽の欠片から生まれるが、これと火の薬は同一ではない。つまり、空を飛ぶための酸の生成に必要な太陽の欠片を、大量に作って貯ちよ蔵ぞうしていたのだとしても、町を吹き飛ばすためには、さらに炭と硫い黄おうをそこに混ぜなければならない。そのせいで、いざその場面を想像すると、何度考えても状況がぼやけてしまう。なんのためにそんなことをしたのかが不明だからだ。

　しかし、道しるべは明らかにそちらを指し示している。袋ふくろ小こう路じの、先が見えない道を。

　クースラがため息交じりに炉ろの火の前で思案していると、外からどやどやと足音が聞こえ、小屋の扉とびらが勢いよく開けられた。

「ははは！　サイラスさんよお、あんたは男だあね！」

「いくらなんでも高く上げすぎよ。鳥じゃないんだから」

　大笑いするウェランドに、呆あきれ顔がおのイリーネが続き、その後にフィルに肩かたを貸され、サイラスが入って来た。ほとんど引きずられるようにしているので、腰こしが抜ぬけているのだろう。

「で、ですが……伝説を……体験しました」

　椅い子すに座らされたサイラスは、見てわかるほどに震ふるえている。体中雪だらけなので、たぶん空を飛んだ後に雪の上に落ちたかどうかしたのだろうが、震えているのはそれだけが原因ではないだろう。

　さらにあとから騎き士したちが実験道具を手に小屋に戻もどって来て、後片づけの指示をしているのはなんとフェネシスだった。

　別に難しいことをしているわけではないが、誰だれかに自信を持って指示を出せる、というのは明らかな成長だ。たぶん、空を飛ぶ技術を自分の力で見つけられたことが、大きな自信になったのだ。

　大きな失敗をするのもこういう時だから気をつけてやらないとな、と自分のことを棚たなに上げながら、クースラはてきぱきと指示を出すフェネシスを見ながら思ったのだった。

「サイラスさん、伝説はどうでしたかね？」

　クースラが尋たずねると、ちょうど水を一気に飲み干したところだったサイラスは、木のコップを下ろし、水中からようやく顔を出せたとばかりに大きな息をついた。

「いや……最高……最高でしたな！」

　腰こしを抜ぬかしながらもそう言えるのだから、さすが見放されていた土地に新たに人を呼び寄せただけのことはある。

「ですが、一番嬉うれしいのは空を飛べたことではありません。白き者たちの伝説が一部でも明らかになった今、これで……これで我々は無知の闇やみに怯おびえる必要がなくなったことですよ！」

　サイラスはこの土地に残る呪のろいに蓋ふたをするために、あんなに大おお仰ぎような祠ほこらを拵こしらえた。なぜ町が滅ほろんだのか、どのように滅んだのか、なにが原因だったのか、それがまったくわからないために、災さい厄やくの穴を必死に塞ふさぐほかなかった。

　だが、伝説の骨こつ子しが明らかになった以上、もう足元に怯えなくてもすむ。空を飛ぶ技術が解明できれば、太陽の欠片かけらで伝説の残りの部分を説明できる。しかも太陽の欠片はそれだけでは発火せず、生成にもいくつかの条件があることを、口ではなく、実験を通して目の前で明らかにしながら説明ができる。白き者たちの足取りだけは依い然ぜん不明だが、空を飛ぶというのがどういう技術によって成されるのかわかったのなら、対策の立てようもある。鷹たかのように飛来して、杖つえを一ひと振ふりするだけで再び大だい惨さん事じが引き起こされる、というわけではない。

　ふわふわと浮かぶ袋ふくろをくくり付け、えっちらおっちら大量の荷物を運び込み、そこに火をつけてようやく成し遂とげられることなのだとわかれば、なにを恐おそれることがあるだろうか。

　古い木造の家にすぐ妖よう精せいが住みつくのは、夜中の家の軋きしみの原因を目で見ることができないからだ。

　これでこの土地に再び自由に竈かまどを作ることができ、人々は新しい家を築き、かつての繁はん栄えいを少しずつ取り戻すことができる。サイラスの興奮はその確信からきているのだろうが、クースラはひねくれ者の錬れん金きん術じゆつ師らしく、こう言った。

「確かに無知の闇やみはかすかな蠟ろう燭そくの火で照らされましたがね、狼おおかみの足あし跡あとまでは見つけられていない」

　そう、彼らの破は壊かいの方法は摑つかんだものの、遠とお吠ぼえの残ざん響きようはあの巨きよ大だいな穴の底から今も聞こえてくる。なぜ彼らがこの土地で突とつ然ぜん牙きばを剝むいたのか、その理由も謎なぞのままだ。

「ええ……もちろんです」

　サイラスも無む邪じや気きにお呼ばれして伝説の技術を体験しに来たわけではないらしい。

　両手のひらでごしごしと顔をこすると、すっかりその顔は狩人かりうどのものになっていた。

「白き者たちが妖よう精せいの類たぐいではなく、我々と同じように寒ければ服を着て、腹が減れば飯を食らう存在であるのなら、頭の働かせようもあるでしょう。なにせ、この土地は実に開けた場所ではありますが、行くところは限られていますから」

「空を飛んだとしても？」

　クースラの問いに、サイラスは自信に満ちた顔でうなずく。

「空を飛んだとしても」

「ま、鳥の巣すだって、必ずどこかにあるものだしね」

　口を挟んだのはイリーネで、フィルと共に昼食用のパンと湯気の立つ器うつわを持って来たところだった。ちょうどフェネシスや騎き士したちも地下室から上がって来て、それぞれ受け取っていた。今日の飲み物は、ショウガがきいた熱い葡ぶ萄どう酒しゆだ。

「これがウナギに化けて町から去った、とか言われたらどうしようもなかったけどねえ」

　ウェランドの軽かる口くちに笑ったのは、フィルとクースラだけだ。他ほかの者は、全員きょとんとしていた。

「ウナギなら、川にいるじゃない」

　イリーネが代表して疑問を口にすると、答えたのは書しよ籍せき商のフィルだった。

「ウナギがどこで生まれるのかは古代からの謎なぞのひとつなのです。卵を見たことのある人すらいません。『大博物誌』と呼ばれる古代の博識家が記した書物には、泥どろから生まれると書かれていますが、その泥からウナギが生まれるのを見た者は誰だれもいないのです」

「世の中には、まだまだ解かれるべき謎がたくさんある。そして、白いウナギが見つかった、という話はついぞ聞いたことがない」

「白き者たちはなにもかもが嫌いやになってさあ、この土地を吹ふき飛ばしてから、空を飛んでどこかに行った……としてよお、確かに、行く場所がどこかってのは大事だあね。白き者たちは、あちこち巡めぐって結局居着けなくて、ここにたどり着いたんだからねえ」

　ウェランドの言葉に、全員の視線が自然とサイラスに向かう。

　もちろん、サイラスは自分がなぜ呼ばれているのかをきちんと理解している。

「ここより北で、人が住めるような場所にいれば、必ず誰かが見つけているはずです」

「でもさあ、人ひと里ざと離はなれた山奥ってのは、想像以上に広そうだよお？」

　サイラスは律りち儀ぎにうなずき、咳せき払ばらいを挟はさんだ。

「それはそのとおりですが、川がいつか海に流れ着くように、川を使えば必ずごみが下流に流れ着きます。火を焚たけば煙けむりが上がります。狩かりをすれば山の動物の生活に動きが出ます。すべてを隠かくし通すのはまず無理でしょう。もしも白き者たちがここより北に向かったのだとしたら、もっともっとはるかに北の、我々がそこに土地があるとすら認にん識しきしていないようなこの世の果てか、さもなくば……」

　北の地の狩人かりうどは、山の頂から地平線を望むような目をして、天てん井じようを見た。

「我々が行けば、二度と戻もどっては来れぬ土地ですよ。そこに向かえば、誰だれも戻っては来れないのですから、行方ゆくえも絶対にわかりません」

　いかにもおどろおどろしいが、錬れん金きん術じゆつ師に虚こ仮け脅おどしは通用しない。

「それは、天の御み国くにってことか？」

「いいえ」

　サイラスははっきりと否定し、理知的な目をクースラに向けた。

「私は元来冒ぼう険けん好きなのですが、この土地に魅みせられる前は、アッバスに出入りする大商会から遠えん隔かく地ち貿易の話を聞くのが大好きでした。私は実験を目まの当あたりにして、すぐに思い当たりましたよ」

　なんの話だ？　とクースラのみならず、ウェランドも眉まゆ根ねに皺しわを寄せた時だ。

　フィルが声を上げて叫さけんだ。

「そうか！　風向きですね！」

「風向き？」

　聞き返すクースラに、フィルはきょろきょろ辺りを見回して、長机の上にあった紙かみ袋ぶくろを手に取った。

「これが白き者たちの作った風に乗る船……そうですね、風船とでもしましょう」

　フィルは紙袋にふっと息を入れて軽く膨ふくらませると、手に持った。

「ここが、我々のいる陸地です」

　そして、指差したのは長机の上だ。

「ここから空に飛び上がったからといって、あらゆる方向に自由に行けるわけではありません」

「なんで？　山につっかえたりするってこと？」

　イリーネの素そ朴ぼくな疑問に、フィルはぶんぶんと首を横に振ふる。

「風向きです。短たん距きよ離りから中距離の貿易船の航海では、櫓ろの漕こぎ手てを山ほど雇やとって風向きに関係なく進みますが、本当の遠隔地になると風を摑つかまえることでその長い航海を可能にします。ですが、その中で、そうではない場合があるのです」

　フィルは風船を飛ばす準備をしながら、説明する。

「新しい航路を見つける際の、冒険航海です。この航海だけは、必ず逆風に向かって出港します。なぜなら」

　手でぱたぱたと煽あおぐのは、風のつもりなのだろう。

　フィルの手に持たれた風船が、ふわふわと頼たよりなく長机から離はなれて行く。

「それは、行ったっきり帰って来られないのでは、冒ぼう険けんではないからです。逆風に向かって進むことは可能ですが、限度があります。そのために、順風に乗っての大規模な遠洋航海は未いまだ誰だれ一人として成し遂とげていません。帰りには、来た分だけ逆風に向かって戻もどらないといけませんから」

　イリーネが、なるほど、とうなずいている。

「よって、遠くの海に向かって吹ふく順風の先は、二度と帰っては来られない場所に通じているのです。それこそ、天の御み国くにに出かけるのと同じことを意味しています」

　フィルの熱のこもった説明に、サイラスもうなずいている。市し壁へきの中の、さらに狭せまい工こう房ぼうの中で暮らす錬れん金きん術じゆつ師には、うまく想像すらできない広い世界の話だ。

　しかし、筋は通っている気がする。

　浮いた綿毛は、風に逆らって飛びはしない。

「とすると、白き者たちは、この土地の上を流れる雲と共に途と方ほうもなく遠くへ向かい、それこそ、誰も渡わたることができないような海の彼方かなたに向かったってことか？」

「ええ。仮に彼らが飛び去るのを誰かが目もく撃げきしたのだとしても、どこに行ったのかはわからないでしょう。なぜならば、文字どおりなんの足そく跡せきも残さず、誰も彼らを見つけたという情報を持って帰ることのできない場所に向かったのですから」

　サイラスの確信に満ちた目に、クースラはほとんど反射的に猜さい疑ぎ心しんを抱いだいた。

　とはいえそれは根こん拠きよのあることではなく、錬金術師としての習性みたいなものだった。うっかりなにかを信じれば、とてつもない穴に嵌はまることがある。たまにはその深い穴倉が冬とう眠みんに好都合なこともあるらしいが、とクースラはフェネシスをちらりと見て、きょとんと見返してくるフェネシスから目を逸そらした。

「普ふ段だんならば、馬ば鹿かな、と切り捨てるところだが……」

　クースラは呟つぶやき、長机の上に置いてある、この一連の技術の中ちゆう核かくに位置する、太陽の欠片かけらを見た。

「否定するのは難しい。金属の泡あわを集めて空を飛び続けるには、きっと大量の太陽の欠片が必要になる。火の薬に転用すれば、町が吹き飛ぶほどの量があったとしてもおかしくない。だが……」

　そこで、ウェランドが言った。

「クースラが気になってるのは、なぜ、それだけでは燃え上がらないはずの太陽の欠片に、炭と硫い黄おうを混ぜたかってことだろお？」

「そうだ」

　クースラの同意に、サイラスが口を開き、と同時に、フェネシスが控ひかえめに手を挙げていた。

「あ、あ、あの……ど、どうぞ」

　かち合ったフェネシスは顔を赤くしてうつむいてしまう。

　サイラスは目をぱちくりとさせていたが、クースラはため息交じりに言う。

「悪いな。うちの見習いは丘おかの上が満員だったら、進んで崖がけに向かって一歩下がる馬ば鹿かなんだ。見習いから先に言わせても？」

　サイラスに尋たずねると、へたをすればフェネシスの祖父くらいになりそうなサイラスは、朗ほがらかに笑ってうなずいた。

「というわけだ。なんだ？」

　クースラに水を向けられ、フェネシスはあからさまに小馬鹿にされたことにむくれていたが、黙だまっていれば余計間ま抜ぬけに見えると思ったのだろう。深呼吸をしていくらか落ち着くと、口を開く。

「証しよう拠こ隠いん滅めつ……ではないかと思います」

「同じですな」

　サイラスの同意に、フェネシスはほっと安あん堵どの笑えみを浮かべた。

「わ、私も旅では時折、そこにいた痕こん跡せきを隠かくす必要に迫せまられることがありました。いてはならないところにいなければならないことがあったからです。それを考えると、天使……白き者たちも証拠を隠滅するために、あれほどのことをしなければならなかったのではないでしょうか」

　サイラスに伺うかがいの視線を向けると、サイラスもうなずく。

　しかし、クースラはすでに似たようなことを考えていたし、それには合が点てんがいかなかった。

　自分たちがそこに存在したという痕跡を消すために町を滅ほろぼしたのなら、町が再建されるほど多くの人々を生き残らせている理由がわからない。

「連中が用いたのは恐おそろしいほどの威い力りよくを秘ひめた方法だ。焚たき火びの跡あとを埋うめたり、足跡を箒ほうきで消したり、床ゆかにこぼした食べかすを片づける程度じゃない」

　フェネシスはうなずく。

　クースラはその後の言葉をややためらったが、フェネシスはクースラに、もう自分は簡単にめそめそしない、というような大おお見み得えを切った。

　変な気き遣づかいはやめて、率そつ直ちよくに言った。

「だが、もしも大規模な証拠隠滅が必要だったならば、もっと徹てつ底てい的にやったほうがよかったと思わないか？　つまり、半はん端ぱに生き残りを出さず、全員を確実に始末すれば、きっと伝説としてすら残らなかっただろう。それとも」

　と、クースラが視線を向けたのは、サイラスと、フィルだった。

「当時の記き憶おくを後につないだのは、たまたまなにかの用事でその土地にいなかった者たちだけなのだろうか」

　答えたのは、サイラスだ。

「おそらくですが、その破は壊かいの場面に居合わせた生き残りは、かなりの数がいたはずです。今でも当時のことを鮮せん明めいに語り継つぐ部族がたくさんあり、私が家として使っている建物や、他ほかに残っている建物も、当時のものです。木造の家屋はほとんど燃えるか倒とう壊かいしてしまったようですが、残ったものもそれなりにあったそうです。ただ、それらは長い年月で土に返ってしまったようです。つまり、ある程度あの穴から離はなれた場所ならば、十分に生き残った人たちがいたことになります」

「私もそう思いますね」

　口を開いたのはフィルだ。

「この地に残る口く伝でんを文字にしてもらったものを読めば、まるでその場に立っているかのような錯さつ覚かくに陥おちいります。想像では書けないでしょう」

　クースラもそのいくつかを読んだ。

　そのとおりだと思う。

「それでもなお、お前は証しよう拠こ隠いん滅めつだと思うか？」

　クースラの正面切っての問いに、空を飛ぶ技術をこの世に再現してみせた小さな錬れん金きん術じゆつ師は、はっきりとうなずいた。

「思います。なぜなら、彼らはきっと、埋うめたり叩たたいたり、炉ろにくべたくらいでは隠かくしきれないたくさんの特とく殊しゆな道具を持っていただろうからです」

「道具？」

　クースラは聞き返し、頭の中でつながった。

「鍵かぎは、鍵穴の形で決まる……か。白き者たちは、自分たちの使っていた道具を消そうとしたのか？」

　その言葉に、全員が視線を小屋の中に走らせた。

　そこにあるのは数々の実験道具だった。工こう房ぼうでなにかを本気で研究しようと思えば、たちまち道具の数は膨ふくれ上がる。そして着目すべきは、錬金術に至るような水準の高さの実験を行っていれば、あまりにも特とく徴ちよう的な道具をそこに残さざるを得なくなるということだ。

　それは錫すずでできていたり、鉛でできていたり、鉄や銅でできているだろう。

　どれも叩き潰つぶすには固く、埋めたところで腐くさりきらない。

「でも、それこそ、大おお袈げ裟さ、じゃない？」

　鍛か冶じ職人のイリーネが口を挟はさんだ。

「火をおこして放り込めばいいじゃない。ふいごで高温を出せば、一晩で全部溶とけちゃうわよ」

「そのとおりだが、その時間もなかったとしたら？」

「え？」

「なにかを盗ぬすみ出そうとする奴やつらは、いつだって突とつ然ぜんやって来るだろ」

　あるいは、そいつらが悪意を持っていて、手て渡わたせばとてつもない結果を招くことになるとわかっていたらどうだろうか。

　白き者たちはそういう輩やからから逃にげるために各地を転々としてきたのであり、結局嗅かぎつけられ、どうにもならなくなっていざという時のために作っておいた火の薬に火をつけたのだとしたら。

「そして、あらゆる形ある物がなくなるくらい、超高温で吹ふき飛ばした、か」

「ちなみに、サイラスさんはどう思うんだよお？」

　ウェランドが尋たずねると、サイラスは小さく肩かたをすくめて言った。

「同じです。私も新しいほうのアッバスで、代々のポドロフ家の主人が密ひそかに管理していた実験道具を目まの当あたりにしています。つまり、ここにあるものを」

　実験道具は大事にするものであり、壊こわれたら修理して直すものだという発想に慣れ親しみきっている。まさか壊すための方法など考えたこともなかったし、それはなんだか冒ぼう瀆とく的な気すらする。

　ウェランドとイリーネが少し居い心ごこ地ち悪そうに納なつ得とくしているのは、そういうことだろう。

「俺も、その案に同意したくなる」

　クースラが言うと、フェネシスは胸に矢でも射られたようだったが、クースラの笑いはややかすれたものになった。

　自分の案は、フェネシスにとって楽しくないものだろうからだ。

「どうしても、なぜこの町を破壊するほどの火の薬が存在したのかがわからなかった。だが、もしも白き者たちが誰だれも二度と戻もどっては来られない、追いかけられはしない土地に行く決意をし、同時に、自分たちの呪のろいの根源である技術を闇やみに葬ほうむろうと思ったら、その選せん択たく肢しが現実的で、また最良のものだったのだろうな」

　錬れん金きん術じゆつの世界に暮らす人間として、技術がそういう性質のものであることに、クースラはため息が混じらざるを得ない。

「俺は……初め追っ手を叩たたきのめすためだと思ったが、なんだかしっくりこなかった。だが、まさか自分の体の一部だと思っていた実験道具を破は壊かいするためだとは思わなかった。でもそれに、証しよう拠こ隠いん滅めつの案だと、もうひとつ説明できることがある」

「もうひとつ？」

　イリーネが聞き返し、クースラは言った。

「爆ばく発はつが工こう房ぼうで起きたのなら、その工房の位置だ。町を完全に破壊するつもりだったのなら、どうしてあんな町はずれを爆発の中心にしたのかわからないからな」

　ウェランドが、そういえば、とばかりに顎あごを撫なでている。

「最良の効果を得るならば、町の中心、それこそ太陽の欠片かけらを採取していたらしい場所を起点にするべきだ。町は広場を中心に作られるものだからな。だが、そうではない。まったくの想像だが、白き者たちはいざという時の非常手段が及およぼす影えい響きようがわかっていて、被ひ害がいを可能な限り少なくするため、町はずれに工こう房ぼうを構えたのかもしれない」

　だが、どんな気き遣づかいがあったにせよ、町の人間からすれば最悪の災さい厄やくであり、青せい天てんの霹へき靂れきだっただろう。白き者たちが、突とつ然ぜんその力を自分たちに向けた、としか考えられない。

　祠ほこらの壁へき画がには、空を見上げ、神と交信する司祭のような白き者の姿があった。

「こうして、天使の伝説にはすべて説明がついてしまう、というわけだ」

　クースラが冗じよう談だんめかして言い終わると、静かな沈ちん黙もくが降りた。

　それは過去をしのぶのとは違ちがう、曰いわく言いがたい雰ふん囲い気きだった。百年前の謎なぞを明るみに引きずり出した達たつ成せい感の代わりに、まるで自分たちの過あやまちを見せつけられているようであった。

　白き者たちを巡めぐる話が明るくなるとは思えなかったが、彼らを追い詰つめたのはきっと、動機こそ違えど、自分たちのように技術に魅みせられた者たちだろうからだ。

　クースラは、隣となりのフェネシスの頭をくしゃりと撫なでた。

　フェネシスは泣きそうな顔をしてうつむいたが、泣きはしなかった。

「ついでにだが、この仮説には重要な、現実的利点がある」

　ウェランドが顔を上げ、ゆっくりとうなずく。

「だあね。これは実際に確かめることができるよお」

「えっ!?」

　イリーネとフィルが声を上げ、残りの者は声を上げることも叶かなわないくらい驚おどろいていた。

「ど、どうやって？　まさか、時を遡さかのぼる魔ま法ほうの杖つえでも？」

　フィルのとっさの言葉は、本の読みすぎだろうと苦笑するしかない。

　クースラは、言った。

「祠を調べるんだよ。もしもあそこで道具の数々を吹ふき飛ばしたのなら、その結果が山ほど埋うまっているはずだ。たぶん、そこらの町の土を掘ほり返したのとは段違いの量の金属が出てくる。そして、もしかすると、特とく殊しゆな金属の製せい錬れんをしていた、という伝説は、このことを意味していたのかもな」

　フィルはぴしゃりと自分の額を叩たたいた。

「さて、理屈をこねたら、実験だ」

　殊こと更さら軽く言って、隣を見ると、フェネシスはクースラに向けて、気き丈じように微笑ほほえんで見せたのだった。







　昼を過ぎた小屋の外は、雪による日光の反射で目に痛いくらい明るいが、おそろしく寒い。クースラたちは急せかされるように、歩きだした。

「しかし、これでもし仮説が正しいとなれば、我々は生まれて初めて、この土地で安あん眠みんできるかもしれません」

　歩きながら、サイラスが我が慢まんできないとばかりに口を開いた。

「もしも彼らが、二度とは戻もどって来られぬ場所に旅立ったのだと確信ができれば、我々は彼らの足音に怯おびえずにすむ。しかも、土地が燃え上がった原因もわかり、安心して火を焚たくことができます。この土地に、再び町を作ることはもはや不可能ではありません」

　サイラスはクースラやウェランドに向かい、何度目かわからないことをまた言った。

　サイラスは元々その目的があって、ここに住もうと決意したのだ。どれだけ喜んだって喜び切れないだろう。

「ついに……我らの心から重しが取れる時！」

　白き者たちの残した穴の縁ふちに立った時、サイラスが両りよう手てを上げて喜んでいた。

　本当ならば、クースラも同じくらい喜んでしかるべきだった。自分一人でたどり着いた結論ではないにせよ、年代記作家がこぞって頁ページを割さくであろう出来事の渦か中ちゆうにいるのだから。

　しかし、クースラはここに初めて来た時と同じように、縁に立ち尽つくし、雪の積もった祠ほこらの石の『蓋ふた』を眺ながめていた。隣となりにいるフェネシスもやはり、黙だまっている。たぶん、なにを考えているのか察しているのだろうな、とクースラは思った。

「浮かないお顔で」

　そう声をかけてきたフィルは、如じよ才さいなさそうな商人の顔だ。

「口こう角かくにあの皮かわ袋ぶくろでもくくり付けるかね」

「ははは」

　フィルは笑い、じっとクースラを見る。

　しかし、不意に踵きびすを返すと、坂を祠に向かって下り始めた。

「私は祠をほじくり返して来ますよ！」

　すでにだいぶ坂を下りているサイラスやウェランド、それにイリーネと荷物持ちの騎き士したちは、クースラのことなど振ふり返りもしない。

　クースラは鼻から冷たい息を吐はいて、手で軽くこすった。

「あなたは本当に、眠ねむらない錬れん金きん術じゆつ師ですね」

　なんでも楽しむことにかけては天才的なウェランドが、祠に一番乗りで楽しそうにしているのを見やりながら、フェネシスが言った。

　その顔は、雪合戦の時、自分のことを誘さそいに来た時の誰だれも顔だ、とクースラは思った。

「皆みなさん、一件落着だ、と思ってますよ」

　そして、そう思っていないのはクースラだけで、そう思っていないクースラに気がついているのは自分だけ、とフェネシスは思っているらしい。後者はフィルが紳しん士し的にあえてその地位を譲ゆずってくれたものだが、ウェランドだってきっと気がついているだろう。そのうえで、あれだけはしゃいでいるのだ。

　白き者たちの謎なぞは、水車小屋と同じだ。時の流れに水車を入れたら、歯車が回り始めるほかないのだから。

「性分なんだよ」

　クースラは、足を半歩分だけ前に出して、その下の雪を踏ふみ固めた。

「次、次、次。マグダラの地に至るまで、朝もなく、昼もなく、夜もなく、《利子クースラ》のように、眠ねむらずに」

　大きく息を吸って吐はくと、吐いた息は白くなっていつまでも残っている。

　だが、いつかは必ず消える。そうなる前に、猛たける胸の内をすべて言葉にして吐き出してこそ、生きた証あかしになるだろう。

　クースラは、言った。

「今のままだと、空を飛ぶ技術も頼たよりない。白き者たちをすぐに追う、というわけにはいかない。あの空飛ぶ技術はかなりの程度、改良する必要がある。だとすると……」

　だとすると？

　その問いが、ずっとクースラの胸中を塞ふさいでいた。

　自分たちは完全なる自由の身ではない。今まさに崩ほう壊かいの危機に瀕ひんしている、クラジウス騎き士し団と、その一部隊を率いるアイルゼンとクラトール大公たちに使われる身だ。しかも、彼らからはおそらく負まけ戦いくさの起死回生の切り札と見なされている。

　だが、クースラたちが天使たちの技術を持ち込んだとしても、どうなるかは予断を許さない。

　もしもなにもかもがうまくいき、無事戦を切り抜ぬけたとしよう。その後、アイルゼンはクースラたちに自由に研究させるだろうか？　それは絶対にない、とクースラは確信できる。アイルゼンはそこまで甘い人間ではない。鳥を飼う時には、必ず鳥とり籠かごを用意するはずだ。空を飛びたがるクースラたちを働かせるために、汚きたない手段だって使うかもしれない。どす黒い物を塗ぬるための白い布地には事欠かないのだから、いくらでもやりようがあるだろう。

　そう考えていけば、どうしても一つの方向を向かざるを得ない。白き者たちを追いかけるならば、彼らの残した技術を使い、彼らの向かった方向に自分たちも飛び立とうとするのならば、そうせざるを得ないことがある。

　つまりは、アイルゼンたちから逃にげる、という選せん択たく肢しだ。

「白き者たちを追うには、無益な戦に巻き込まれるのを避さけ、その後に飼い殺しにされるのを避け、鳥のような自由を手に入れる必要がある」

　騎士団の命令に従い、監かん視しつきの工こう房ぼうの中で研究せざるを得なかった頃には、喉のどから手が出るほど欲しがったものだ。

　今こそその自由を手に入れる絶好にして、最後の機会なのかもしれない。

「あなたのような向こう見ずの錬れん金きん術じゆつ師に、ためらう理由があるのですか？」

　フェネシスの煽あおるような一言が、意地悪な顔で言われていたならばまだしもクースラは嬉うれしかった。だが、そう言ったフェネシスの顔は、優やさしげな、いたわるようなものだったのだ。

「第一に、アイルゼンたちも必死だろうから、俺たちが逃にげればろくなことにはならないだろう。ジーデル商会に所属するフィルや、ポドロフ家、それにサイラスやらに、大きな迷めい惑わくがかかるだろうな」

　一人ずつの首を斬きり落としてでもクースラたちの行方ゆくえを吐はかせる、というのは現実的な見方だろう。

「第二に？」

　フェネシスの催さい促そくに、クースラはため息交じりに言った。

「向かったら、二度とは帰って来られぬ土地だとよ」

　クースラたちの仮説が正しければ、白き者たちはそこに向かったことになる。

　そして、きっとその仮説は正しいことが明らかになるだろう。

　だとするならば、アイルゼンの追っ手を振ふり切った先にある天てん秤びんに載のっているのは、二つのものだ。

　白き者たちの末まつ裔えいに邂かい逅こうする可能性。

　その反対には、たどり着いた場所から二度と帰っては来られない可能性。

　別に今まで過ごしてきた土地のどれかに格別の郷きよう愁しゆうがあるわけではないが、二度と帰って来られないとなると、さすがに二の足を踏ふむ。

「私は、構いませんよ」

　フェネシスは一歩分前に足を出して、雪を踏みしめた。小さな足だが、クースラに負けず劣おとらず、困難な道のりを経てきた足だった。

「初めてできた、薬草に詳くわしいお友達とは、離はなれ離れになってしまいますが……」

　惚ほれ薬ぐすりやら特とく殊しゆな硝子ガラスの製法やらで騒さわぎになった、ヤーゾンの町で知り合った薬種商の女の子のことだろう。

　クースラより半歩分多く踏み出したのは、そんな一言を付け加えるためだったらしい。クースラが見やると、フェネシスはくすぐったそうに笑い、それからふっと笑えみを消し去って、寄り添そって来た。

「あなたがいれば、どこでも構いません」

　もしかしたら、事前に考えていた台詞せりふなのかもしれない、と思ったのは、クースラがじっと黙だまっていると、たちまち顔を赤くしてぱっと離れたからだ。

「あ、あなたはいつもそうやって──」

「いや」

　クースラはフェネシスの嚙かみつきを遮さえぎり、言った。

「ついて来ると思ってたからな」

　その一言に、フェネシスは頭に布を巻いてさらに帽ぼう子しまでかぶっているのに、なおぴょこんと持ち上がるほど耳が動いた。

　ただ、いつまでもやられっぱなしの小こ娘むすめではないらしい。すぐに眉まゆ根ねに皺しわを寄せる。

「来てくれる、ではなくてですか？」

「ついて来る、だ」

　結果は同じだが、内容がずいぶん異なる。

　むくれるフェネシスに、クースラは意地悪げに笑い、ため息をついた。

「だが、あいつらはどうかな」

　祠ほこらに入ったばかりだというのに、あっという間にウェランドが出て来て、なにかを掲かかげて見せるようにした後、思い切り振ふりかぶってこちらに向けて放ほうり投げてきた。放り投げられたのは、真っ白い雪の上ではあまりにも目立つ、真っ黒な物だった。焼け焦こげた鉄かなにかで、望みの物が見つかったのだろう。

　次ついでウェランドが手を振ったのは、フェネシスに向けてだ。

「別れたくない、ということですか？」

　無神経な質問は子供の特権だ、と思うことで、クースラは苦々しいものを奥歯で嚙かみ潰つぶした。

「くそったれ」

　だが悪態までは堪こらえきれず、フェネシスにくすくすと笑われた。

　これまでのクースラならば迷わず、脇わき目めも振らずに白き者たちを追いかけるための方策を取っただろう。事実、これまでのクースラは騎き士し団から課せられる命令に何度も違い反はんして、自分勝手な研究に勤いそしんできた。

　それでも、錬れん金きん術じゆつが万物の流る転てんを扱あつかうものなら、自分を取り巻く状じよう況きようもまた、変わるのだとクースラは認めるしかない。

「それに……これは、お前には裏切りに聞こえるかもしれないがな」

　クースラが思い切り顔をしかめてフェネシスを見やると、フェネシスはきょとんとしていた。

「そもそも……白き者たちを追いかけることに合理性があるのかどうか、今の俺は迷っている。仮に、ウェランドやイリーネがついて来ると言ってもだ」

「来てくれる、です」

　楽しげに言いなおすフェネシスは、きっとクースラのことを気き遣づかってくれている。

　しかし、そのこと自体が気に食わなくて、クースラはフェネシスの頭をぼすっと叩たたき、ため息を挟はさんでから後を続けた。

「あいつらがついて来たとして、白き者たちを見つけられるかは確実ではない。待っているのは孤こ立りつ無む援えんの土地での大だい冒ぼう険けんだ。騎士団の威い光こうも、錬金術師のはったりも、なにも通用しない。金貨が通用するかすらわからない。そのうえ、俺たちは冒険家じゃない。錬金術師と、その見習いと、鍛か冶じ職人だ。工こう房ぼうでこそその真価を発揮するが、その外ではまあ、ろくでなしどもと変わらない」

　見習い扱あつかいされたフェネシスは少しむくれていたが、クースラの話が終わると、ゆっくりとなにかを考えるように視線を遠くに向けた。

「冒ぼう険けんに出かけなければ、その間に、たくさん別の研究ができますしね」

「ああ」

　そして、技術とは元来、誰だれであっても手順に従えば必ずたどり着けるものだ。

　白き者たちがクースラたちの百年分先を歩いているとしても、百年分の研究を成し遂とげれば、白き者たちに出会うことなく彼らに追いつくことは可能なのだ。

「ふふ。でも、そうですよね」

「あ？」

「修道院にいた時も、そこで修道士の人たちはたくさんの研究に没ぼつ頭とうしていました。修道院の壁かべの中で、それこそ椅い子すの上からすら動かず、真理の世界を冒険していました。眠ねむらない錬れん金きん術じゆつ師見習いとしては、うたた寝ねしても狼おおかみに食べられない机の前にいるほうが嬉うれしいかもしれません」

　冗じよう談だんめかしてはいるが、フェネシスの本音だろう。

　なんといっても、これまで散々命がけの旅をしてきたであろうフェネシスであり、その大変さは身をもって知っているはずだ。

「お前の仲間を探さなくてもいいのか？」

　クースラがそう尋たずねると、フェネシスは悲しげに笑って、首を横に振ふった。

「直接の血のつながりのある人たちはもういませんから」

　その頭に手を乗せたのは、子供扱あつかいしたわけでも、意地悪したわけでもなかった。

　クースラは、ぐしぐしとフェネシスの頭を撫なでてから、言った。

「まあ……一度、ウェランドと話してみる。あいつにも考えがあるだろうし、場合によってはあいつの希望に協力しなければ、と一いつ瞬しゆん考えるくらいの借りがあるしな」

「一瞬？」

　フェネシスが律りち儀ぎに繰くり返す。

「一瞬だ、一瞬。あんな奴やつ」

　クースラがわざと吐はき捨てると、フェネシスは楽しそうに笑った。

　そして、なにを思ったのかおもむろにしゃがみ込むと、雪をかき集めて丸めようとする。

　しかし、寒さのせいか雪はずいぶんさらさらで、どんどんこぼれ落ちてしまう。

　幸せというものもきっと、こういう性質をしているに違ちがいない。

「うまくまとまらない時は、きっとそれが正しい形ではないからでしょう」

　久しぶりに元修道女らしいことを口にする。

「冒険は終わり、錬金術師は工こう房ぼうに帰る……と？」

　クースラが嫌いやそうに呟つぶやくと、フェネシスは手のひらの上の雪をふっと息で飛ばして、手を払はらった。立ち上がったその姿は、華きや奢しやなくせに、ずいぶん力強い。

「塵ちりも塵に、灰も灰に還かえりますから。聖典に書いてあります」

「くそったれ……と言いたいところだがな。天使の伝説が本当だったんだ。俺も少しは聖典を信じないとな」

「修道士姿のあなたも素す敵てきだと思います」

　小こ娘むすめの割りには頑がん張ばった台詞せりふだが、クースラは肩かたをすくめる。

「象ぞう牙げの塔とうでひたすら祈いのりながら、神のおわす天の観察でもするのか」

「温かい飲み物と毛布があれば楽しいと思います」

　そんなことを言うフェネシスを見下ろし、クースラはついに、ふっと笑う。

　それと、気の合う連れがいればな、とはさすがに言わなかったが。

「な、なんで笑ったんですか」

「なんでもない」

「う～……」

　唸うなるフェネシスをよそに、クースラは祠ほこらに視線を戻もどして、ため息をついた。

「ウェランドの野や郎ろうは、いつも楽しそうだな」

　祠から両手いっぱいに黒くろ焦こげのなにかを持って出て来たウェランドは、そのまま力いっぱいばら撒まいていた。あれだけ溶とけた金属のかけらが出てきたのなら、間ま違ちがいなくそこには工こう房ぼうがあったはず。

　イリーネやフィル、騎き士したちも出て来て、最後にサイラスが続いた。

　今はもう神の怒いかりを封ふうじ込めた場所、と怯おびえなくてすむようになったのに、だからこそだろうか、一度祠を振ふり返ると、深々と頭を下げて祈りを捧ささげていた。

「先に小屋に戻る。寒い」

　クースラが言って踵きびすを返すと、フェネシスは数すう瞬しゆん迷ったようなそぶりを見せてから、結局クースラに追いついて来た。

　誰だれと、どんな目的を持って時間を過ごすかはとても大事なことらしい。

　クースラは、単に光り輝かがやいていただけのマグダラの地に、現実的な色を塗ぬり始めたのだった。







　小屋に戻って来るなり、ウェランドは一度片づけた道具を再び外に引っ張り出した。

　白き者たちがその空飛ぶ技術を使い、何なん人ぴともたどり着けない場所に旅立った、という仮説に真実味が与あたえられた以上、この技術には大きな応用の余地があると確信して、居ても立ってもいられなくなったのだろう。

　だが、決して能天気なわけではないのが、話を持ちかけてすぐにわかった。

「妄もう執しゆうに囚とらわれたクースラを説得する手間が省けたあね」

　軽くて丈じよう夫ぶだから、という理由で、罰ばち当あたりにも羊皮紙を縫ぬい合わせた袋ふくろを用意していたウェランドは、酸の中に金属のかけらをぼんぼん放ほうり込みながら言った。

「何事にも、釣つり合あいというものがあらあね。片方の天てん秤びん皿ざらに重い物を載のせたら、もう片方も重くしなければならないよお」

「白き者たちとの邂かい逅こうを望むには、アイルゼンをぶち殺してでも当てのない旅に出るという代だい償しようを払わないとな」

　ウェランドは顔を上げ、声なく大口を開けて笑っている。

　クースラは、そんな様を木に寄りかかりながら眺ながめていた。外に出ているのはクースラとウェランド、それに少し離はなれた小屋の入り口に騎き士しがいるだけだ。

　フィルとサイラスは、クースラたちの仮説がほぼ確かめられたため、今後のことを話し合いに広場のほうに行った。フィルもジーデル商会の人間としてわがままを通してきた以上、サイラスに恩を売って商会の利益を引き出そうとしているのだろう。

　フェネシスとイリーネは、小屋の中でウェランドに言われて実験用の袋をあれこれの材料で作っている。

　時刻は寒さの最も和やわらぐ午後のことで、外にいるとちょうど心ここ地ち良かった。

「そして、頭だけで考えてるとさあ、天秤皿が釣り合えばその賭かけは悪くないかもしれない、なんて思いがちだけどよお」

　たちまち吹ふき上がる泡あわをすべて袋で受け取ると、冗じよう談だんのように膨ふくらんでいく。

「天秤自体が壊こわれるほど重かったら、無意味だあね」

「そのとおりだ」

　白き者たちを追いかけるために必要な手段は、あまりにも賭けるものが大きくなりすぎる。

「だが、アイルゼンの下もとに進んで馳はせ参じたいか？」

　クースラの問いに、今度はウェランドが笑う。

「クースラさあ、俺を試ためすんじゃないよお。白き者たちを追いかけないことと、アイルゼンの言いなりになることは一いつ緒しよじゃないからねえ」

　素す直なおに褒ほめたくないが、やはりウェランドは自分と同じくらいには優ゆう秀しゆうらしい、とクースラは思った。

「白き者たちの伝説を解いてしまったらさあ、どうしたって、他ほかの伝説や迷信はどうなんだってなるよお。鳥とり籠かごには入りたくないねえ」

　戦いくさのことは置いておくとして、アイルゼンの用意する檻おりの中に入り、首輪をつけられたくない理由だ。この地にはきっと、白き者たちと同じような伝説が山ほどある。

　同じ冒ぼう険けんに出るのなら、もっと現実的で、見知った場所を探すことだってできる。

「だが、どうする？　旅をするにも研究をするにも、金がかかる」

　ウェランドは革かわ紐ひもを袋にくくり付けている。膨らんだ袋は、今すぐ空に飛び立ちたがっている鳥のように落ち着きがない。

「そりゃあ、可能ならさあ、フィルさんところに金を借りて研究するのが一番だあね。あそこならでかい船も持ってるだろうし、情報網もうもあるだろうし、なによりフィルさんという書しよ籍せき商がいるんだからねえ」

「アイルゼンのほうも、金持ちかもしれないぞ。クラトール大公ってのがどのくらい偉えらいのか知らないが、大公と呼ばれるくらいだ。大貴族だろう」

「でも、連中が錬れん金きん術じゆつに夢中なのは、戦いくさと金かね儲もうけの役に立つからだあね」

　雇やとい主ぬしに目的がある以上、研究の自由は奪うばわれる。

　しかし、クースラたちが手元から離はなれるのを、アイルゼンが易やす々やすと許すとは絶対に思えない。ウェランドが言ったように、錬金術師の持つ技術は単純な金銭の儲け以上に、戦の勝敗に直結する。仮にフィルと手を組むとしても、その後アイルゼンから横よこ槍やりを入れられたのでは同じだし、もっと悪いかもしれない。

「いっそ、アイルゼンやクラトール大公が戦に負け、首を刎はねられてくれればいいん……だ……が……？」

　クースラはそこまで考えて、ふと、あることに気がついた。

　そして、改めてウェランドを見ると、なぜウェランドが自分のように迷っていないのかようやくわかった気がした。

「お前、まさか」

「ああーん？」

　ウェランドはにやにやしている。

　白き者たちを巡めぐる話を起点にすれば、話の向く方向は大体わかっている。

　そして、ウェランドはクースラよりもよほど、思い切りがよい。

「なにも、戦で上手に死んでくれるのを待つ理由はないよお。こっちには、火の薬、霊れい薬やく、なんなら、水銀や砒ひ素そなんかの毒物だってあるからねえ」

　暗殺。あるいは、事故に見せかけてもいい。

　これまでは、上役を殺しても次の上役が来るだけで、決して騎き士し団という大きな枠わく組ぐみからは逃のがれられなかった。それに、騎士団から逃れても研究を続けていくあてがなかった。

　しかし、いくらかの困難を経て、奇き妙みような旅で奇妙な縁えんを得た今、話は違ちがう。

　新しく町を作ろうと希望に燃える人間に多大な恩を売り、大商会に所属する知ち己きを得ている。

　しかも、手には人々が想像もしなかった技術を持っている。

　持てるすべての道具を使い、最も望む方向に最短の距きよ離りで行こうと思うのならば、迷う必要すらなかったのだ。

　アイルゼンは確かにクースラたちにいくらかの理解を示してくれるし、また共に死線をくぐり抜ぬけてきた仲ではあるが、結局、生きている世界が違う。向こうだって自分たちを駒こまのように扱あつかうはずだとなれば、こちらもそう考えて悪い理由がない。

　あとは、やるか、やらないか。

　そして、どちらが先にやられるか、だった。

「……眠ねむらない錬れん金きん術じゆつ師どころじゃないな。最近の俺はどうもまどろんでばかりだ」

「はっははは。今まで寝ねないできた代だい償しようってことだあね」

　クースラは頭をがりがりと搔かいて、背中を丸め、視線を少しだけ下げた。塔とうの牢ろう獄ごくに幽ゆう閉へいされ、この世のすべてを敵に回してでも真理に向かおうと猛たけっていた、あの頃ころのように。

　ウェランドがこちらを見て、不敵に笑う。

「昔の悪戯いたずらを思い出すよお」

　当然、悪戯とはいえない領域のことだし、フェネシスにも黙だまっておくべきことだ。

　汚よごれるのは、自分だけでいい。

「なら、その線で準備をしておこう。特に苦もあるまい」

　クースラが言うと、ウェランドはその返事とするかのように、羊皮紙の袋ふくろを摑つかむ手を離はなす。

　その、直後だった。

「なんの苦がないだって？」

　幻げん聴ちようかと思った。

　弾はじかれたように声の方角を見る。

「ア、アイルゼン!?」

　木の陰かげから現れた人ひと影かげに、クースラは愕がく然ぜんと叫さけぶ。

「様くらいつけたらどうだ」

　対するアイルゼンは顔をしかめただけで、悠ゆう々ゆうとしたものだ。

　クースラは一いつ瞬しゆん迷い、二瞬目で決断した。腰こしの短たん剣けんに手を回し、飛び出すために腰を沈しずめた。

　どうせ殺すならばここでも構わない。

　その一歩目が踏ふみ出される前に、アイルゼンの後ろから巨きよ体たいの騎き士しが前に出て来た。クースラたちが護衛に連れて来た騎士とは次元の違ちがう、クースラがどれだけ意気がろうとも絶対に勝てないと一目でわかる手て練だれだった。

　視界の隅すみでは、ウェランドがしきりに小屋のほうを気にしている。アイルゼンが木陰に隠かくれて盗ぬすみ聞ぎきできるくらい余よ裕ゆうがあったのだから、小屋のほうもとっくに制圧ずみだろう。

　迂う闊かつだった。

　アイルゼンたちがクースラを必要としているとはいっても、使いの者を寄よ越こすだろうと思い込んでいた。そして、使いの者であればどうにでも懐かい柔じゆうできる自信があった。なにせ、クースラたちは彼らにとって神にも等しい奇き跡せきの存在なのだから。

　しかし、そのまやかしが通用しない連中もいる。

　それが、他ほかならぬアイルゼン自身だ。
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「これだけ無防備で、よくもまあ私の暗殺など計画するものだ」

　アイルゼンは肩かたをすくめ、嘆たん息そくした。

「安易に逃とう亡ぼうの選せん択たく肢しを取らなかったことは褒ほめてやるが……兵の考えることはすべて考えつかなくては、指揮官など務まらんよ」

　クースラの歯は嚙がみの音は、アイルゼンにとっては拍はく手しゆにも似た音だろう。しかしアイルゼンにとっては当たり前すぎる自分の読みが当たったにすぎないのか、特に得意げにしているふうでもない。

　おもむろに視線を上げると、目を眇すがめて、手で庇ひさしを作った。

「……とはいえ、なんだな。私は夢でも見ているのか？」

　その先には、羊皮紙の袋ふくろが革かわ紐ひもの長さいっぱいに浮かんでいる。なんの説明もなしにその様子を見たら、すわ魔ま法ほうか奇き跡せきかと腰こしを抜ぬかすところだろうが、アイルゼンはのんびりとしたものだった。

「俺たちは悪夢の真っ最中だがね」

　せめてもの強がりを見せると、アイルゼンはゆっくりとクースラとウェランドに、両手にひらを向けた。

「まあ、落ち着け」

　その顔に浮かぶのは、苦笑だった。

「私がお前らの不意を突つけたのは、お前たちが無能だからではない。私が工こう房ぼうにいたらお前らの足手まといにしかならないのと同じことだ。わかるか？　私はずっと兵を操あやつることだけを考えている。一いち日じつの長ちようにすぎん」

　懐かい柔じゆうするつもりか？　とクースラはアイルゼンをじっと見据すえているが、クースラとウェランドを交こう互ごに見やるアイルゼンは、本気で苦笑しているように見える。

「それに、私は自分の考えが当たってほっとしているよ。賭かけに出て自ら馬を駆かって来た甲か斐いがあった。さすがに老体には応こたえたがね」

　もう一度視線を空くうに浮かぶ袋ふくろに向け、アイルゼンは屈くつ託たくなく笑った。

「誰だれが本当に空そらを飛べるなんて思う？　お前らは本物の、錬れん金きん術じゆつ師だ」

「だったら、なんだ」

　クースラの問いに、視線を空から地上に戻もどしたアイルゼンは微び笑しようをたたえたままだ。

　そして、クースラたちが仮に本物の錬金術師だとしたら、アイルゼンはどうやら、本物の指揮官のようだった。

「我々は窮きゆう地ちを切り抜ぬけるためにな、敵方に寝ね返がえろうと思うのだ」

「は？」

　思わずクースラはウェランドを見てしまい、ウェランドも聞き間ま違ちがいかと確かく認にんするかのようにクースラを見ていた。

　ということは、聞き間違いではないのだ。

「くっくくく……だろうな。その発想がないから、私の暗殺など考えるのだ。なぜ私やクラトール大公が騎き士し団に忠義を尽くし、死生を共にすると考えるのだ？　お前たちと同じだよ。利益の合がつ致ちにすぎん」

「……」

　クースラは言葉もなく、立ち尽つくしていた。寝返る？　敵方に？

「詳くわしいことは小屋の中で話そう。お前らにとって、悪い話ではないと思うがね」

　アイルゼンはそう言って、さっさと踵きびすを返して小屋に向かう。アイルゼンを守る騎士も背中を見せるが、斬きりかかってどうにかなる相手とは到とう底てい思えない。

　それに、アイルゼンの言葉を疑うには、アイルゼン自身がここにいる意味があまりにも重すぎた。気軽に来られる場所ではないし、アイルゼンやその主君のクラトール大公は、いわば敵てき陣じんで孤こ立りつした部隊なのだ。悠ゆう長ちようなことをしている余よ裕ゆうなどかけらもないはず。

　アイルゼンにはなにか大きな秘策があり、そのために自分たちがどうしても必要なのだろう。

　なんにせよ、思いつきの暗殺計画が一いつ瞬しゆんで水すい泡ほうに帰した今、クースラたちに選せん択たく肢しはない。

「おい」

　クースラが声をかけたのは、同じように立ち尽くしているウェランドに、だ。

「本物の錬金術師だとよ」

「へっ」

　小こ僧ぞう時代からの付き合いのウェランドは鼻を鳴らした。

「工こう房ぼうの中しか知らない、世間知らずって意味だあね」

　クースラは足元の雪を蹴けり上げ、歩きだした。

　そうするしかない。

　前に進むしかなければ、迷うだけ無む駄だだった。
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　フェネシスやイリーネが縛しばり上げられ、人質に取られている。

　そんなことはなかったし、いざという時にいつでもそうできるよう、別々にもされなかった。

　それでもフェネシスは不安そうだった。数々の経験から、自分たちに状じよう況きようを選べる権利がないとわかっているのだろう。

　状況はクースラももちろん変わらなかったが、フェネシスが不安そうな時に摑つかんでくるのが自分の腕うでなのだから、せめて堂々としたふりをする。

「話はジーデル商会の商人から先に聞いてある。アッバスで聞いた人相そのものだったな」

　フィルにもどうしようもなかったろうし、仮にフィルが損得を考えてアイルゼン側がわについたのだとしても、クースラたちには文句を言う筋合いもない。

「手て荒あらなことはどうかご勘かん弁べんを、と殊しゆ勝しように頼たのんでいたぞ。あれは商人にしておくにはもったいない人物だな」

　アイルゼンはそんなことを付け加えてから、「さて」と言った。

「さっきも言ったが、我々は敵方に寝ね返がえろうと思う。騎き士し団は教皇まで向こうに回して戦えば、完敗はないにしても、まず無傷ではすむまい。そもそも、騎士団の存在理由は教皇から命じられた異教徒討とう伐ばつなのだからな」

　それに、見み渡わたす限りの世界のほとんどが、騎士団の敵に回るはずだ。

「だが、今いま更さら引き返せない者たちも多いし、騎士団が蓄たくわえた利権はあまりにも大きい。混乱に乗じ、一気に騎き士し団内部での地位を高めようと思う者もいるだろう。大部分の部隊が騎士団の旗の下もとに集つどって戦うはずで、激戦は必至だろうな」

　だが、騎士団が陥おちいっているのは、積み上げた富と傲ごう慢まんの重さで空いた穴の底だ。

　異教徒の女王が治めるラトリアと国境を接しながら、なあなあですましてきた正教徒と異教徒以上に、騎士団とその敵は互たがいに憎にくみ合っているだろう。

　クースラがアイルゼンの言葉に衝しよう撃げきを受けたのも、敵方が寝ね返がえりを受け入れてくれるとは到とう底てい思えなかったからだ。

「とはいえ、いつだって話は損得だ。誰だれだって戦いくさの勝ち馬に乗って、しかもなるべく被ひ害がいを少なくし生き延びたいと願う。戦には白と黒がほとんどなく、交こう渉しようの余地がそこら中にあるのはそれが理由だ」

　アイルゼンたちは敵方に寝返ろうと考え、そこでクースラたちが必要となる。

　ならば結論は一つしかあるまい。

「俺たちを売ろうっていうのか？」

　クースラの問いに、アイルゼンは困ったように笑う。

「兵というのはな、商品ではない。それに、単にお前たちを売ってしまっては、今度は私たちが無防備になる。それは避さけなければならない」

　アイルゼンの目的がわからず、口くち汚ぎたなく罵ののしりたいがその向かう先もわからない。

「私の最終的な願いは、クラトール大公が無事に領地までお帰りになり、しかもその領地を安あん堵どされることだ。そのためには、我々に利用価値がなくてはならない」

「……つまり、俺たちを道具に使うってことかよお」

　意を察したらしいウェランドが、面おも白しろくもなさそうに言った。

「そうだ。我々はこの世で唯ゆい一いつ、本物の錬れん金きん術じゆつ師を抱かかえる部隊だ。錬金術師の技術により武装し、クラトール大公はそういう部隊を指揮しうる唯ゆい一いつの御ご仁じんだろう。そして、大事な点は次のことだ。その錬金術師は、神をも畏おそれぬわがままぶりで……」

　そこまで言われたら子供でもわかる。

「その錬金術師を使いこなせるのは、我らがクラトール大公だけ、というわけか」

　クースラが嫌いや々いや言うと、アイルゼンはわざとらしく拍はく手しゆをした。

　そうすればクラトール大公は敵方から重宝される道具となり、万事めでたしめでたし。

　クースラは、じろりとアイルゼンを見た。

「あんたらにとっては、さぞ都合がいいだろうな」

　しかし、その話は当然、クースラたちがアイルゼンの完全な管理下に置かれることを意味するだろう。これまでとなにが違ちがうのかと問われればそれまでだが、一度酢す漬づけにした蕪かぶはどれだけ洗っても元には戻らない。

　自由を知り、市し壁へきの外に広い世界があると知った今、特に、白き者たちと白き者たちの伝説を彷ほう彿ふつとさせる言い伝えが世界中にある以上、クースラとアイルゼンの利益は対立し続ける。

　またもや支配者の身勝手な理り屈くつに振ふり回されるのか、とクースラが苛いら立だちに歯を剝むこうとした矢先だった。

「そこで思考が止まるから、お前らはいつまでも使われる側がわの道具なのだ」

　アイルゼンはやれやれとため息をついて、騎き士しの一人に目配せをした。

「酒でも持って来い。どうにも連中は私を信用していないようだ」

　弟子たちにあれこれ気を配っているのにいつも理解されない親方、とばかりの不満顔で、「いいか」と続けた。

「お前たちを現状うまく扱あつかえるのは、文字どおり我らだけだ」

「だから、それが──」

「ならば、そこの小こ娘むすめのことをどうするつもりなんだ？」

　苛立ちに勢い込んだクースラに、アイルゼンが冷や水を浴びせかけた。

「この土地を滅ほろぼした血族の者がいる中で、本当にやっていく自信があるのか？　誰だれも組織的に守ってくれないなかで？　ましてや、白き者たちの伝説を解いてしまったお前たちだ。まさか、忘れたわけではあるまい？　奇き跡せきとは、呪のろいのようなものであることを」

　アイルゼンが言い終わると同時に、騎士が酒を運んで来る。アイルゼンは手て酌じやくで器うつわに葡ぶ萄どう酒しゆを注つぎ、一口飲んでたちまち顔をしかめた。

「ずいぶん辛からいな」

　体を温めるための、ショウガ入りを持って来てしまったのだろう。甘い酒に慣れた貴族にはさぞ痺しびれる味のはずだ。

「まあ、これはこれで悪くないな。それで、たとえばだが、お前らが自分たちだけで敵に寝ね返がえったとしよう。すると、敵はお前らをどう扱うね？　そこの小娘の存在にたじろぐだろうし、お決まりのように神の使いと祭り上げられたとしても、その結果がどうなるかは……すでに知っているだろう？」

　一度奇跡を示したら、囲い込まれ、次の奇跡を期待される。その期待に応こたえるごとにさらなる奇跡を望まれて、到とう底てい応えきれない高みにまで追い立てられる。

　そして、その高さとは絞こう首しゆ台だいの高さなのだ。

「当然、我々はそのすべてを経験ずみだ。カザンからの脱だつ出しゆつの時と、教会の鐘かねを造る騒そう動どうの時にな。そして、問題をすでに把は握あくしている我々ならば、事前に対処のしようもある。お前たちは、自分のことを押し込める牢ろう獄ごくだと思うかもしれないが、我々の管理する工こう房ぼうにいれば、すべての問題から自由になれる」

　クースラの顔が苦々しげになるのは、アイルゼンの言葉が、あまりにも理解できるからだ。

「それだけを取ってみても、我々はお前らにとって容易に代えのきかない存在だと思うがね」

　アイルゼンはやや呆あきれ気味に言ってから、背もたれに体を預け、膝ひざの上で手を組んだ。

　恫どう喝かつとか、懐かい柔じゆうとか、そういう話ではない。

　なぜなら、答えは最初から自明なのだから。

「我々はお前らがいないと、この窮きゆう地ちを無傷で乗り越こえられそうにもないが、お前らもまた、我らがいたほうがなにかと便利なはずだ。なにか間ま違ちがっているところはあるかね？」

　頼たのむから理解してくれ、という顔だった。意地を張らずに、受け入れてくれと。

　すると、ウェランドが身じろぎし、イリーネがこんこんと爪つま先さきで踵かかとを小こ突づいてくる。

　クースラの腕うでをずっと握にぎっているフェネシスは、クースラのことを見上げ、その腕を摑つかむ手に力を込めてきた。

「切り抜ぬけた後は？　工こう房ぼうに押し込めると言ったな」

　クースラは、そう聞いた。

「後？　それは、そのとおりだ。騎き士し団が世界を支配していた頃ころと変える気はないが、研究のための資金は惜おしまんよ。お前らの研究はなにをどう考えても儲もうかるからな。それに、クラトール大公は恩を絶対に忘れないお方だ。お前らは破格の扱あつかいになるだろう。研究の自由は死ぬまで保障されているようなものだ」

「だが、籠かごの中の鳥だろう」

　乾かわいていた唇くちびるを舐なめ、獲え物ものの足に食らいつく。

「俺たちに研究の自由を許す？　体ていの良い噓うそをつくな。俺たちの考えていることがわかるあんたなら、俺たちが白き者たちの伝説の謎なぞを解いて、次になにを考えたかわかるはずだ」

「他ほかの伝説も気になるだろうな」

　気づかないふりすらしない。

「へっ。だったら、俺たちが鳥のように空を飛ぶ技術を手に入れたら、なにをするかも十分に察しがつくと思いますがね」

　可能な限り嫌いや味みったらしく言った。

　だが、ここで口論をしても詮せんないことくらいクースラにはわかっている。結局はアイルゼンに従うほかないことくらいわかっている。またぞろこの世の大きく長い物の前に、なすすべなく流されるだけだろうとわかっている。白き者たちの伝説にたどり着いてもなお、世の理り不ふ尽じんには勝てないのだと思い知らされる。

　錬れん金きん術じゆつ師は鉛なまりを金きんに変えるかもしれないが、その金に刻まれる横顔は錬金術師ではないのだ。

　クースラが、燃えるような恨うらみを込めてアイルゼンを睨にらみつけていると、アイルゼンはぱちぱちとまばたきをして、こう言った。

「ああ、そのことにこだわっているのか？」

　そして、軽く手を振ふった。

「だから、お前らの研究の邪じや魔まをする気はないと言っている。自由にさせる」

「いい加減な噓うそをつくな！」

　クースラが怒ど鳴なると、アイルゼンは眉まゆをひそめ、こめかみを指で搔かいた。

　しかし、クースラやウェランドを見るその目に、蔑さげすみの色はなかった。

　ひどく懐なつかしいものを見るような目だったのだ。

「お前らは本当に若いな」

「あぁ？」

「昔を思い出すよ」

　アイルゼンは年寄りらしくため息をつき、腹の上でゆったりと手を組んだ。

「なんでもかんでも自分だけでやり、手の届く範はん囲いだけが世界のすべてだと思い込む。それはそれで立派な一つの考えだ。世の多くの者たちは、手の届く範囲のことすら満足にできないからな」

　クースラはなにかを言おうとしたが、口から言葉が出なかった。そこには、怒いかりをぶつけようとした相手が、人ひと違ちがいだったと気がついた時のような、戸と惑まどいが伴ともなっていた。

「東に伝説があれば東に向かい、西に迷めい信しんがあれば西に向かい、一つ一つ調べるのも、まあ、いいだろう。あるいは、白き者たちを追いかける旅だったか？　書しよ籍せき商から聞いたが、白き者たちは、向かったら決して戻もどっては来られぬ土地に向かったそうだな？」

　そこまでわかっていて、なお、クースラたちを説得できると思っている。

「だが、お前たちの考えでは限界があると言うんだ」

　今まさにその長い旅から帰って来たかのように、アイルゼンは目を閉じて細い息を吐はいた。

「つまりな、弟で子しを育てろということだ。自分の手足を増やせ。そうすれば工こう房ぼうから出ずとも、工房から出るよりもよほど多くのことを調べられる」

　クースラは、ようやく嚙かみつくべき場所を見つけ、食らいついた。

「弟子を育てろだと？　信しん頼らいできる腕うでを持つ錬れん金きん術じゆつ師が、そう簡単にできてたまるか」

　燃えるような目的意識、聖人をも疑う猜さい疑ぎ心しん、なによりも大事な、絶対に諦あきらめない不ふ屈くつの心。

　これは天てん賦ぷのものだ。

　だが、アイルゼンはついに笑いを堪こらえきれず、咳せき込むように肩かたを揺ゆらした。

「はっはっは。お前に錬金術を仕込んだ師し匠しようも、そう思っていたことだろうよ」

「なっ……！」

「そして、同じ師匠から二人の凄すご腕うでの錬金術師が生まれているし」

　と、アイルゼンが視線をフェネシスに向けた。

「もう一人、生まれかけだと聞いたがね」

　空を飛ぶ方法を見つけたのは、事実上フェネシスだとフィルから聞いたのかもしれない。

「錬金術も技術だ。人の生業だ。教えるのが難しかろうとも、不可能ではない。だろう？　職人の娘むすめよ」

　話を振ふられたイリーネはぎょっとしていたが、クースラとウェランドにも視線を向けられ、ためらいがちにうなずいた。

「要は、大人になれ、ということだな」

　がむしゃらに進むのではなく、破は滅めつ的な方法に頼たよるのでもなく。

　アイルゼンの言うことは当然、理解できる。

　だが、飲み込もうとするのを体が拒きよ否ひしていた。

　その板いた挟ばさみでクースラが動けないでいると、ウェランドがひょいと口を挟んだ。

「それじゃあ、面おも白しろくないんだよお」

　クースラが弾はじかれたようにウェランドを見ると、ウェランドは困ったように笑いかけてきた。

「特に、白き者たちを追いかけるのは、錬れん金きん術じゆつ師の夢みたいなものだあね。人ひと伝づてに聞いたんじゃあ、一生悔くいを抱かかえるだろうねえ。直接会って、話して、できれば一いつ緒しよに工こう房ぼうだって構えたいくらいだよお」

「ふむ。その気持ちもわかるがね。私もまた、かつては戦場で剣けんを振ふるっていた身だ。指揮などせず、自分でやったほうが早い、と何度も思ったものだ」

　すべての反論は想定ずみ。アイルゼンはずっとそんな余よ裕ゆうを見せているが、クースラはだんだん、そうではないのだとわかってきた。アイルゼンも、昔から今のアイルゼンだったわけではない。熱くはあるが、どろどろで形の定まらない鉄がやがて冷えて固まるように、色々な経験を経て今の形になったのだ。

　たった今クースラたちが置かれているような立場に、何十年も前に置かれたことがあるのだろう。

　クースラは、ようやくなぜこんなにも歯がゆく、また苦しいのかがわかってきた。

　自分は世界においてさほど特別でもないと、思い知らされているからなのだ。

「一つ試みに聞くが」

　そこに、アイルゼンが弓矢を放つ。

「お前たち、白き者の伝説を、お前たちだけの力で解けたと本当に考えるのか？」

　そんなわけはない。

　クースラたちがそのことをわかっているからこそ、アイルゼンは言ったのだろう。

「成し遂とげることを大きくしようと思えばな、一人で支えようとするのは無理だ。誰だれかを信用し、協力してもらうほかないし、案外、他人も自分並みにうまくやるものだとわかる」

　ついこの間までの自分ならば、絶対に納なつ得とくしなかっただろう。

　しかし、今はウェランドやイリーネの腕うでをクースラは信じているし、なにかあれば力になってくれるだろうと期待できる。なによりも、あのフェネシスが自分でも気づかなかった錬金術の発見を堂々成し遂げるなどと、少し前までの自分が考えられただろうか？

　経験は確実に人を変えるし、経験を無視して理り屈くつに固こ執しつするのが錬れん金きん術じゆつにおいてどれだけ危険か、身に染しみて知っていた。アイルゼンの言葉を疑うことは、ウェランドやイリーネ、それに、フェネシスと過ごしてきた時間を疑うことだった。

「だが……」

　と、それまで立て板に水だったアイルゼンは、初めて言葉を濁にごした。

「あれこれ言ったところで、それだけで若者が老成するわけではない。血気にはやったお前らが、空を飛ぶ力を掌しよう握あくした途と端たん、白き者たちを追いかける無む謀ぼうな旅に出ないとも限らん。そもそも」

　と、アイルゼンはクースラとフェネシスを意味ありげに見比べた。

「白き者たちに執しゆう着ちやくしているのは、連中の特とく殊しゆな技術のためだけではあるまい？」

　見られたくなかったものを見られたような羞しゆう恥ちが一いつ瞬しゆん走ったが、今いま更さらにすぎる。

　クースラは深呼吸をして、アイルゼンを見据すえた。

「そうだ。こいつは、おそらく白き者たちと同族だろうからな」

「それが厄やつ介かいな点だ。密みつ偵ていどもも、お前らから技術を盗ぬすむだけにしておけばよかったのに、小こ娘むすめに手を出したのが運の尽つきだ」

　その場の雰ふん囲い気きから、一瞬緊きん張ちよう感がなくなった。

　全員がアイルゼンの言葉に納なつ得とくしたからだ。

　ただ一人、クースラだけがなんとも居い心ごこ地ちの悪い思いをしていたが、それはアイルゼンの言葉があまりにも図ず星ぼしだからだろう。密偵たちが単に技術を持って逃にげただけなら、追いかけすらしなかっただろう。

「笑いはせんよ。クラトール大公も恋多きお方だからな。あの方に比べれば、おとなしいほうだ」

　気を遣つかわれているのかどうか、なんとも曖あい昧まいなところだが、ここで怯ひるんだらそれこそ情けないだけで終わってしまう。

　クースラはアイルゼンを見据えたままフェネシスに片かた腕うでを伸のばし、乱暴に抱だいた。

「こいつに頼たのまれたら、神に制止されても白き者たちを探しに行く」

　ウェランドは手を叩たたかんばかりににやつき、イリーネは目を丸くしていた。

　当のフェネシスはといえば、驚おどろきながらも、嬉うれしそうだった。

「その若さがいっそ羨うらやましいな……。だがな、白き者たちを追う必要などないのだ。いいか？　それはお前らが行くのか、別の者が行くのかの話ではない。そもそも、探すことが無意味だと言っているのだ」

「……なに？」

　クースラのみならず、ウェランドも笑えみを消し、アイルゼンを見た。

「なんだと？」

「白き者が遠くの地で生きているとは……また馬ば鹿かなことを信じたものだ」

　思わず肩かたを抱いているフェネシスを見ると、フェネシスは驚きに目を見開いていた。

　今後のクースラたちの行動を制限するための説得にしたって、聞き過ごせない話だった。

　フェネシスは一族の者を虐ぎやく殺さつされ、唯ゆい一いつ生き残ってここまで流れ着いた。白き者たちの末まつ裔えいが生きているかもしれないというのは、一つの慰なぐさめになっているはずだった。

　クースラは、怒いかりをにじませて言った。

「おい、いい加減なことを言うなよ」

「こんなこと、あらましを聞いたらすぐにわかったぞ」

「……そうかい……なら、御ご高説を聞こうじゃないか」

　錬れん金きん術じゆつのれの字も知らない奴やつになにがわかるんだ？

　クースラはむしろどんな珍ちん説せつを披ひ露ろうされるのかと興味すら湧わいた。

「連中は死んだ。全ぜん滅めつだよ」

　身も蓋ふたもない意見に、はいそうですか、と納なつ得とくできるはずもない。

「理由は？　根こん拠きよはあるんだろうな」

「もちろん。太陽の欠片かけらについての性質も、アッバスで調べてある。仮にこの町が破は壊かいされたのだとしたら、太陽の欠片を使って火の薬を作った可能性が高いのだろう？　しかし、お前はそれだと状じよう況きようが妙みようだと思った。なぜなら、大量の火の薬が必要になるからだ」

　そのことはポドロフにも語ったので、彼から聞いたのだろう。だが、そうなると、アイルゼンはクースラたちと同じ前提知識から、違ちがう結論を導いたことになる。

　クースラは思う。散々考えたのだ。そんな道など、ない。

「そこまでたどり着いていて気がつかないものかと思ったが、お前らと話して、若さゆえと納なつ得とくしたよ。お前ら、白き者が遠くの土地に生きているとして、なにをしていると思うんだ？」

「なに？　なに……を……だと？」

　アイルゼンの発言の先をまったく読めない。

　クースラは、鼻はな面づらを引き回されている牛の気分だ。

「それは……それは、決まっている。あれだけの技術を手に入れた連中だ。間違いなく研究に勤いそしんでいるはずだ」

　それに、白き者たちの血族のフェネシスもまた、クースラたちの工こう房ぼうでの作業を見て感じ入っていた。普ふ通つうの町まち娘むすめは亜あ鉛えんの蒸留になど興味を示さない。その好こう奇き心しんの強さはおそらく、血なのだ。

　だが、アイルゼンはそう答えたクースラを見やると、失望に似た憐あわれみを顔に浮かべた。

「籠かごの中の鳥が、外に出せと叫さけぶ。飛び方も、餌えさの取り方も知らんのにな」

　さめざめとため息をつくと、アイルゼンは視線を意外なところに向けた。

　イリーネだ。

「この中だと、お前が一番気がつきそうなものだが」

「え」

　そう言われ、イリーネははっきりと驚おどろく。クースラも驚いたし、ウェランドやフェネシスの視線まで集めて、たじろいでいた。

「立場、とはよく言ったものだ。そこに立ってこそ見える景色がある。お前は短いながらも、町の職人組合の組合長を務めていたそうじゃないか」

　答えのない問いを出されているわけではない。そう気がついたのだろうか、イリーネの顔から動どう揺ようが消えた。そして、良き指揮官とは、どうやら兵を先導するだけでなく、歩き出す先をうまく示す者でもあるらしい。

　イリーネは、ぽつりと言った。

「……確かに、ちょっと、思いました。白き者たちは研究をしていないかも、と」

「イリーネ」

　クースラがその名を呼んだのは、アイルゼンの雰ふん囲い気きに飲まれるな、という警告だったが、クースラを見たイリーネは、まばたきもせず、はっきりとクースラを見据すえたまま、首を横に振ふった。

「ううん……そう、そうよね。普ふ通つうに考えたら……あり得ない話、よね」

「だからどこがなんだ！　白き者たちには技術がある。おそらく好こう奇き心しんもある。どこでだって研究を続けられるはずだ。俺やウェランドでさえ、工こう房ぼうを追い出されても時間さえあれば工房を再現できる。自分たちが使う道具はすべてその構造と作り方を把は握あくしている。白き者たちならなおさらだろう？」

　苛いら立だちが紛まぎれたが、イリーネは怯ひるまない。錬金術師たちを見回し、ぐっと顎あごを引いた。

「なるほどね。私とあんたたちとの違ちがいって、こういうことなんだ」

　困ったような笑えみは、少しだけ悲しそうにも見えた。それは、錬れん金きん術じゆつ師と鍛か冶じ職人が、お互たがい町では決して相容いれない者同士だったことを、久しぶりに思い出したかのようだった。

「確かにあんたたちの腕うでなら、私らとまではいかなくとも、十分実用に堪たえる道具を拵こしらえることができるでしょうね。その材料の製錬もできるだろうし」

「なら──」

「でもね」

　言い募つのろうとするクースラを制し、イリーネは組合員をまとめ上げる長の口調で、こう言った。

「あらゆるものを自分で作るの？」

「……は？」

　クースラは、聞き返した。

「たとえば金かな槌づちを作るとするわよね。鉄の製錬はあんたらはお手の物よ。でも、金槌の柄えになる部分の木工はどうするの？」

「そんなもの」

「作ればいい。そうね。では、その柄えになる部分の木を伐きり出して来るのは誰だれ？」

「それは──それ、は……」

「木を伐り出すための斧おのも必要だし、斧となると刃はを作る技術も必要だし、頑がん丈じような鋼はがねを作るために高温を出すための炉ろの構築も必要になるわよね。高温に耐える煉れん瓦がの作り方は知っていても、材料の土を取って来るのは大変よ。それに、組み上げるための足場だって必要だし、足場を作るためには大量の綱つなが必要で、綱を作るには適切な植物を大量に生産、加工する必要があって、ふいごを作るにしても獣けものを狩かる必要がある。罠わな？　弓？　それとも、飼育？　なんにせよそのための道具と、恐おそろしい手間と、熟じゆく練れんが必要になる。でもいいわ。朝も昼も夜もなく働けば、なんとか習得して、道具も用意できるかもしれない。でも、いい？　恐ろしいことなんだけど」

　イリーネは、唇くちびるを舐なめた。

「その拵こしらえたすべては、どんどん消しよう耗もうして、作り替かえなきゃいけないのよ」

　グルベッティのあの町で、イリーネは自分の背せ丈たけよりも背もたれが高い、組合長の椅い子すに座っていた。そこで、一つの町の産業の一角を担になう、鍛か冶じ職人たちを束ねていた。イリーネは工こう房ぼうの中の一職人としてではなく、職人の集団全体を見み渡わたす位置にいた。

　クースラは、自分よりも頭一つ分は身長の低いイリーネを、いつの間にか見上げている気分になっていた。

　自分は錬れん金きん術じゆつ師だ。

　工房の中で作業をしていれば、いつだって様々なものが自由に手に入った。

「鍛冶職人は鍛冶職人だけで存在できるわけじゃない。他ほかの職人がいてこそ成立するし、その職人全体が生きていくためにはパン屋や肉屋が必要で、麦を育てたり豚ぶたを育てたりしてくれる人が必要なのよ。あるいは、そういう人々の利益を最終的に調整する、偉えらそうに椅子の上でふんぞり返る髭ひげの貴族が必要だったりするのかもしれないわ」

　喋しやべっている最中にいつものイリーネらしさを取り戻もどしたようで、最後の一言はアイルゼンへの当てつけだ。もちろん、アイルゼンは小こ娘むすめの当てつけ程度は、むしろ心ここ地ちよい調べのように聞き流している。

「ましてや錬金術なんてものの研究をしようと思ったら、必要な仕事はこれだけじゃ全然すまないわよね」

　膨ぼう大だいな種類の鉱石、薬石、貴石から、薬草や動物の臓ぞう物もつまで、あらゆる物を必要とする。

　中には錬金術以外には使い道のない物もあるし、手に入れるには膨大な距きよ離りを運んでもらわなければならない物もたくさんある。

　そのすべてを自力で揃そろえようと思ったら、それこそ一つの国を作る必要があるだろう。

　クースラは、文字どおり、身の程ほどを知った。

　自分たちがどれだけ複雑に構築された網あみの目の中で、その特別な恩おん恵けいに与あずかっていたのかを。

　誰だれも信用せず、自分一人だけの力で研究してきたなど、お笑い種ぐさだった。

「白き者たちが誰もいない土地に飛んで行ったということは……確かにあるのかもしれない。でも、そこで研究を続けるのは無理でしょうね。もしかしたら、もしかしたらだけど、私たちの国と同じような国がこの世の果てのどこかにあるのかもしれないけど、そうなると、結局白き者たちはここにいた時と同じような目に遭あうんじゃないかしら」

　それでは旅に出た意味がないし、おそらくこの世の果てに黄金の都はない。

　ただ、イリーネは口を開けないクースラたちを前に、得意げな顔をするわけでもなかった。

　言うべきことを言い終えると、不満そうに腕うでを組んでいた。

「とはいえ、白き者たちが死んでいる、とまでは私も言えないんだけど」

　こうして、その場にいた者たちの視線は再びアイルゼンに戻もどっていく。

　アイルゼンは、髭ひげを撫なでた。

「その応用にすぎん。私も大きな部隊を運営する以上、物流には常に気をかけなければならない。部隊を動かすことはできても、戦いを支える莫ばく大だいな量の物資を必ず調ちよう達たつしなければ戦いくさにはならないからな。騎き士し団がラトリアを攻せめあぐねていたのも、結局はそこだ。怒ど涛とうの勢いで攻め落とす兵はいても、彼らを養うことができん。とすればだ。その白き者とやらが生きていたとして、しかも複雑な研究をしたいと望んでいたのだとしたら、まず間ま違ちがいなく不毛な土地には向かわないだろうし、向かったとしても研究をする環かん境きようなど整えられまい。そして、これと同じ論法をさらに敷ふ衍えんするとな」

　と、辛からいと言って顔をしかめた葡ぶ萄どう酒しゆを一口飲み、やはり顔をしかめてから、言った。

「白き者たちが生きていて、我々の知る世界のどこかで研究を続けていたとしたら、わかるはずなのだ。あまりにも特とく殊しゆで、時として高価な物資を要求するだろうから、絶対に目立つ。金かね袋ぶくろを揺ゆらせば音がするだろう？　資金を稼かせぐために高度な技術とやらでたとえば素す晴ばらしい鋼はがねを作って売っていたとしたら、たちまち評判になって商人が押し寄せる。隠かくしきれはしないのだ。人は、必ず他ほかの人と関かかわって生きている。錬れん金きん術じゆつ師が工こう房ぼうの中で社会と隔かく絶ぜつして真理を追い求められると思えるのは、その工房に金を出す者たちがそのように配はい慮りよしているからにすぎんのだ」

　クースラは、その言葉を苦痛を堪こらえるかのように顔を歪ゆがませながら、聞くしかなかった。

　自分は世界の真理を暴あばく錬金術師だとのたまっていたのに、世の仕組みのことなどなにもわかっていなかったのだから。

「白き者たちとやらを血ち眼まなこになって追いかけた者が何人もいて、結局こんな地の果てにまでたどり着いたということは、その白き者とやらはどう考えても我々に馴な染じみのある土地には存在していないだろう。そして、その地の果てには、目を疑うような破は壊かいの跡あとが残っている。もはや結論は明らかだろう？」

　白き者たちは、死んだのだ。

「だが、これはある意味朗ろう報ほうでもある」

　怜れい悧りな権力者の顔を取り戻もどし、アイルゼンはクースラを冷たく見据すえ、薄うすく笑う。

「お前の勘かんが正しい可能性を示しているからな」

「……俺、の？」

「お前は火の薬の威い力りよくから、この町の破は壊かいをもたらした、なにか別の方法があるのではと思ったのだろう？」

「……そう……だが……」

「私は感心した。皮肉や世辞ではないぞ。お前の案を聞いたからこそ、私も先の結論に確信を得たのだからな」

「……」

　クースラは必死に頭を巡めぐらせる。

　自分がなにも見えていない盲もう目もくの羊だと思い知ったが、経験という松明たいまつを得た。

　失敗をしない錬れん金きん術じゆつ師はいない。

　いるのは、その失敗を活いかせる錬金術師と、活かせない錬金術師。

　それに……。

　そこまで考えた瞬しゆん間かんだ。クースラの脳裏に、あの、フェネシスに思い切り心配される原因になってしまった、臭しゆう気きに火をつけた時のことが閃せん光こうのように蘇よみがえる。

「白き者は」

　クースラは、からからに渇かわいた喉のどを、ごくりと鳴らした。

「事故死したのか？」

　臭気を詰つめた袋ふくろに火をつけた時、クースラは前まえ髪がみを焦こがす程度ですんだ。だが、あれは純じゆん粋すいに運が良かったとしかいえない事故だった。それがわかっているからこそ、頭を冷やすためにあの実験から降りたのだ。

　そして、錬金術師を長年やっていれば嫌いやでもわかる。危険のある場所では、いつか必ず危険な事態に見舞まわれると。なにせ、誰だれも知らなかった知の領域に、地図もなにもなく分け入っていく作業が研究というものの本質なのだから、そこでなにが起こるかは事前に決してわからない。既き知ちの材料を混ぜ合わせ、とんでもない効果が得られるのが日常茶さ飯はん事じだった。

　鉄と硫い黄おうのことを知らない職人はいないが、鉄と硫黄を水で練って火をつけると猛もう烈れつに燃え上がることを知っている職人はほとんどいない。

　だとしたら、そうとしか考えられなかった。

　当然、アイルゼンが幸運だと言った理由も、よくわかった。

「一瞬で、おそらくは、実験で作り出す程度の些さ細さいな量で、なにもかもが吹ふき飛ぶほど強力な代しろ物ものを作ってしまったんだとしたら……すべての、話のつじつまが合う」

　当時は南の地をしのぐほど交易の盛さかんだったこの場所ならば、研究のための物資も豊富に手に入っただろう。しかも爆ばく発はつの中心が町外れにあったことも、初めから危険性を察知していたので工こう房ぼうを町外れに構えた、と考えられる。クースラたちはそれを、いざという時のため、と考えたが、いざという時にも色々な種類がある。

　そこで、白き者たちは自分たちの力の取とり扱あつかいを、誤ったのだ。

「私はそのように考えるし、火の薬以上のとてつもない威い力りよくを秘ひめたなにかがまだこの世には存在する、と思うだけでわくわくする。なにせ、火の薬の製法はどれだけ隠かくそうとも、戦いくさに用いるほど大量に生産すれば、いつか必ず漏もれ出てしまうはずだからな。全員が同じ武器で武装すれば、優ゆう劣れつは運用の差で決まる。そこに、さらに根本から異なる強力な兵器を用意できるのであれば、我々の覇は権けんはずっと安あん泰たいだろう。それに……」

　アイルゼンは、権力者の笑えみを口くち髭ひげで隠かくしながら、工房の外を窺うかがうように視線を巡めぐらせた。

「あんな爪つめ痕あとを残す威い力りよくだ。改めて、世界を我らの手に収める算段を練ったっていい。もっとも、今度は十分に教皇様と仲良くしないとならんだろうがな」

　次、次、次。

　朝もなく昼もなく夜もなく、眠ねむらない《利子クースラ》のように。

　その発想法はあまりにも錬れん金きん術じゆつ師らしかったのに、クースラの心は動けなかった。

　白き者たちの伝説の謎なぞを解いてサイラスやこの土地の者が呪のろいから解放されたように、足る前に諭さとされて、クースラもまた自分の中でなにかがほどけてしまっていた。白き者たちは空すら飛んだが、それですら世の仕組みから自由なわけではなかったのだ。

　その事実が、なにか覚めてはならない夢から覚めてしまったような気にさせていた。

　たとえ魔法の技術で鉛なまりを金きんに変えようとも、変えられないことは変えられないのだと、知らしめられたのだから。

「さあ、我らが錬金術師よ」

　クースラが途と方ほうに暮れているところに、アイルゼンが殊こと更さら明るく言った。

「荷物をまとめろ。まずはこの窮きゆう地ちを抜ぬけ出すために、敵方と交こう渉しようする必要がある。交渉を有利に運ぶには、我々が強大な力を有していると示さなければならない。そのためには軽く一戦交える必要があるが、準備が必要だろう？　アッバスの町は幸い市し壁へきもあるし、大商会がずらりと揃そろっているから物資に事欠かん。そこで抗こう戦せんした後、交渉に持ち込む。お前らには、派手にその魔ま術じゆつを披ひ露ろうしてもらう」

　そこに、昂こう揚よう感はない。

「鉛を金に変えようじゃあないか」

　アイルゼンのその言葉は、パンの中に混じった砂のようだった。







　アイルゼンは地に足が着いた者として、善は急げの原則を知っている。

　しかし、クースラたちと話し終えて工こう房ぼうから出る頃ころには太陽が山やま際ぎわにかかっていた。

　見上げると、紫むらさきと群ぐん青じようの水すい晶しようの中に銀の粉をまぶしたような空がある。

　今夜は殊こと更さら、寒くなるだろう。

「出発は明朝、明るくなり次し第だいだな」

　アイルゼンはそう言ってから、こう付け加えた。

「そうだな。それまで……空を飛ぶ技術とやらの実験を見せてもらおうか」

　ややきまりが悪そうだったのは、興味があって仕方がないことの演技だとしたら、脱だつ帽ぼうものだ。ウェランドはアイルゼンに反はん抗こうするのは分ぶが悪いと早々に見切ったのか、あるいは本当に敵意がないと納なつ得とくできたのか、笑って快かい諾だくしていた。イリーネや騎き士したちもなんだかんだ手伝いに駆かり出されたのは、ちょうどその頃になって小屋を訪おとずれた者が他ほかにあったからだ。

　小屋を訪れたのは、手に手に食べ物や毛皮の敷しき物ものを持っているサイラスら土地の者たちで、この土地の呪のろいを解いてくれたお礼と、その技術をぜひ見てみたい、とのことだった。

　もしかしたら、フィルが万が一のことを考えて、アイルゼンが力ちから業わざでクースラたちを無理やり引きずって行かないように、牽けん制せいのためにサイラスたちを寄よ越こしたのかもしれない。しかし、彼らの言葉もまんざら噓うそではないのだろう。

　クースラは、アイルゼンがこの技術を秘ひ匿とくしたがるのでは、と思って軽く目配せしたが、アイルゼンは構わないとばかりに小さくうなずいただけだった。

　そうなると時間も時間だったので、ついでに食事も作って外で宴うたげのようなことになった。クースラも松明たいまつを用意したり、毛皮の敷しき物ものを敷しいたり、煮に炊たき用の簡易な竈かまどを石を積んで作ったりと忙いそがしかった。小屋の中で料理を担当したのはフィルとサイラスで、フェネシスも細々手伝い、立ち回っていた。

　ほどなくして、フィルとサイラスがたっぷりの具材を入れた大きな鍋なべを抱かかえて持って来た。

　その頃には竈の火も大きくなっていて、鍋が煮える前から酒が振ふる舞まわれた。

　もはや完かん璧ぺきに宴えん会かいの体ていだが、土地の者たちにとってはついに呪いが解けためでたい日でもある。サイラスから事前にあれこれ聞いているのか、土地の者たちは言葉が通じないながら、クースラやイリーネ、フェネシスにも握あく手しゆを求めてきた。ウェランドに手を伸のばさなかったのは、忙しそうに実験の準備をしていたからだろう。

　クースラは彼らを適当にあしらい、フィルに押しつけると、火から少し離はなれた場所にあった切きり株かぶの雪を払はらい、そこに腰こしを下ろした。

　彼らにとってはめでたい日だろうが、自分にとってはどうだろうか。

　ずっと気分は浮かないままだ。

　ウェランドの作業と、そのウェランドを取り巻いて興味深そうに手順を見つめる土地の者と、適てき宜ぎウェランドの説明を翻ほん訳やくして伝えているサイラスに、本当はその輪の中心に入りたそうだが高位の人間としての見み栄えがあるのか、小屋から引っ張り出して来た椅い子すの上で時々首を伸のばしているアイルゼンなどを眺ながめていた。

　そして、すっと人ひと影かげが現れる。

　もしかしたら自分は、そいつに来てもらいたくて、少し人の輪から離はなれた場所にいたのかもしれない、とクースラは思った。

「伝説のことは、残念でしたね」

　フェネシスの一言目は、それだった。

「こっちの台詞せりふな気がするがね」

「私は」

　フェネシスは言いかけて、クースラの隣となりに視線を向けてきたので、クースラは少しだけ横にずれてやった。フェネシスは素す直なおに嬉うれしそうな顔をしてから、ちょこんとそこに腰こしを下ろす。

「私は、気にしませんよ。何度も言っているじゃないですか。会えなくて、元々です。でも、あなたのほうは、せっかく手た繰ぐっていた糸が、ぷっつり切れていたわけですから」

　クースラは小さく肩かたをすくめ、視線をウェランドたちのほうに向けた。

「伝説はここで終わりだが、とりあえずこの窮きゆう地ちを切り抜ぬけたら、この町を滅ほろぼした技術を改めて開発しろ、だとよ。楽しみはまだ残っている」

　口に出してみると、殊こと更さらに空々しかった。

「しかも、その後は好きに研究ができるらしい。弟で子しやらを使って、各地の伝説や迷信も調べ放題だそうだ」

　足せるだけ足してみたが、それはまとまらない粉雪のようにぱらぱらと崩くずれていってしまう。

　フェネシス、ウェランド、イリーネと気の置けない仲間がいて、工こう房ぼうでの研究の自由は保障されている。しかも、追い求めるものは白き者たちですら取り扱あつかいに失敗した、町を吹ふき飛ばすほど強力な技術だ。

　頰ほおには、かすかに吹いている風の冷たさと、一いつ対ついの視線を感じている。

　無言なのはむしろ、クースラがなにかを言いたがっている、と察しているのかもしれない。

「子供なんだよ、俺は」

　ほんの半年前までなら、絶対に口にしなかったような台詞せりふだ。

　しかも隣に座るのは、十人のうち八人くらいは子供だと認めそうな少女だった。

「知ってますよ？」

　間かん髪はつ入れずに言われ、クースラはさすがにじろりと横目に見る。

　フェネシスは怯ひるみもせず、大人びた微び笑しようを浮かべていた。

「でも、男の人はそのくらいがちょうどいいのだと思います」

「はん。ろくすっぽ胸も出てないお前が男を語るのか？」

　やり返すと、フェネシスはたちまち子供らしくむうっと睨にらんでくる。

「い、イリーネさんが言っていましたし……私も、そう思います」

　それに、出てないわけではありません……とかなんとか口の中でごにょごにょ呟つぶやいていた。

「へっ」

　足をだらしなく開き、背中を丸めて膝ひざの上に頰ほお杖づえをつく。そうしてようやく視線の高さが合うような身長差だ。膝の高さだって全然違ちがう。

　しかし、中身はあまり変わらないのかもしれなかった。

　クースラが不ふ貞て腐くされたようにため息をつくと、ウェランドたちのいるほうからどよめきが聞こえてきた。どうやら、袋ふくろを浮かべ始めたらしい。事前の説明があってもなお、錬れん金きん術じゆつとは無む縁えんの連中には度ど肝ぎもを抜ぬかれる光景なのか、何人かが後ずさりをしたり、腰こしを抜かしてへたり込んだりしていた。

　その人の輪の上方で、大きな重りを付けたままの袋が、弱々しく空に浮かんでいた。

「アイルゼンのやろうとしていることは、世の仕組みを回す連中のやることだ。計画があって、準備があって、実行があって、また計画がある。着実な結果と、着実な前進がある。それが望む限り、死ぬまで続く」

　袋は弱々しくも、確かに空に浮いている。

　どれだけ無様に見えても、人が奇き跡せきを成していた。

「……駄だ目め、なのですか？　研究そのものは、同じじゃないですか。それに、世界のあっちこっちに残る伝説や迷めい信しんだって調べられるというのは……得がたいことだと思います」

　そのとおりだ。

　心躍おどってしかるべきだった。

「ああ、だけど、それは……」

　クースラは口を閉じ、しばし黙もつ考こうする。自分の中の気持ちをうまく言葉にできないのは、それくらい、胸の中にある気持ちが幼よう稚ちだったからかもしれない。

「もう、悪さ、じゃないんだよな」

「え？」

　フェネシスが驚おどろき、呆あきれたように聞き返す。

「わ、悪さ？　ですか？」

「そう、悪さだ。あの悪戯いたずらめいた雰ふん囲い気きがない。これを明らかにしたらどうなるんだ？　実現できたらどうなるんだ？　町の善よき市民どもの鼻を明かせるのでは？　ふんぞり返っているお偉えら方がたを虚こ仮けにできるのでは？　人々の運命を翻ほん弄ろうしてせせら笑う神を出し抜けるのでは？　って感じでな。そんなわくわく感がない。あるいは」

　クースラは、アイルゼンとの会話を思い出す。

　夢を追いかける錬金術師を支えているのは、どうしようもない現実だったのだから。

「元々、錬金術ならばどんなことでもできる、ひっくり返せるってのは、幻げん想そうだったのかもな。あの白き者たちですら、奇跡に近いことを成し遂とげておきながら、物の流れという世間の仕組みからは自由になれなかった。きっと、そのせいで、散々辛つらい目に遭あってたんだろう」

　彼らが迫はく害がいを受けながらも、必ずどこかの町に現れては同じことを繰くり返していたらしいのは、結局そこに原因があったのだろう。あの山の向こうの町に行けば、今度こそ受け入れてもらえるのではないか、という健けな気げな楽観ではない。自分たちの研究を続けるにはどうしてもある程度の規模の町にいることが必要だった、というつまらない理由からだ。

「俺は、錬れん金きん術じゆつなら、どんな馬ば鹿かげた夢でも叶かなえられると思っていた。子供じみた阿あ呆ほうな考えだと思うか？　でも、見ろよ、ウェランドの奴やつを。鼻を垂たらして外で遊ぶ子供のまんまだろ」

　針葉樹の背せ丈たけを超こえるまで浮き上がった袋ふくろは、重りに引っ張られて逆さまにした水すい滴てきのように歪ゆがんでいる。ウェランドはもう土地の者たちに説明することなどすっかり忘れ、目を見開きながら右に左にと位置を変え、袋の様子を観察している。側そばで手伝う騎き士しやイリーネも呆あきれ顔がおだ。

　そして、ついに袋が重さに耐たえきれず破れ、重りが高所から落下して、雪が衝しよう撃げきで盛大に舞まい上がった。

「はは。尻しりもちついてやがる」

　観察に夢中で、重りが落ちてくる寸前まで避よけることを考えていなかったらしい。頭まで真っ白になってひっくり返ったウェランドに、人々がどよめき、イリーネと騎士が苦笑しながら引き起こしていた。

「大人になれと言われちまったよ」

　騎士団の下もとで勝手な実験をして罰ばつを食らうたびに、同じことを言われていた。

　あの頃ころはその言葉に従うことで自由を失うと本気で信じていた。

　だが、今アイルゼンの言葉に従うことで、むしろ実験の自由を手に入れ、仲間の身の安全まで保障される。それこそが自分のマグダラだったのだとは、この間気がついたばかりだ。

　だとすればそれ以上なにを望むのか。

　それより先に行ったとして、なにかあるのだろうか？

　ありはしないのだ。

　なにせ、そこが自分の目的地なのだから。

「いっそアイルゼンが物分かりの悪い、嫌いやな奴やつだったらな、とすら思う。そうしたら、自由を得るために倒たおすべき敵になっただろう？」

　自分たちを翻ほん弄ろうする運命に仕返しをするために、まともな大人ならば絶対に進まないような道を、悪戯いたずら小こ僧ぞうのままで走り続けることができる。わかりやすい敵を手に入れて、偽いつわりの前進で自分を誤ご魔ま化かせる。

「本当に、子供なんですね……」

　しみじみとフェネシスに言われてしまうが、反論のしようもない。

「だから純じゆん粋すいに好こう奇き心しんの量でいったら、ウェランドのほうが上なんだろうな」

　頭からかぶった雪を払はらうことすらせず、取り巻く土地の者たちとなにかを熱心に話し込んでいる。言葉が通じないはずなので適てき宜ぎサイラスが通訳しているのだろうが、手にしている物が破れた袋ふくろであるから、きっと重さに負けない頑がん丈じような袋の作り方でも話しているのだろう。そして、目的がはっきりしていれば、言葉の違ちがいなどあまり関係ないのかもしれない。

　彼らのやり取りを、クースラは遠くの物を眺ながめるように、見つめていた。

　自分もまたああいうふうに夢中になれるだろうか、と思っていた。

　これ以上進む先がないところにたどり着くなどと、考えたこともなかったからだ。

　これからは、なにを目指して研究に勤いそしめばいいのだろうか。

「マグダラの地にたどり着き、技術で世界に抗あらがえる限界も見た。それでもなおやりたいことってのが、俺の中にはないらしい」

　クースラが乾かわいた笑いと共にそう言うと、フェネシスは痛ましそうに顔を歪ゆがめた。

　クースラはそんなフェネシスの頭を、ぐしぐしと撫なでる。

「ま、とりあえずは生き延びるためにすることがある。手を動かしていればやる気もまた出てくるだろ。お前やイリーネが言うには、俺は考えすぎるきらいがあるらしいしな」

　立ち上がり、言った。

「飯でも食おう」

　しかし、フェネシスは立ち上がらず、クースラのことを泣きそうな顔で見つめていた。

　クースラは、小さく肩かたをすくめた。

「アイルゼンが、教会をぶっ潰つぶすとかとんでもないことを言い出してくれたら、血の滾たぎりようもあるんだけどな。それに、お前にも朗ろう報ほうだろう？」

　フェネシスは呪のろわれた血筋と呼ばれている。耳を晒さらせば人々の偏へん見けんはあるだろうが、教会がなければもう少しましな扱あつかいを受けていたかもしれない。

　だが、クラジウス騎き士し団ですら、それはできないだろう。

　ゆえに、大それた錬れん金きん術じゆつ師の空想としては、悪くない。

「……それは、私が、嫌いやです」

　フェネシスはようやくぎこちなく笑い、切り株から立ち上がった。

「もう、危ない目に遭あうのは嫌です。自分も……それに、他ほかの人も」

　フェネシスは言いながら、クースラの頰ほおに手を伸のばしてくる。白しろ熊くまの毒にやられ、ぼろぼろになった皮ひ膚ふのかけらがまだそこかしこにくっついている。

「穏おだやかに暮らせるなら、それでいいじゃないですか」

　フェネシスに優やさしく顔を撫でられ、クースラはどうしても顔が渋しぶくなる。

「腑ふ抜ぬけになる」

「イリーネさんが言うには、あなたは私に関してはとても腑抜けだって」

　女二人でいつもどんな会話をしているのか想像できる一言だ。

　しかし、たぶん、間ま違ちがってはいないのだ。

「馬ば鹿からしい」

　クースラは言って、フェネシスの肩かたを抱だき寄せた。フェネシスは抱き寄せようとするといつも一いつ瞬しゆん体を強こわ張ばらせるが、すぐに力が抜ぬけて柔やわらかくなる。その瞬間が好きだ、と言ったら、やはりこれ以上ないほどの馬鹿だろう。

「それに、天使の伝説のことは、私には勉強にもなりました」

「勉強？」

「ひとつのことにも、たくさんの物の見方があるって。二転三転する伝説の解かい釈しやくはどれも、私には確からしく思えました。だから、もしかしたらあなたが大喜びするような第四の解釈があるのかもしれません」

　確かにアイルゼンのそれは、クースラたちの考えたものよりもさらに説得力がある、というだけのことでしかない。百年前に戻もどって確かめることができない以上、すべては時の砂の中だ。

　ただ、フェネシスが本当に言いたかったことは、もう少し別のことのようだった。

「なので、今はあなたにとっては魅み力りよく的ではない生活も、考えようによってはものすごく魅力的になるかもしれませんよ」

　腕うでの中のフェネシスに視線を向けると、曇くもりのない笑え顔がおを向けられる。

　あの山の向こうには真実があるに違いない、と歯を食いしばっていた時の生活では決して見ることのなかった笑顔だ。

「……そうだな。そう、かもな」

　クースラはかすかに笑い返し、フェネシスが、そうですよ、とばかりに笑顔でうなずいた。

　クースラは顔を上げ、星空を見た。それだけでは退たい屈くつな星空も、昔の連中は星に名前をつけたり星で絵を描かいたりして楽しんだ。あまつさえ星の並びで人の運命まで占うらなうのだから、世の楽しみ方を知っている連中だったのだろう。

　クースラはフェネシスを抱く腕に力を込めると、その頭に嚙かみつくように顔を近づけた。

「ありがとよ」

　その時、フェネシスがどんな顔をしたかはわからない。うつむきがちに、クースラの体に顔をうずめていたからだ。

　だが、想像はできるし、たくさん解釈もできる。

　なるほど色々楽しめるものだ。

　そんなことを思いながら、クースラは宴えん会かいで騒さわぐ連中のほうに向かって歩きだす。その間ずっと、フェネシスは不格好にクースラにしがみついたままで、傍はたから見たら病の小こ僧ぞうを介かい抱ほうしているように見えるかもしれない。病というのは概おおむね間違っていないので、クースラは笑ってしまっていた。

　世界は見方によってどうとでも変わる。

　鉛なまりを金きんに変えるように、変えられるのかもしれなかった。







　宴えん会かいの席がずいぶん盛り上がっているのは、酒と空飛ぶ技術による興奮も大きかっただろうが、どうやらそれだけではないようだった。

「空を飛ぶには大きな袋ふくろを用意しないといけないんだけどさあ、縫ぬい合あわせても膠にかわで接着しても、結局は重さで破れたり、空気が漏もれたりするんだよねえ。だから大きな一枚の袋になるようなものが必要……となって鹿しかの膀ぼう胱こうを用意したんだけどよお、同じことを白き者たちも考えていたみたいなんだよねえ」

　縫い目から裂さけてしまっている鹿の膀胱をいじりながら酒を飲むウェランドは、クースラの気配を察したのか、顔も上げずにそう言った。

「土地の人間に、袋に使っているものはなにかと聞かれて、材料を言ったらさあ、それならば最高のものがあるが、およそ普ふ通つうの狩人かりうどでは束になっても敵かなわない獲え物ものだって言うのさあ」

　そこに、フィルが気を利きかせてクースラの分の酒を持って来てくれる。

「箆へらのような角をした巨きよ大だいな鹿の雄おすだそうです。その山の主ともなれば、見上げるばかりの高さになり、足は大木のような太さで、あらゆる弓矢は毛皮と肉に阻はばまれて無力なのだとか」

「時折獲とれるものは、沢さわで足を滑すべらせて転げ落ちて死んだものとかだったそうだけどさあ。白き者たちなら、獲る方法があるよねえ」

　ばらばらに砕くだけ散っていた真理の破片は、一つがかちりと嵌はまると次々に嵌まる傾けい向こうがある。

　これもその一種だろう。

「火の薬、か」

「さもなくば、それ以上のなにかだあね」

　火の薬が戦いくさに使えるのなら、狩かりに使えてもおかしくない。

　そして、白き者たちに対する印象として、力は人に向けるよりも狩りに使うほうがしっくりきた。

「そうなると、ますますこの土地は空を飛ぶために必要な材料が完かん璧ぺきに揃そろう場所、ってことになるのか」

「その目的はなにかって謎なぞはそのままだけどねえ」

　クースラはまだ生の部分が残る干し肉をかじりながら、ウェランドに向けて肩かたをすくめる。

「純じゆん粋すいな好こう奇き心しん」

「それだったら、俺はあっちだと思うよお」

　ウェランドは言いながら、人差し指を立てる。

「あっち？」

「空に昇のぼって、星でも摑つかまえに行ったんじゃないのかねえ」

　隣となりで酒の器うつわを両手で持ち、ちびちび舐なめていたフェネシスがほうっと空を見上げていた。

　いかにも乙女おとめが夢見そうなおとぎ話だが、現実に考えたらどうか。

「少なくとも、恐おそろしく高い山の頂上で、なお高い空を飛ぶ鳥を見たって聞いたことがある」

「なら、ここで道具を揃そろえて、どこかの高い山から飛ぶつもりだったのかもねえ」

「落ちたら死ぬぞ」

「太陽の欠片かけらだって、使い方を誤れば同じだあね」

　そのとおりだった。

「それに、俺がそう思う理由はそれだけじゃないんだよお」

　そう言うウェランドは、妙みようににまにま笑っている。酒に酔よっているというわけではない。

　なにか楽しくて仕方のないことがある、という顔だった。

　クースラがフェネシスと顔を見合わせていると、突とつ然ぜん、誰だれかになにかを押しつけられた。

「おわっ……あ？　毛布？」

　見れば、イリーネだ。

「あんたたちも行くんでしょ？　自分の分は自分で持ちなさいよ」

「行く？　どこにだ？　こんな時間に？」

　まさか今からアッバスに向けて出しゆつ立たつするのかと驚おどろいたが、見れば今しがたまで座り込んでいた土地の者たちも、敷しき物ものにしていた毛皮やらを手に取り、雪をはたいて畳たたんでいる。

　護衛の騎き士したちは手に手に松明たいまつを持ち、何人かが酒の樽たるを抱かかえていた。夜間の行軍、にしては他ほかに荷物も持っていないが、フィルを先頭に皆みなでぞろぞろとどこかに向けて歩きだしている。

　なんなんだ？　と困こん惑わくしていると、フェネシスに袖そでを引かれた。

「きっと、行けばわかりますよ」

　楽しそうな笑えみだが、目め尻じりが今にも溶とけそうだ。

「おい、飲みすぎだぞ」

「ふふふ……」

　まったく悪びれていないが、どうやらみんなして寒いところに行くらしいので、このくらいはいいかと思いなおす。

「くそ。わかったよ、行くぞ」

　クースラはフェネシスの手を引き、列の最さい後こう尾びについた。

　満天の星空ではあるが、月がまだ山の向こうにあるので辺りは真っ暗だ。そこに、松明をちらほら携たずさえた人の列が並んで歩いていると、なにか夢を見ているような気になってくる。風もなく、雪を踏ふみしめる音が独特の響ひびきをかもし、耳じ朶だをくすぐってくるのでなおさらだった。

　寒く、静かな夜の行列は、黙もく々もくとどこかを目指している。ふと立ち止まった時、辺りを見回したら誰もいない、なんてことがいかにも起こりそうだった。

　クースラは、フェネシスがはぐれてしまわないように、その手を引く力を一層強めた。

　決して、フェネシスからはぐれてしまうかもしれない、ということではなく。

　こんなことを真しん剣けんに思っているなど、自分もだいぶ酔よっているのかもしれない、とクースラが内心呆あきれていると、結構な距きよ離りを歩いて来た行列がようやく止まった。

　松明たいまつは何人かが持っているが、自分の手もせいぜい輪りん郭かくくらいしか見えないような夜だ。

　自分がどこにいるのかもよくわからず、来た方向に向かって目を凝こらすと、小屋の側そばの焚たき火びがずいぶん下にあることに気がついた。それに、集落の広場のほうのかすかな灯あかりもわかり、ようやく自分がどこに立っているのか理解した。

「祠ほこらの側そばの縁ふちか？」

　白き者たちが空けた大穴の、土が盛り上がった部分だった。闇やみ夜よでずっと足元を見て、転ばないようにちまちま進んで来たせいで上り坂にも気がつかなかったらしい。

　しかし、なぜこんなところに？　と思っていると、各おの々おの手にしていた毛布や敷しき物ものを広げ、その場に腰こしを落ち着け始めた。しかも、見ていると、松明の火を次々に消している。

　それからどうも先頭から順番に酒を振ふる舞まっているようで、クースラはじっと自分の順番が来るのを待っていた。

　木の器うつわを手て渡わたされる前に声が出たのは、それだけ我が慢まんしたからだ。

「これからなにをするんだ？」

　騎き士しが抱かかえる酒さか樽だるの中に柄ひ杓しやくを入れていたフィルは、きょとんとしていた。

「お聞きになってないのですか？」

「毛布を持ってとにかく来いとしか言われていない」

「おや。まあまあ、とりあえず酒を。冷えますからね」

「こんなところにこんな時間に来るなど、ぞっとしないがね」

　祠を中心とした大穴は、黒々とした水をたっぷりたたえた沼ぬまのように見えた。

「いえ、ここは単にこの平原で一番高い場所だからです。それと、見る方向は祠ではなく、あちら、北の方向です」

「北？」

　言われると、確かに人々の影かげは北を向いているような気がする。

「月が出ていなくてわかりにくいですが、山やま際ぎわがくぼんでいるのが見えますか？　ここからだと、一番遠くの北の空まで見えるのです」

　松明の火が消え、暗闇に目が慣れてくると、たちまち夜空に無数の星が現れる。

　フィルに言われたとおり視線を下げていくと、なるほど、星空を切り取ったかのように山の影がわかった。

「月が出る前の、よく晴れた寒い夜。つまりはこんな晩のことですが、北の空に見えることがあるんだそうです」

「見える？」

「私も書しよ籍せきで読んだ時はあまり信じていなかったのですが……」

　フィルは酒に酔よっているのか、それとも、書籍に耽たん溺できしている者ならではなのか、たっぷりの含ふくみ笑わらいをしてみせた。

「ですから、あのアイルゼン様という方がクースラさんたちの案を却きやつ下かしはしましたが、私は今でも、白き者たちがどこか遠くの場所で生きているのでは……と思っています」

「おい……話が全然見えないが……一体、なんのことだ？」

「御み簾すですよ」

「は？」

「白き者たちが空を飛び、どうやらより高く、より遠くに飛ぶためにこの土地に来たのだとしたら、きっと向かう場所はあそこだ、と土地の者が言ったのです。確かに、そうかもしれません。彼らが空を飛んでそこからやって来た、という話は確かにいくつか残っていましたが、整合性がありませんでした。でも、もし、そこからやって来たのではなく、そこに向かったのだとしたら？」

　フィルはクースラが理解していないことなどお構いなしに喋しやべり続け、自分の考えにうっとりしている。クースラはやや苛いら立だったが、同じ毛布の中に包くるまっていたフェネシスがもぞりと体を動かしたので、そちらに気を取られた。

　そして、脇わき腹ばらを摑つかまれた。それも、すごい力だ。

「痛っつ……お、おい、お前、いきなりなにを──」

　クースラのフェネシスへの抗こう議ぎは途と中ちゆうでかき消えた。フェネシスがぼうっとした顔で、一点を見つめていたからだ。クースラはその顔に釣つられ、視線を北に向けた。

　その瞬しゆん間かん、思った。世界がつまらない場所なんだとしたら、それはきっと、つまらないことしか見ていないからだ、と。

「天にかかる光の幕。信じられますか？」

　フィルの得意げな口ぶりは、まるで自分こそがそれを発見したかのようだった。

　だが、それはきっと、見るたびに初めて見たかのような感動を覚えずにはいられない、あまりにも神秘的な光景だったからだろう。

　山やま裾すその向こう、銀ぎん粉ぷんを削けずって振ふり撒まいたような星空の前で、風に揺ゆれるように光の天幕がたなびいていたのだから。

「目の……錯さつ覚かく、か？」

　思わず呟つぶやいてしまう。

「いえ、ここからさらに北に行くほど、大きく見えるとのことです。ここからだと低い位置に見えるのがせいぜいですが、過去の猛も者さには、ほとんど真上に見えるくらい北に向かった者がいるとか」

　それは一体どんな光景なのだろうか。クースラには想像もつかない。北の地ではどんなことでも起こりうる、と冒ぼう険けん者の船乗りたちは記したらしい。
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　クースラは、ウェランドの言葉の意味をようやく理解できた。空で天幕がたなびいているのなら、きっとその向こうにはなにかある。猫ねこのような好こう奇き心しんを持っていれば、間ま違ちがいなくそう思っただろう。

「土地の者たちは、色々な空想を働かせて、あれがなにかと説明を試みています。そのほとんどが、天には巨きよ人じんの国があり、あれはその屋や敷しきの窓に掛かけられたカーテンだと」

「北だろうが南だろうが、空の向こうに誰だれかがいるっていう思想は共通だな」

「見上げれば目に入りますし……それに、空からは色々な物が落ちてきますからね」

　雨や雪は言うに及およばず、雷かみなりも落ちてくるし、それこそ伝承によっては空から蛙かえるや魚が降ってきた、という話もたくさんある。真夏の空気が湿しめった日には今にも崩くずれ落ちんばかりに育った巨大な雲が現れるし、その中には空飛ぶ城が隠かくれているに違いない、と書いた錬れん金きん術じゆつ師もいた。

　誰も確かめに行けないから、みんな好き放題に書く。

　教会だって、いるかいないかを確かめられたら困る神様を、雲の向こうに置いている。

「白き者たちは、本当に空に誰かがいるのかどうか、調べようとしていたのか？」

「きっとそうでしょうし」

　フィルはそう言って、少し間を空けてから、付け加えた。

「そう思っていたほうが、夢があります」

　フィルは夢見がちな書しよ籍せき商ではない。夢の見方を知っている書籍商なのだ。

「空のお城の話は……私も聞いたことが、あります」

　ようやく目の前の光景の衝しよう撃げきから戻もどってきたのか、フェネシスが囁ささやくように言った。その声の潜ひそめようは、大きな声を上げればあの光の天幕が消えてしまうとでも思っているかのようだ。

「きっと、素す敵てきだと思います」

　酒のせいと、毛布の温かさもあるのかもしれない。フェネシスは今にも眠ねむりに落ちそうな、つい意地悪したくなるようなあどけなさだった。

「そんなわけないだろ」

「……え？」

「どこかが壊こわれたからって、簡単に資材を運べる場所じゃないからな。アイルゼンに言われただろ？　それに、仮に城があったとしても、空のお城とやらがぼろぼろの古城だってのはよく言われることだ。誰だれも住んでないだろうよ。なあ？」

　話をフィルに振ふると、心優やさしいフィルはちょっと困ったように笑った。

「残念ですが」

　フェネシスは男二人を見やり、素す直なおに悲しそうな顔をする。

　だが、それはクースラの思いつきによる意地悪ではない。そう考えるに足る話がいくつも残っているのだ。

「空からは時折、城の破片が落ちてくるのです」

「破片？」

「城の破片だよ。つまり──」

　クースラはそこまで言った直後、ふと、ついさっきの実験のことを思い出した。ウェランドが重りをくくり付けて飛ばし、結局落ちてきた重りのことだ。ウェランドは危あやういところで避よけたが、重りは世の摂せつ理りに従って地面に落ちた。その時の、舞まい上がる雪。大きな重り。積もった雪に空いた、大きな穴。もっと、もっと重く、大きななにか。そして、空に誰かがいるのではないかと飛んで行ったという話。

　世界が、静止した気がした。

　つまり？

　自分の口は、その先を言おうとしたまま固まっていた。

　クースラは、突とつ然ぜん、自分の中にすべてが揃そろっているのだと気がついた。

　正しい方向を示す目印は、あっちこっちにあった。

　あとは、世界をどう解かい釈しやくするかということだったのだ。

「あ、の？」

　フェネシスの戸と惑まどいがちの反応によって、時間が再び動きだす。クースラは突然立ち上がり、フィルが驚おどろいて姿勢を崩くずし、尻しりもちをついた。それに押されて酒さか樽だるを抱かかえていた騎き士しまでひっくり返って酒を盛大にこぼしている。

　だが、クースラはそんなことなどお構いなしだった。火の薬をこぼして、そこに松明たいまつが放ほうり込まれたって気にしなかっただろう。

　クースラの目は、自分の見るべきものしか見ていなかった。

　そのほとんどは記き憶おくだ。経験という書物だ。

　白き者たちを巡めぐる伝説はいくつもの解かい釈しやくが可能であり、どれかが絶対的に正しいというわけではない。この土地に空けた巨きよ大だいな穴は、火の薬を用いるとなると量と威い力りよく、それに製造の点でしっくりこなかった。ならば新しい破は壊かいの技術による失敗なのではという考えは、妙みような説得力を持っていた。アイルゼンの言ったとおりのこともあるし、この世のものとも思えぬ鹿しかを獲とるために使ったかもしれないからだ。もちろん、その鹿の膀ぼう胱こうは空を飛ぶために必要だった可能性がある。

　筋が通っている。

　だが、フェネシスが言ったように、まったく別の見方ができないわけではなかったのだ。

　もしも、なにもかもの前提が間ま違ちがっていたのだとしたら？　そもそも白き者たちがこの土地にそんな巨大な穴を空けていないとしたら？

　クースラたちは、白き者たちがどんな技術であの巨大な穴を空けたのか、伝説に残っているような出来事ができたのか、ばかりに気を取られていた。しかし、出来事と技術との関係は、その一方向にしかないわけではない。白き者たちによる呪のろいを解いた時の、サイラスの喜びようを思い出せばいい。

　理り不ふ尽じんで不可解だった恐おそろしい出来事が、実はこんな技術で再現が可能なことなんだと説明がついて、ほっとしていたではないか。

　錬れん金きん術じゆつの試みとは、そもそも神秘の衣をめくることにありはしなかったか。この世界は、自分たちにも理解可能であるという信念に支えられてはいなかったか。

　だとしたら。

　どうしても拭ぬぐえなかった白き者たちの印象から、こうも考えられるのではないか？

　白き者たちを巡る伝説は、理不尽な大惨事に見舞われたこの土地の者たちが、彼らなりに安心するため知っていることを元に作り上げたものなのではないか、と。それゆえに、理り屈くつとしては可能だが、現実に当て嵌はめるとどこかが必ずはみ出る不細工な構図になったのではないか。

　そして、もしも白き者たちがあの伝説で主役を演じていなかったとしたら。

　彼らでさえ、たまたま理不尽な出来事に巻き込まれた側がわなのだとしたら。

　そうであれば、クースラは白き者たちがなにを目指していたのか、よくわかるような気がした。彼らは決して、人心を理解しない理不尽な神々ではない。喜び、笑い、怒いかり、悲しみ、それからまた、持ち前の好こう奇き心しんにあふれたフェネシスのような連中なのだとしたら。

　そういう彼らが世界の理不尽に直面すれば、きっとそうするに違いなかった。

　そして、その様を想像すると、クースラは泣きだしそうになるくらい、懐なつかしい感じがした。

　白き者たちがなにに立ち向かったのか、その勇気と好こう奇き心しんに、感動せずにはいられなかったのだ。

「錬れん金きん術じゆつ」

「……え？」

　困こん惑わくして聞き返すフェネシスの両肩かたを摑つかみ、力の限り抱だきしめ、また離はなした。目を白黒させるフェネシスに、クースラは《利子クースラ》のように悪そうな笑えみを浮かべ、こう言った。

「錬金術の中になぜあんなものが含ふくまれているのか、常々疑問だったんだ」

「え？　え？」

　クースラは走りだした。

「あ、あの！」

　フェネシスの呼び止める声も気にしないし、その場にいた全員の視線を集めていることも気にしなかった。傍ぼう若じやく無ぶ人じんに、無我夢中で、ただひたすらに目的地に向けて走った。腕うでを振ふり、雪を蹴け飛とばし、胸が焼けるように熱いのは、興奮のせいだ。

「はあっ、はあっ！」

　肩かたで息をして祠ほこらの入り口にたどり着き、腰こしに差した短たん剣けんを抜ぬく。どういう按あん配ばいなのか、石段を下りて行くと、壁かべに描かかれた白き者たちの絵がぼうっと浮かび上がってくる。両脇わきに火ひ柱ばしらを立て、なんの感情も見せない顔で空を見上げている絵だ。

　クースラはこの絵を見た時、どこかで見たような気がしてならなかった。すぐに思い出せなかったのは仕方ないかもしれない。なにせ、鏡でもなければ自分の顔を見ることはできない。他人のそういう顔を見られるのは、工こう房ぼうに仲間がいる時だけなのだ。

「フェネシスに、そっくりだったとはな」

　顔立ちが、ではない。なにかに囚とらわれ、意識のすべてがそこに向き、五感のすべてを使って理解しようとするその雰ふん囲い気きだ。

　彼らが錬金術師顔負けなのだとしたら、真っ先に気がつくべきだった。彼らは理解不能の神々ではない。その視線の向こうになにかがあると確信し、理解しようと夢中になっているだけなのだと。

「ならば……あの、製せい錬れんの話も……」

　クースラはにじむ汗あせを拭ぬぐい、壁へき画がの前に跪ひざまずくと、短剣を逆手に握にぎり、地面に振り下ろす。

　凍こおった地面がざくりと音を立てる。二度、三度と突つき立て、砕くだいた土を手でかき出し、さらに短剣を突き立てた。そうこうしていると背後に足音が聞こえ、クースラは彼らがなにか言うよりも早く、叫さけんでいた。

「手伝え！」

　その間にも短剣を突き立て、砕くだいた土をかき出していた。指先があっという間に冷たさで痺しびれ、ひどい痛みを伴ともなってくるが気にしなかった。誰だれかが手伝おうと側そばに来てくれなくても、それも気にならなかった。

　クースラは夢中で穴を掘ほっていたが、頭の中にいる冷静な自分は苦笑いをしていた。

　全員が呆あつ気けに取られるのも無理はない。空の神秘を眺ながめていたと思ったら、突とつ然ぜんなんの理由もなしに穴を掘り始めたのだから、気が触ふれてしまったのかと思うだろう。

　だが、それでも構わない。ずっとこうしてきたし、これからも、と思った時だった。

　向かい側がわに天使が舞まい降りた、というのはさすがに言いすぎだ。

　松明たいまつを脇わきに置いたフェネシスが、むすっとした顔でだいぶ大きくなっていた穴の中の土をかき出していた。

「後で……きちんと……教えて、くださいよ！」

　体が小さいので腕うでも短く、四よつん這ばいになって土をかき出している。

　クースラはその様に笑い、フェネシスの心こころ遣づかいにも笑った。

「すぐにわかるさ」

　絶対的な自信があったし、その時はほどなく訪おとずれた。

　がきん！　と短たん剣けんがなにかにぶち当たる。

「え……」

　その音に、フェネシスの動きが止まる。

「て、鉄の、音？」

　そう言ったのは、背後にいたイリーネだ。

「岩に短剣が当たった音じゃあないのかよお」

　ウェランドが言うが、クースラは獲え物ものに嚙かみつく直前、獣けものが牙きばを剝むくように笑う。

「ああ、くそ……だろうな。そうだろうよ……」

　クースラは呟つぶやき、短剣が突つき当たった物の上の土を払はらい、さらに土を突き崩くずしていく。

　そこには明らかに、人じん為い的な線が引かれていた。

「おい、なにが起こっている？　錬れん金きん術じゆつ師！」

　下しも々じもの者のように無様に走って来られなかったのだろうアイルゼンが、ようやく到とう着ちやくしたようで入り口で声を張り上げる。だが、クースラは無視してさらに土を突き崩していき、確かく認にんした。

　そこには、矢印が刻まれていた。

　その指し示す先は？

　顔を上げると、入り口に立つ連中の顔がよく見えた。

「サイラスさんよ」

　全員が固かた唾ずを飲んでクースラの言葉を待つ中、クースラはその名を呼んだ。

「は、はい……」

「この絵は、元々ここにあったのか？　それとも、あんたが祠ほこらを作った時に描かいたものなのか？」

「え、あ……その、祠ほこらを作った時に……旅の絵え描かきに……」

「その人相は？」

「は？」

　クースラがもう一度言うと、サイラスは頭を小こ突づきながら、必死に記き憶おくを探さぐっていく。

「えっと……もう二十年も前のことですから……ですが、確か、髪かみはちょっと珍めずらしいくらいに黒く、妙みようにさらさらと柔やわらかそうで、やたらと背が高く、ひょろりとしていて……いつも笑っているような、でもよく見ると笑っていないような感じでした。そう。いかにも旅に暮らす絵描きだと思ったものです」

　それが、なにか？　という顔のサイラスから視線を移し、今度はフィルを見る。

「どうだい」

　そして、その一言で、フィルは察していた。

「まさか……」

「そう。この絵を描いたのは、行方ゆくえ不明のあんたの師し匠しよう、コレド・アブレアだよ」

　フィルはアブレアの行方を当然サイラスに確かく認にんしただろうが、異い端たん審しん問もん官は来たのかとか、この地の伝説を調べにやって来た者はいなかったかとかいう聞き方だったのだろう。

　だが、アブレアがサイラスよりも先にこの地に来ていて、しかも膨ぼう大だいな量の書しよ籍せきを読んでいたお陰かげでわざわざ土地の者に話を聞く必要がなかったとしたらどうだろうか。各地に天使の伝説を追いかける者のために伝言を残した男であり、そんな男が描いたこの壁へき画ががあまりにも錬れん金きん術じゆつ師めいているのには、意味があるのだ。

「で、では、師、師匠はどこに!?」

「そっちだよ」

　と、クースラがあまりに確信的に短たん剣けんの先をフィルたちに向けるので、全員がぎょっとして後ろを振ふり向いた。まるで、そこに立っているかのように。

　クースラは、嘲ちよう笑しようをたっぷり混ぜた嫌いや味みな笑い声を上げた。

　鼻つまみ者の錬金術師。人々の常識をぶち壊こわすことしか考えていない錬金術師の笑いだった。

「南だ。世界がひっくり返る研究をしに行った白き者たちを追いかけて、南に下ったんだ」

「南？　え？　いや、ですが……」

「おい、馬ば鹿かなことを言うな」

　割り込んだアイルゼンは、鉄のような声こわ音ねだ。

　だが、今度はクースラも怯ひるまない。

　笑えみの形に食いしばった歯の間から、燃えるような息を吐はいていた。

「南にいたら必ずわかる。いたとしても、もはや追いかけるに値あたいするような研究はしていない。そう言わなかったか。無理だ、絶対に隠かくせるはずがない」

「ああ。だが、あんたは指揮官だ。錬金術師じゃない」

　クースラは切って捨て、大きく息を吸った。

　振ふり向いたのは、そこに相棒がいるからだ。

「お前、教えてくれって言ったな？」

「え？　あ、あ、の」

「だが、お前が俺に教えてくれたんだぞ。世界には色々な見方があるってな。それこそ、この世界を足元からひっくり返すような研究でも、人ひと里ざと離はなれた場所で、ひっそりと、誰だれにも知られず、のんびり、穏おだやかに暮らしながらできるってな」

　フェネシスは困こん惑わくし、クースラの目を見つめ返していた。そんなことを教えた覚えはないし、知っているとも思えない。なんでそんなことを言うんだ、と意地悪されて傷ついているようにすら見えた。

　しかし、クースラは言った。

「いいや、知っている。思い出せ。お前が俺に、錬れん金きん術じゆつの極ごく意いを教えてくれたんだぞ。石を鉄に、砂を硝子ガラスに、鉛なまりを金きんに変えるように、世界は見方でどうとでも変わる。天と地をひっくり返すことだってできる。その話をしたはずだ。そして世の中には、天と地がひっくり返ると困る奴やつらがいるだろう？」

　フェネシスの茫ぼう然ぜんと見開かれた目に、光が宿った。その緑色の瞳ひとみの奥で、知性の稲いな妻ずまが瞬またたいている。唇くちびるがかすかに動き、急につぶらな瞳ひとみになったのは、興奮で瞳の奥が開いたからだ。

「どうして古こ今こん東とう西ざい、空には誰かが住んでいるとか、古城が浮かんでいるとか皆みなが思うのか？　それは、空から城の破片が落ちてくるからだ。すなわち」

　石と、鉄。

　その特大のものがとんでもない高さから降ってきたならば、まるで粉雪の中に重りを落としたかのようなことになってもおかしくはない。

　一いつ瞬しゆんで巨きよ大だいな穴が空き、衝しよう撃げきで家が吹ふき飛ばされる。

　そして、その跡あと地ちには飛び散った金属片が残される。

「空飛ぶ古城を夢想するのも悪くないがな、どうせならもっと馬ば鹿かげたことを考えるべきであり、古代の哲てつ人じんはそうしたんだ。空を見上げてみろ。月があるだろ？　もしもあれが空という蓋ふたに空いた穴でなくて、空に浮かぶ大きな塊かたまりだとしたら？」

　その話もした。教会が必死に隠いん蔽ぺいしているせいで世に出回らないが、古代の書物に触ふれたことのある者ならば、皆が知っている説だ。

「なら、これは、これは……」

　フェネシスは愕がく然ぜんとした顔で、掘ほり返した穴の底を見る。

「それは」

　クースラは、舌なめずりをした。

「星のかけらなんだよ」

「馬ば鹿かな！」

　アイルゼンが激げき昂こうした。

「星のかけらだと!?　馬鹿なことを言うな！」

「ほう？　なら、古代の哲てつ人じんが記した惑わく星せいの運行表に対する解かい釈しやくを、指揮官らしく示してもらおうじゃないか。惑星の連中はふらふらと軌き道どうを変えることで有名でね、そのために惑まどうの字が入っている。フィルさんよ、あんたなら運行表の類たぐいをすぐに用意できるだろ？」

「え？　あ、は、それは、はい！」

　アイルゼンは口を引き結び、クースラを睨にらみつけている。クースラがアイルゼンの高説に黙だまるしかなかったように、アイルゼンもクースラの話に嚙かみつく場所を見つけられないのだ。

「それに、もしも星が空に浮かぶ球体であるのなら、月の満ち欠けもうまく説明できる。雪玉を丸めて横から明かりを当ててみればすぐに再現できるからな」

　アイルゼンの後ろで、衝しよう撃げきから我に返ったサイラスが、土地の者に翻ほん訳やくして伝えたらしい。

　たちまちざわめきが起こり、騒さわがしくなった。

「だ、だが、そんなことを白き者たちが研究してなんになる？　しかも、人ひと里ざと離はなれた場所で？　隠かくれてだと？　私は言ったはずだ！　錬れん金きん術じゆつの研究をしたければ人の多い場所にいなければならず、それが星の……空の上の上の上にあるようなものの研究だと？　そんなこと」

「できるさ」

　クースラは、フェネシスを振ふり返った。フェネシスはびくりと身をすくめ、クースラがにやりと笑いかけると泣きそうな顔になった。

　だが、それは悲しいのではない。怖こわいのではない。

　期待しているのだ。

「修道院だよ」

「あああああっ！」

　声を上げたのは他ほかならぬフィルだった。書しよ籍せき商ならば本のある場所に赴おもむくのが仕事であり、この世の中、本があるのは錬金術師の工こう房ぼうか、さもなくば修道院になる。

　その修道院で学ばれる学芸とは、以下のものだ。

　算術、幾き何か、論理学、修辞学、文法学、音楽。

　そして、天文学だ。

「修道院なら人里離れた場所で、世のほとんどの人間に知られずに活動できる。しかも、錬金術のようにややこしい材料なんて要いらないだろ。空を見上げる根気と、毛布と、飲み物と、あるいは……」

　側そばにいてくれる誰だれかがいれば？

　クースラがフェネシスに目配せすると、フェネシスが息を飲む。

「ちなみに、もしも星を球体だと考えると、惑星の軌道をすっきり説明できるようになる。太陽を中心に、この星も他ほかの星と一いつ緒しよにぐるりと回っていると考えるんだ」

　クースラが足を踏ふみ鳴らすと、アイルゼンはよろめき、慌あわてた護衛の騎き士しに支えられた。

　船に酔よったような顔をしているのは、どれだけ実際的で開明的な指揮官であろうとも、到とう底ていついて来られない突とつ飛ぴな世界の話をされているからだろう。

「訳のわからない単なる妄もう想そうだと思うか？　だが、この思想は教会によって固く禁じられている。なぜだかわかるか、アイルゼン様よ」

　言われたことをそっくりそのまま返す。

　鉛なまりを金きんに変えるように、主と従を入れ替かえる。

　そして、白き者たちはそれを考えうる限り最高のでかさでやろうとしているのだ。

「それはな、天と地がひっくり返るからさ」

　神が作られし我らが大地の上を、星々が従順に回る。

　だが、そうではなく太陽の周りを我々も他の星と一緒にぐるぐると回るのだとしたら、神の権けん威いとやらはどこにいった？　それに、ここから見た月は天の国だが、月から見たらここもまた天の国だ。では一体真の天の国とはどこにあるのだろうか。

　これまでは調べられないから放置されていたとても単純な疑問が、猛もう烈れつに噴ふき出してくる。

　神は一体どこにおわすのだろう？

　地じ獄ごくが地の底にあるのなら、空に浮かぶ星にもあるのだろうか？

「白き者たちは、圧あつ倒とう的な技術を見つけ出した持ち前の好こう奇き心しんで、きっと教会の教えに長年疑問を持っていたはずだ。しかも、連中は自分たちのことをやたらと迫はく害がいしてくるからな。いつか仕返しをしてやろうと思っていてもおかしくない。とはいえ、竜りゆうの火か炎えん放射器で焼き払はらうにはあまりにも教会は大きいし、白き者たちに関する話を見ると、どうもそれは印象にそぐわない。だが、人ひと里ざと離はなれた場所で静かに星の運行を調べ、星が球体であると証明しようとしている姿はいかにもそれらしい。しかも、それは史上最高の錬れん金きん術じゆつだ。鉛を金に変えるどころじゃない。世界を、まったく新しい世界に作り替えるようなことなんだからな！」

　わめき散らすクースラは笑え顔がおのままだ。目を見開き、まばたきも忘れ、大声で語り終えてそのまま、騎き士しに支えられているアイルゼンの前に大おお股またで歩み寄る。騎士が止めるよりも早くに、その胸むな倉ぐらを摑つかんだ。

「さあ、俺たちの研究の手伝いをしてもらおうじゃないか。もしも成った暁あかつきには、クラジウス騎士団ですら勝てなかった教会の土台を吹ふき飛ばせるんだからな！」

　クースラの剣けん幕まくに飲まれ切っているアイルゼンは、動けない。動けないが、その代わりにクースラの目を魅み入いられたように見つめていた。

　クースラは、アイルゼンの胸倉を、突つき放すように手を離はなす。

　そして、呆あつ気けに取られている聴ちよう衆しゆうに向かって、こう叫さけぶ。

「なにをしている！　外に出て星を見ろ！　お前らはとてつもない錬金術の証しよう拠こを目の前にしているんだぞ！」

　外に向けて指差すと、サイラスが操あやつられているかのように早口で何事かを言った。

　土地の者たちはたちまち顔色を変え、転げるようにして外に出て行った。

　騎き士しの何人かも慌あわてて外に出て、イリーネがそれについて行きそうになったが、立ち止まったままのウェランドに気がついて、足を止めていた。サイラスも土地の人間たちと外に向かいそうになって、我に返っていた。

　残ったのは、クースラ、フェネシス、ウェランド、イリーネ、それにフィルとサイラスとアイルゼンと、それを支える騎士だけだ。

「……冗じよう談だん、なの？」

　その質問は、錬れん金きん術じゆつ師と鍛か冶じ職人の差だ。

「それに、あまりにも……推すい測そくに、すぎなくない？」

「そうか？」

　クースラは肩かたをすくめ、頭を搔かく。

「話をしていて気がついたんだが、白き者たちの伝説の中で、妙みように浮いてるのがあったよな」

「え？」

「硝子ガラス、だろ？」

　いつものにやついた笑えみを浮かべていない、真しん剣けんな顔のウェランドが言った。

　クースラが笑ってしまったのは、やっぱり頼たよれる奴やつだ、と思うからだ。

「イリーネ。お前、修道士たちが小さい物を拡かく大だいして見る時、なにを使うか知ってるか？」

「なにって、それは……あ！」

「そう。硝子で作った眼鏡だ。そして、空の星はあんなにも小さい。月ですら、満月の夜にせいぜいが腕うでを伸のばした時の小指の先ほどの大きさしかない」

　空を飛ぶ技術は、もっと高くで、もっと近くで観察しようとした結果か、さもなくば、どこまで袋ふくろが浮かんでいくか試ためしてみて、空の高さを確かめてみようとしたのかもしれない。

「世界にはまだまだとんでもない驚おどろきと発見が残っているようだ」

　クースラは言って、踵きびすを返す。

　目の前には、星のかけらが埋まった穴を挟はさんで、フェネシスが立っている。

　冷たい土の中から、奇き跡せきが顔を覗のぞかせ、見守っている。

「マグダラで眠ねむるのが俺の夢だったけどな、しばらくお預けだ」

「……」

　無言のフェネシスに、クースラは言った。

「星の観察には夜起きてないとならないだろ？　だから──」

「眠らない錬金術師！」

　ウェランドに思い切り横よこ槍やりを入れられ、クースラは小こ僧ぞう時代みたいに、思い切り足元の土をウェランドに向けて蹴けり上げた。ウェランドはげらげら笑いながら飛び退のくし、近くにいたイリーネのほうが被ひ害がいをこうむっている。フィルは大人の商人らしく呆あきれたように笑い、生き真ま面じ目めそうなサイラスは呆れ果てている。騎き士しに支えられたままのアイルゼンは、ひどい二日ふつか酔よいに悩なやまされているような顔をしていた。

　だが、ここにいるのは稀き代たいの錬れん金きん術じゆつ師たちと、それを支える職人に、書しよ籍せき商なのだ。

　一ひと筋すじ縄なわでいくはずがない。

「くそ、あの野や郎ろう……いつか燃え盛さかる炉ろに放ほうり込んでやる……」

　呻うめくクースラの耳に、雪の降り積もるような音が聞こえてきた。

　見れば、フェネシスが両手で口を押さえ、くすくすと笑っていた。

　昂こう揚よう感に任せて大おお見み得えを切ろうとして、見事に台無しにされた恥はずかしさが急にやってくる。クースラが必死の形ぎよう相そうでそれを嚙かみ殺していると、フェネシスがひょいと穴を飛び越こえて来た。

　もしかしたら神が腰こし掛かけていたかもしれない、天の一部を飛び越えて。

　フェネシスは、意外に大だい胆たんなのだ。

「一人で観察していたら、そう言いながらも寝ねてしまうでしょうから」

　苦々しい顔のクースラはなにかを言おうとして、やめた。

　なんにせよ、フェネシスに本名を教えて《利子クースラ》の名を返上するというのは、しばらくお預けなのだ。

「そうだな」

　そして、フェネシスの頰ほおを指の背で撫なでた。

「相棒」

　フェネシスはその言葉に、にっこり笑い、うなずいた。

　その後ろでは、白き者たちが空を無表情に見上げている。

　それは無む慈じ悲ひな神のようにも、研究に夢中な錬金術師のようにも見える。

　だが、今のクースラには、自分たちのことに呆れ果てているようにも見えた。

　それでもいいさ、とクースラは思う。

　望むものに望むように手を伸のばしてなにが悪い？

　そのわがままさこそが、錬金術師の特権なのだから。
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　新しいほうのアッバスに戻もどると、まるで王の凱がい旋せんのような大だい歓かん迎げいを受けた。

　とはいえ、町の人間で喜んでいる者など皆かい無むだったろう。クースラたちを待っていたのは、アイルゼンが港町ニールベルクから連れて来たせいで、三倍か四倍に膨ふくれ上がった兵たちだった。

　アイルゼンがクースラたちの奇き跡せきの力をよほど兵に吹ふき込んであるのか、士気は異様なまでに高い。それに、実際にカザンからの脱だつ出しゆつの時の奇跡を目まの当あたりにしている者がほとんどだ。

　アイルゼンはまずクラトール大公に丁重な挨あい拶さつをしてから、兵たちのさらなる鼓こ舞ぶにかかった。まさかこれで最初から敵への寝ね返がえりを考えているなどとは、兵たちも思うまい。

　アイルゼンに比べれば、錬れん金きん術じゆつ師など可愛かわいいものなのかもしれない。

　アッバスで特に渋じゆう面めんを作っていたのは、当然、町を取り仕切るポドロフ家の当主だった。

　本当はちょっとした小こ競ぜり合あいのあと交こう渉しように持ち込まれる、ということを知っていればそうでもなかろうが、自分の町が負まけ戦いくさの戦場になると思えば、誰だれだって気が気ではない。

　だが、クースラと、一いつ緒しよについて来たサイラスから、かつてのアッバスの土地に新しい町を建設する障害はなくなったと聞いて、すでに頭の中は目の前の騒そう乱らんより、新しい町を作るための算段に移っているようだった。

　そして、数日後のことだ。

　強固な市し壁へきと港を備え、攻こう守しゆ共に揃そろい何年でも戦え抜ぬけそうだったニールベルクから兵を動かし、アッバスという僻へき地ちも僻地にやって来たアイルゼンの目もく論ろ見みは、結局、完かん璧ぺきに正しかったのだと証明される。

　結論からいえば、戦火を交えることすらほとんどなかった。

　市し壁へきの門の前の道に穴を掘ほって、火の薬を埋うめられるだけ埋め、南の貴族と、形ばかり改宗した元異教徒たちの連合軍を待ち構えた。

　お決まりの開戦のやり取りの後、市壁の上に立ったのはクースラだった。そして、錬れん金きん術じゆつ師らしいことをのたまった後、大おお仰ぎような仕草と共に松明たいまつを掘った穴に放ほうり込んだ。直後、当のクースラですら腰こしを抜ぬかしかけたほどの爆ばく炎えんが上がり、後には焼け焦こげた大穴が残った。

　市壁の上からは、敵方の歩兵が全員凍こおりつき、馬が驚おどろいてひっくり返るのがよく見えた。その様に言い知れぬ陶とう酔すい感を覚えかけ、なるほど王おう侯こう貴族が偉えらそうになるはずだ、と妙みようなことも納なつ得とくできた。

　そのうえでクースラは、我々と戦うのならばこの穴を越こえて来い、とかなんとか言いながら、その後の総そう崩くずれを眺ながめていた。

　結局戦いくさらしい場面はそれだけで、竜りゆうの火か炎えん放射器の手入れをして、ぴかぴかに磨みがき上げて駄だ目め押おしを任されていたイリーネは少し不満そうな顔をしていた。戦いに血が滾たぎるというより、作った道具を使いたくて仕方がない、工こう房ぼうに入りたての小こ僧ぞうみたいだった。

　戦のほうはアイルゼンが持ちかけるまでもなく、向こうから停戦の申し込みを持って来た。

　アイルゼンに後ほど聞いたところによると、停戦どころか、こちらの軍門に降くだりたいと申し出る勢いだったらしい。彼らにすれば、クラトール大公率いる部隊だけが味方するだけで、その側がわがこの戦に勝つのではと思ったのかもしれなかった。

　もちろん、そんなことはない。この先なにがあるのかわからないので太陽の欠片かけらは大急ぎで抽ちゆう出しゆつされているが、どう考えても虚こ仮け脅おどしに二回か三回使えるくらいの量しかなかった。しかし、未知の技術とは、見せ方一つでいくらでも魔ま法ほうにできる。

　奇き跡せきも呪のろいも、その隙すき間まに生まれる代しろ物ものなのだ。

　アイルゼンは予定どおり相手方に寝ね返がえりを申し入れ、うまく事が運んだとのことだった。

　ただ、アイルゼンがむっつりしていたのは、敵方があまりにも怯おびえきっていてつまらなかった、というわけではないだろう。貴族同士の仰ぎよう々ぎようしい交こう渉しようは、結果がわかっているのに儀ぎ式しき的に五日もかけて進められた。そうすることで、敵と味方がよく混ざるとでも信じているかのようだ。

　そして、交渉の後は味方同士となった部隊の間で、今後の方針を連日話し合っていたという。せっかく僻へき地ちにいるのだから、このまま互たがいに僻地に居座り、戦が終わるまでほっかむりを決め込むか、あるいは、クラトール大公の部隊だけ、こっそり領地に戻もどるかなどの相談だ。

　二つの部隊の交渉の場には、緋ひ色いろの敷しき物ものが掛かけられた机がでんと置かれていたらしい。その机には、葡ぶ萄どう酒しゆと、牛の肩かた肉にくの煮に込こみと、兎うさぎの香こう草そう焼きや、多種多様なチーズ類、それに焼きたてのパンがどっさり並び、銀の食器で食事を摂とりながらだらだらと話し合いが続けられたというから、市し壁へきの内や外で野営している兵からすれば、悪態の一つもつきたくなっただろう。

　そんな交こう渉しようでも、ついに目め処どがついた、とわかったのは、結局クースラたちがアッバスの町に戻もどって来てから、十日後の朝のことだ。

　鐘しよう楼ろうのない町に鐘かねの音が響ひびき、重要な決議がなされたと周知された。

　よく晴れた、相変わらず寒い日のことだった。

「おい、錬れん金きん術じゆつ師ども」

　アイルゼンが不ふ機き嫌げんそうに扉とびらを開けたのは、ポドロフ家が代々白き者たちの技術を追い求めるために拵こしらえた地下の工こう房ぼうではない。市壁の要所にある尖せん塔とうの詰つめ所しよで、アイルゼンは扉とびらを開けると不機嫌そうな顔をさらにしかめていた。

　本来は地平線の彼方かなたから敵が来ないかと見張ったりするための場所で、戦いくさなど滅めつ多たにないため、どこの町も基本的には物置にしている。

　それが、今そこの床ゆかをぎっちり埋うめているのは、毛布で包くるまれた錬金術師たちだった。

「おい、起きろ！」

　痺しびれを切らしたアイルゼンが怒ど鳴なり、ようやく毛布の一部がもぞりと動く。

　そして、白い柔やわらかそうな毛の生えた三角の耳が覗き、寝ねぼけ眼まなこのフェネシスが寒そうに顔を出した。まるで巣す穴あなから外の様子を窺うかがおうとしている兎うさぎのようだが、直後、毛布の中から男の手が伸のびて、白兎は巣穴に引きずり込まれた。相変わらず毛布がもぞもぞしているのは、引きずり込んだ奴やつが眠ねむるのに楽な姿勢を取ろうとしているからだろう。

　アイルゼンは深呼吸をひとつすると、側そばに控ひかえていた騎き士しの手から槍やりをもぎ取り、ごんっと柄えで床を突ついた。

「起きんか！　馬ば鹿かども！」

　すると、再びフェネシスが毛布の下から顔を出し、今度はきちんと目が覚めているのか、ぺちぺちと錬金術師の頰ほおを叩たたいた。

「うーむ……おい……寝かせろよ……」

「起きろと私は言っているんだ！」

　フェネシスがびくりと体をすくませ、さすがのクースラもうるさそうに目を開けていた。

「ああ？　……朝飯ならいらないと言っただろ……」

　クースラは大きな欠伸をこれでもかと口を開けてして、めくれてしまった毛布を自分に掛かけなおした。アイルゼンはもう一度槍の柄で床を突くが、身をすくめているのはフェネシスだけだった。ウェランドに至っては、毛布の下でぴくりとも動かない。

「ろくでなしどもが……」

　アイルゼンは吐はき捨てるように呟つぶやいてから、それでもなお、指揮官としての威い厳げんを取り戻して、言った。

「まあいい。とにかく、今朝、ようやく決議が出た」

　クースラもウェランドも反応がなく、生き真ま面じ目めなフェネシスだけが、眠ねむったふりをする錬れん金きん術じゆつ師と、指揮官の間で視線をおろおろと泳がせている。

「我々は騎き士し団の敵てき陣じんを通って、密ひそかに領地まで戻もどる。道中、奇き跡せきを示す必要があるかもしれないから、太陽の欠片かけらの抽ちゆう出しゆつをもうしばし進めなければならない。悪あく魔まの腹とやらの地下の土を掘ほり尽つくすのに、三日か四日というところだろう」

　淡たん々たんと喋しやべるアイルゼンと、無反応の錬金術師たちの間で、フェネシスはまごついた挙あげ句く、小さくくしゃみをして体を震ふるわせた。

　その直後、クースラが毛布を開き、フェネシスの腕うでを摑つかんで引き寄せようとする。

　アイルゼンは、もうなにが起きても気に留めない、とばかりに言葉を続けた。

「また、お前らの希望どおり、南へ下りながら修道院を調べる手はずも整えている最中だ。あの書しよ籍せき商が雇やとわれているジーデル商会の商売網もうを使うことになるだろう」

　クースラはフェネシスを温めるためか、それとも自分が寒いのか、その白くて華きや奢しやな体を腕の中に収めて再び眠りにつこうとした、その矢先のことだ。

「それで、お前らが言っていた硝子ガラス職人だが、連れん絡らくが取れたぞ」

「なんだと！」

　がばっとクースラが跳はね起きた。

「どこにいた？　すぐに来れそうか？　もちろん、金貨を山ほど積んで雇い入れたんだろうな!?」

　詰つめ寄るクースラに、アイルゼンは嫌いやそうに身を引いている。

　それは、クースラの剣けん幕まくがすごいからというより、身なりがあまりにひどかったからだろう。

「おい……お前ら、後で湯ゆ浴あみしろ。臭におうぞ」

　クースラたちはアッバスに来てからこっち、ひたすらにこの小部屋にこもっていた。クースラはもちろん気にしていなかったが、フェネシスは慌あわてて自分の服の匂においを嗅かいでいた。

「で、硝子職人だがな。奴らは操業特権で別の貴族に首輪をつけられているそうだ。そうなると勝手な真ま似ねができん」

「交こう渉しようしろ！」

「ああ、もちろんそのつもりだ。しかし」

　と、アイルゼンが言葉を区切るので、クースラは嚙かみつかんばかりに身を寄せた。

「しかしじゃない。あいつらの硝子の作製技術がどうしても必要だ。しかも、天使の伝説のことを説明する必要がない。それでためらう理由がどこにある？」

　まくし立てるクースラに、アイルゼンは辟へき易えきするように言った。

「聞きたいことのすべてが聞けた。まあどうにかなるだろう」

　クースラはなおもじっとアイルゼンを睨にらみつけていたが、やがて目を逸そらし、ふらふらと毛布の元に戻もどって行く。

「……寝ねぼけているのか？」

　その問いは、フェネシスに向けてのものだった。

　クースラは我関せずとばかりに再び毛布の中に潜もぐり込むと、横になってしまう。

「まったく……。鍛か冶じの娘むすめのほうがよほど働き者だな」

　呆あきれ果てたようなアイルゼンの言葉に、クースラの頭がごろりと動く。

「イリーネは……道具の製作は終わったのか？」

「私はお前らの指揮官であって、小間使いじゃないんだぞ」

　アイルゼンは大きなため息をつき、大おお股またで部屋に足を踏ふみ入れると、クースラたちをまたいで、木窓を開けた。

「ふん。良い眺ながめじゃないか」

　出入り口の扉とびらと合わせて木窓が開いたせいで、たちまち凍こおるような風が吹ふき抜ぬけ始めた。

　フェネシスは氷水を垂たらされた猫ねこのように震ふるえ上がり、今度は自分からクースラの毛布の中に入り込む。

「ここから毎晩空を眺めているってわけか。進しん捗ちよくはどうなんだ？」

　クースラが答えないので、毛布から顔を出していたフェネシスも気まずさからか顔を隠かくしてしまう。

「天と地を、文字どおりひっくり返す、錬れん金きん術じゆつ、か。想像がつかんがな」

　アイルゼンは呟つぶやき、白い息を大きく吐はいた。

「鍛冶の娘なら、お前らと同じように工こう房ぼうで突つっ伏ぷして眠ねむりこけていた。長ちよう距きよ離り航海用の船で使う、星を観察するための道具だったか？　たぶん、完成しているぞ。もう一人のろくでなしが、道具を手に外でなにかやっていたからな」

「ああ？」

　クースラはようやく毛布から顔を出し、アイルゼンを睨にらむ。それから、視線をずらしてもう一つの毛布の塊かたまりに向けた。

　そして、無言で蹴けり飛ばすと、それはただの毛布の塊だった。

「あの野や郎ろう……」

「なんだ、仲間に出し抜ぬかれたのか」

　アイルゼンのからかいにクースラは顔をしかめたが、結局起こしかけた体をまた横にした。

「……夜に、実地に調べればいい……」

　そんなことを言って、毛布の下で身じろぎしていた。

「ふん。とにかく、伝でん達たつ事じ項こうは以上だ」

　クースラは返事すらしない。

　アイルゼンも特に怒おこりもせず、再びクースラたちをまたいで部屋を出て行こうとする。

　そして、騎き士しが扉とびらを閉じようとした時、アイルゼンはふと振ふり返った。

「しかし、お前の二つ名は眠ねむらない錬れん金きん術じゆつ師じゃなかったのか？」

　毛布がもそりと動く。

「くたばれ」

　アイルゼンは呆あきれたように笑い、さっさと行ってしまった。

　扉が恭うやうやしく閉じられ、再び沈ちん黙もくが支配する。ただ、木窓が開け放たれたままで、冷たい冷気と一いつ緒しよに活動を開始している町のざわめきもかすかに入ってくる。そこには日常があり、生活がある。何度も人が繰くり返してきたことであり、今後もずっと繰り返す。それは空に浮かぶ太陽や月も同じはずだった。

　だが、厳おごそかな町の儀ぎ式しきに別の意味を見み出いだしたり、過去に記された伝説に何通りもの解かい釈しやくができるように、空を彩いろどる星々の意味もまた、変わりうる。

　この研究が成った時、世の多くの人々が、それと知らずに天と地の転てん換かんを経験する。大地は世界の中心ではなく、自分たちがいるのは月のようなものにすぎないのだと知らされる。

　大混乱に陥おちいる様が目に浮かぶ。教会は権けん威いを失うだろうし、アイルゼンはきっと、錬金術師顔負けの貪どん欲よくさでその機をどう生かすべきかと考えるはずだ。

　もちろん、その研究は自分たちの世代では終わらないかもしれない。白き者たちが百年も前に空の研究を始めているはずなのに、未いまだに世界がひっくり返っていないところを見ても明らかだ。それを思うと問題の大きさにやや戸と惑まどいつつ、やる気もまた、同時にあふれてくる。

　クースラはフェネシスを抱だき寄せて、小さく笑う。

「……どうしました？」

　フェネシスが尋たずねてくる。

「別に」

　クースラはそっけなく答える。フェネシスはそれ以上追つい及きゆうせず、もそもそとクースラの腕うでの中で姿勢を調整すると、満足げにため息をつく。

　だが、笑う理由などひとつしかない。

　世界はとても面おも白しろく、そして、きっと、ずっと面白いのだから。

　開け放しの窓から入ってくる町の喧けん騒そうは、次し第だいに大きくなってくる。

　町を見下ろす冬の空にはうっすらと、白い月が浮かんでいたのだった。







　あとがき




　お久しぶりです。支はせ倉くら凍い砂すなです。なんとか前の巻から半年以内に本を出すことができました！




　今回のお話の落ちはだいぶ前から考えていたもので、ついにそのことを本に書けるぞ、とわくわくしながら原げん稿こうを書き始めました。ただ、手がかりを出しすぎると勘かんづかれて驚おどろきがなくなってしまうし、出さなすぎると唐とう突とつ感ばかり強くて白しらけてしまうのでは……と不安もありました。あの落ちのくだりにきた時に、な、なんだってー！　と読者の皆みなさんがひっくり返ってくれることを望むばかりです。

　またそれとは別に、ファンタジーという箱庭的世界観の中で、その「外」の話のことを書いていると、なんだか騙だまし絵えを見ているみたいな不思議な感覚になりました。夢の中でこれは夢なんだと気がつく感覚というのか。まあ、この奇き妙みような感覚は錬れん金きん術じゆつ師の話としてはある意味相応ふさわしいものではなかろうか、などとしたり顔で言ってみるのでした。

　あと、今回は！　いつにも増して！　フェネシスとクースラが！　ハグしまくっていた気がする！　というか、これまで自分が書いてきたお話の主人公の中で、クースラが一番ヒロインにめろめろ（死語）で決定な気がします。キャラ造形的にはフェネシスのほうがクースラに頼たよったり慕したったりするはずなのに、本当に謎なぞだ。どう見てもクースラがフェネシスに依い存ぞんしている駄だ目め男おとこです。むしろイリーネのほうが当初予定していた乙女おとめの立場な気がします。実験と同じで、小説も書いてみないとわからないものだなあ、とそろそろ作家として丸十年くらいになるのに、毎回発見ばかりです。




　そんなわけで、数巻続いてきた白き者たちをめぐるお話もちょっと一区切りです。完結というわけではありませんのでご安心を！　ただ、来年は予定がすでに目め白じろ押おしで、今から戦せん々せん恐きよう々きようとしています。俺、この過か酷こくなスケジュールを走り終えたら、マグダラで眠ねむるんだ……。

　読者の皆みな様におかれましては、ぜひぜひ楽しみにお待ちいただければと思います。




　それでは、また次の巻でお会いいたしましょう。





二〇一五年ほぼ末日







支倉凍砂
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支はせ倉くら凍い砂すな

１９８２年12月27日生まれ。第12回電撃小説大賞銀賞受賞。最近、もしかして地球の重力強くなった？
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イラスト／鍋なべ島しまテツヒロ

最近ロールキャベツをはじめて作った。

次は春キャベツの時期にチャレンジしたい。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「支倉凍砂先生」係

「鍋島テツヒロ先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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マグダラで眠ねむれⅧ
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